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〈午前１０時００分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

おはようございます。 

これより本日の会議を開きます。 

欠席通告議員はありません。 

定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

日程第１．会議録署名議員の指名 

 

○議長（倉又 稔君） 

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員には、６番、保坂 悟議員、１３番、田原 実議員を指名いたします。 
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日程第２．一 般 質 問 

 

○議長（倉又 稔君） 

日程第２、一般質問を行います。 

発言通告者は１３人でありますが、議事の都合上、本日５人、２０日５人、２１日３人を予定し

ております。 

一般質問の質問時間は、答弁を除き１人３０分であります。 

所定の時間内に終わるよう質問・答弁とも簡潔に、要領よくお願いいたします。 

なお、質問は通告の範囲内にとどめるよう、ご協力をお願いいたします。 

それでは、通告順に発言を許します。 

中村 実議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 〔９番 中村 実君登壇〕 

○９番（中村 実君） 

おはようございます。 

創生クラブの中村です。 

まず最初に、今回の質問は、私の所管する建設産業常任委員会にかかわる質問ではありますが、

市民の生命・財産にかかわることから、あえて、ここの場所で質問させていただきます。 

それでは、１回目の質問、防災及び災害対応について伺います。 

１、防災・災害対応について。 

先月の２１日に、姫川河川敷で大々的に開催された姫川・関川総合水防演習は、２１年前の

７.１１水害の記憶を次世代へ語り継ぎ、水防災意識社会の再構築に向け理解を深めるとともに、

水防体制の強化を強めるための演習だということですが、既に７.１１水害を知らない人も多くな

ってきました。 

また、東日本大震災から５年の歳月がたち、あの恐ろしい出来事も少しずつ忘れかけ始めたとき

に、またしても熊本地震が発生し、５０人ものとうとい命が失われました。 

過去の国内においては、このような大きな地震や豪雨は１００年に一度、または５０年に一度と

いうサイクルで発生してきたと思いますが、近年では異常気象のせいか、５年もしくは３年ほどで

発生するようになり、世界規模で見ると、ほぼ毎年どこかで地震や豪雨などの大災害が発生してい

ます。 

当糸魚川市においては、７.１１水害の後はこれといった大きな災害も発生していませんが、い

ざ地震や豪雨に見舞われたら、多くの死者を出すおそれのある地域が点在していると思います。 

その中の１つとして、筒石・徳合地区ののり枠工があります。 

この地区の裏山は切り立ったのり面になっており、昭和６３年から平成１２年までの間、斜面の

侵食や崩壊防止を目的に、国内でも類を見ない５.９ヘクタールという膨大なのり枠工の施工をし

ていただきました。 
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この工事のおかげで、斜面からの崩壊や雪崩の発生もなくなり、安心していたところではありま

すが、昨年より、県の現地点検調査が始まり、後日この調査結果に基づき、のり枠補修工事の説明

会が開催され、多くの地元関係者の出席がありました。 

この工事は新潟県の発注であり、糸魚川市として直接関係はないものの、地元住民の安心安全の

ために、糸魚川市としてどのようにかかわっていくのか伺います。 

また、あわせてその他の防災・災害対策について何点か伺います。 

(1) 筒石・徳合地区における県の説明会は何回開催され、治山施設の点検と修繕対応について

の説明を、市担当職員はどのように受けとめたのか伺います。 

(2) のり枠工直下に人家が連担する筒石地区の緊急点検、定期点検はどのように行われている

のか伺います。 

(3) 今後の補修方法と安全対策について伺います。 

(4) 糸魚川市内において、地震時の構造物及び落石による危険箇所の把握はできているのか伺

います。 

(5) 糸魚川市において、大震災が発生したときのボランティアの受け入れ態勢はどのようにな

っているのか伺います。 

(6) 木造耐震改修工事支援事業の進捗率と耐震シェルター・防災ベッドの申し込み状況は進ん

でいるのか伺います。 

(7) 最近、新潟焼山の噴火量が非常に多く、警戒レベルこそ変わりませんが、地域住民はもと

より多くの市民が不安を感じています。現状の内容と、今後の予想はどうなのか伺います。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

おはようございます。 

中村議員のご質問にお答えいたします。 

１点目につきましては、机上・現地、合わせて７回の説明会が行われており、詳細な説明が果た

されたと思っております。 

２点目につきましては、実施要領によりまして、定期点検は５年に１回、緊急点検は震度４以上

の地震等を観測した場合に、原則、目視で行われるといたしております。 

３点目の地元が要望している機能強化対策につきましては、現在調査中であり、雨期の状況を確

認した後、工法の検討を行うということで説明を受けております。 

４点目につきましては、市が管理する道路施設、治山施設等の危険箇所について把握をいたして

おります。 

５点目につきましては、県など関係機関と連携し、社会福祉協議会が中心となって災害ボランテ

ィアセンターを設置し、ボランティアを受け入れてまいります。 

６点目につきましては、耐震シェルター・防災ベッドを含めた支援事業のＰＲチラシを、先月、

全地域に回覧し、あわせてホームページで周知をいたしております。 
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６月１６日現在で、耐震診断の申し込みが８件となっております。耐震シェルター・防災ベッド

についてのところは、今のところ申し込みありません。 

７点目につきましては、今年５月に火山性地震が増加いたしましたが、その後、減少傾向となっ

ております。今後も噴火の発生を警戒し、火山活動の変化に注意をしていくとともに、関係機関と

連携いたしまして、防災対応に当たってまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もございますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

それでは２回目の質問に入ります。 

県の説明会は第１回目、大変、専門用語が多くて、上から目線の説明であるということで、住民

から相当な反発が買われたようでありますが、私も２回目の説明会、そして現地説明会を傍聴しま

したが、その後は県の説明会も大変、理解しやすくわかりやすい説明を受けたというふうに思って

います。 

また、先週の土曜日に地元工事説明会が開催され、協議会役員２４名が参加をし、双眼鏡を使い

異常がないか確認を行い、異常を見つけたときにはのり枠工点検チェックシートに書き込み、報告

を行うシステムを確立されるなど、地元目線の対応に協議会の皆さんも、大変喜んでいるというこ

とであります。 

この地元説明会も、またあす開催され、あすで説明会が８回目、現地が４回目になるわけですが、

今後の説明会はどのように進めていくのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

おはようございます。 

今、議員のほうからお話がありました直近での説明は、地元住民の皆さんが自主的に点検をされ

る体制ができてまいりまして、どのような点を中心に巡視をすればいいかということにつきまして、

県のほうから説明を受けた内容でございました。 

補修工事の説明につきましては、直近では５月２３日に補修工事の説明がございまして、なおか

つ地元のほうから要望を受けております斜面監視のシステムについても説明をいただいたわけであ

ります。 

今後につきましては、梅雨の時期の状況を確認し、地元から要望が出ております機能強化対策に

ついて、調査結果を踏まえて工法を検討し、説明させていただくというふうな予定を聞いておると

ころでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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中村議員。 

○９番（中村 実君） 

この説明会というのは、今の工事中だけの説明会で終わるのか、工事が終了しても定期的にこの

説明会をやっていくという予定なのか。また、この説明会に際しては、もし進めるとしたら県が主

導でいくのか、市もかかわっていくのか、その辺をお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

補修工事につきましては、予算の関係もございますけども、長期にわたるものというふうに考え

ておりますし、工事期間中の監視体制、それから巡視体制、工事が終わった後の監視体制、それら

も含めまして、地元との説明会のかかわりは密に持っていきたいというふうに考えておりますけど

も、常に糸魚川市が窓口となって地元と県と一緒になり、説明会の場をセットするように進めてま

いりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

工事も進んでいけば、現場の人たちからの情報ももらえるかと思いますので、その辺もあわせて、

現地に入っている直接仕事している人たちの声も聞いて、進めていっていただきたいと思います。 

次に、筒石地区では自治会とは別に、地域住民で組織する筒石地区治山工事安全対策協議会を設

立し、地域住民の生命・財産を守るために、治山施設の強靭な機能強化の声を県に届けていただき

たいということで、要望書が市長宛てに提出されております。市長は地域の声をどのように受けと

め、県に伝えていただいたのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

昨年の１２月８日に初めて工事の説明会を受けたわけでございます。それを受けまして、市のほ

うといたしましては、翌年の１月５日に速やかに、新潟県のほうに要望書を提出させていただきま

した。その後、今、委員のほうからお話がありましたように、地元のほうでは自治会組織とは別に

対策協議会が組織されまして、協議会長名で米田市長のところに、要望書をお届けいただいたわけ

であります。 

要望の内容につきましては、現在の治山施設を早期に補修して、なおかつ防災・減災を柱とする

治山施設の機能強化対策を、県に対して地元の声を届けてほしいという要望の旨をいただいたわけ

でございまして、それを受けまして５月１６日付でございますけども、中村県会議員とともに米田

市長が県のほうへ要望書をお届けして、生の声を伝えてきたという状況でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

私と、建設産業常任委員長の大滝議員と五十嵐健一郎議員が、紹介議員ということで一緒に伺っ

たわけですが、市長のほうからも、大変、温かい言葉をいただきました。ぜひ、今後も続けて要望

していっていただきたいというふうに思っております。市長、またよろしくお願いいたします。 

次に、こののり枠工は民家に隣接している施設としては、国内最大級の５.９ヘクタールという

ことで、大変、広いのり枠であります。今回、県で最重点施設に位置づけ、震度４以上の地震があ

った場合、目視で点検を行うということですが、こののり枠は震度幾つまで耐え得るということで、

県は考えてるのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

 

 

それで、今のご質問でありますけども、同様の質問につきましては、１２月２８日の地元説明会

におきましても、住民の皆さんからお話をいただいたところであります。震度幾つまでという耐震

基準やマニュアルはないという回答でございました。県のほうといたしましては、東北大震災を含

めて、いろんな震災の調査報告を見る中で、のり枠、フリーフレームでございますけども、大きな

変状がないというふうな説明を受けてきているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

このようなのり枠を施工する組織はフレーム協会ということであります。この協会は昭和５０年

に設立され、既に４０年以上が経過し多くの工事を手がけてきましたが、のり枠の強度や耐用年数、

そして震度幾つまでというのが明示されておりません。県の説明会の資料でも、東日本大震災の国

土交通省の調査結果では、のり枠が崩れていないことから、のり面の崩落防止に寄与したというふ

うなことだけしか書かれておらないわけであります。耐震基準をしっかりとうたっていかなければ

いけないというふうに私は思います。また、この資料の写真を見ても、のり枠の規模ものり面の斜

度も、筒石とは比べ物にならない小規模な現場であります。今後、のり枠の強度を示す耐震基準を

定めるよう、国土交通省に要望をしていく必要があるというふうに思いますがいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

道路土工、切土工・斜面安定工指針の中におきましては、地震時に対するのり面・斜面の安定に
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ついては未解明の点が多く、耐震設計を明確に規定できていないという技術的な制約があるという

ことが表記されておりまして、現時点では技術的な見地を最大限活用して、解明のために調査・研

究を進めていくというふうな道路土工の指針の中では、そのようにうたわれておるところでござい

まして、今後とも早期の耐震基準の設定を期待するところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

やはり、これだけ大きな地震が多発しております。ぜひ、こういうものは、国土交通省にかけ合

って、早急に決めていただかなければいけないというふうに思っていますし、地元選出の内閣府副

大臣、髙鳥先生も大変、心配をしておりますので、先生を通じ国にお願いをしていっていただきた

いというふうに思っております。 

治山説明会の資料にもありましたが、東日本大震災に耐えたのり枠は、あれはほとんど山の中の

のり枠であるということで、海岸沿いののり枠ではなかったように思います。筒石のように海岸に

面していて、なおかつ、塩害や大雨などの複数の悪条件が重なり、そこに地震が発生することも考

えられるということで、地元住民の不安も大変、大きなものがあります。この不安を払拭するには、

非常に難しいことだというふうに思いますが、私はその不安を解消する方法として、今あるのり枠

工ののり枠の強靭な機能強化を進めるとともに、落石防護柵や重力式擁壁などの構造物の整備も、

早急に進めていく必要があると思いますが、その辺はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

筒石のように５.９ヘクタールののり枠工、その直下に住家が連担しているという状況は、全国

的にも珍しい規模の治山施設、状況だというふうに思っていますし、住民の皆さんの不安は、私も

一緒でございます。県のほうに向けまして、住民の不安を、要望をしっかり伝えていきますし、今、

お話にありますように、別の意味での防災・減災施設機能というところでございますけども、地元

からも機能維持でなくて、機能強化をしてほしいという要望をいただいておるわけでございますの

で、その機能強化に向けまして、この雨期の状況の確認をし、機能強化をするべき箇所が出てくれ

ば、県のほうとしましては工法検討するということでお約束いただいておりますので、その調査結

果を踏まえ検討をお聞きする中で、機能強化策に対して、また市のほうといたしましても強く要望

してまいりたいと思いますし、それ以外の施設につきましては、とりあえず今、予定されておりま

す機能維持、機能強化の補修工事が終わった暁に、また県のほうとしっかりと協議してまいりたい

というふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 
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機能強化を進めるということは、これ当然やっていっていただかなきゃならない。先ほどの、課

長言われたいみたいに数年かかるという工事がありますよね。この工事が終わってから、防護柵や

重力式擁壁等をこれからどうするなんて話をしても、１０年先、１５年先という話になってきます

よ。やはり、今からこの話を出していくべきだと思うんですがいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

機能強化を含めまして、今、お話の施設整備につきましては、地元の声として、しっかり県のほ

うに伝えてまいりたいというふうに考えています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

現地を見ますと、防護柵の設置されていないところ、また防護柵があっても昔の国鉄の名残のよ

うなレールが立ってある、さびたレールが立ってあるというような、そんな防護柵が見受けられま

す。今後、さびた防護柵の取りかえや補強、重力式擁壁のかさ上げ、そして、何もないところの整

備等を進めていっていただきたいというふうに思っておりますので、県との調整を早目に進めてい

ただきたいというふうにお願いいたします。 

なぜ、私がこんなに話をするかといいますと、私、前にもこの場で申し上げましたが、小泊の死

者を出した地元の地すべり、これも私のうちが土砂に押し潰され、土砂にのみ込まれていくという

のを小学生のときに体験しております。あれから、もう既に５０年たちましたけど、大きな雨が降

ると、いまだに恐怖を感じているということであります。そういった恐怖を、地元の人たちにさせ

ないように、落石防護柵や重力式擁壁の要望を強めていっていただきたいというふうに思っており

ます。 

また、地元が望んでいる機能強化対策の工法は、梅雨明けの説明ということで、私、伺っておる

んですが、現在の工事はとりあえずの補強工事、補修工事ということで、機能強化の工事ではない

というふうなことであります。今年度の事業概要と事業費の内訳、そして予防治山事業から、緊急

予防治山事業に名前が変更になったわけを伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

まず、今年度、予定しております補修工事につきまして、５月２３日付で地元で説明した内容で

ございますけども、フリーフレームのひび割れの補修、それからアンカーボルトのボルト頭部の交

換、それからフリーフレーム、のり枠の地山側に空隙が発生しておりますので、フリーフレームの

モルタルの充填や、一部、空隙の大きいところにつきましては、取り壊しをして再設置をすると。

それから斜面に向かいまして縦系列で水路が設置されておりますけども、その水路の補修もあわせ
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て取り組みたい、補修したいということをお聞きしておるところでございます。 

それから、今年度の事業費でございますけども約１億１００万円の予定で、今、工事を進めてい

ただいておるところでございます。 

それから、予防治山と緊急予防治山の違いについてご質問いただきました。 

予防治山につきましては、私ども行政でいいますと交付金事業といいます。それから、緊急予防

治山につきましては補助事業でございまして、緊急予防治山の補助事業のほうが、予算のつきがい

いということで、補助メニューを選んでいただきまして、今、事業に取り組んでいただいておると

ころでございます。新潟県内では、緊急予防治山事業で新潟県内３カ所、治山事業に取り組んでい

るというふうにお聞きしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

今のところ、補修工事しか進んでいないということでありますので、今後、早急に機能強化のほ

うの工事にもかかっていただけるように要望していただきたいと思います。 

地元では、梅雨の時期を迎えまして、大変、不安な日々を過ごしているというふうに、私は思っ

ております。昨年の１２月に、現地に傾斜計を設置したということで、斜面監視施設ということな

んですかね、移動観測を行ってきましたが、現在までの調査状況はどうなっているのか、その経過

を伺います。これは、傾斜計と斜面監視施設とは違うのかどうか確認させてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

のり面枠に、既に傾斜計を１３カ所設置していただいております。この傾斜計が海側のほうに、

北側のほうに傾きが累積し続けますと非常に危険ということで、県のほうからお聞きしておる傾斜

計のシステムだというふうにお聞きしております。昨年の１２月１０日から、この５月１０日まで

のデータをお聞きしますと、変位量が０.００２ミリであります。最大値で０.２４ミリでありまし

て、一方向への累積性のある変状は認められておりませんというふうな経過を聞いておるところで

ございまして、引き続き監視を続けていただく予定にしております。 

○９番（中村 実君） 

傾斜計と斜面監視施設。 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

失礼いたしました。 

監視システムのほうにつきましては、この６月末までに新潟県のほうで契約をしていただきまし

て、斜面監視システムを県のほうで設置していただくことになっております。これにつきましては、

５.９ヘクタールをおおむね３ブロックに分けましてワイヤーを張って、そのワイヤーが切断した

場合に警報が鳴ったり、あるいは回転灯が点滅したり、あるいは関係機関にメールでもって通信し

たりというふうな、移動観測とは違う監視システムでございます。このシステムにつきましては、
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今回の６月議会に補正予算で運用の費用につきまして、市のほうで予算計上し、今後、運用してい

くということで、今回お願いしているところでありますのでよろしくお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

ということは、傾斜計を、今まで設置したのは傾斜計であって、それではその傾斜計で移動観測

を行ってきたけど、新たに斜面監視施設を設けたということでよろしいんですね。 

これは、じゃ、両方とも連結して作動していくということで、この警報装置の発報方法というの

は、ワイヤーが切れたときにサイレンが鳴ったり、移動観測、フレームが移動したときにサイレン

が鳴るということでありますが、このサイレンが鳴ったときに、家の中にいても聞き取れるのかど

うかという、そういう試しはしてありますか。それと、実際に鳴らして確認したのかどうか、確認

します。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

答弁が少し後先になって、大変、申しわけありませんでしたけども、斜面の監視システムにつき

ましては、地元説明会の中におきましても、１３カ所の傾斜計だけでは不安だという地元の皆さん

の声をお聞きし、県のほうで設置していただけることになったものでございます。５月２３日の説

明会のときにも、そのシステムについて地元説明がございました。 

また、今、議員のほうからのご質問のように、警報装置の音が聞こえるのかというふうなご心配

もいただいておるところでございまして、今後は、現場で調整をしながら皆さんの声をしっかりと

お聞きし、また、しっかりとした通報体制がとれますように、現地で調整しながら対応してまいり

たいというふうに考えています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

今の答弁だと、まだ確認はしていないということですよね。 

大体、このような大きな災害が発生するというときは、大きな雨が降ったり台風みたいな風が吹

いたりということで、外の音は非常にうるさいとき、そういうものも見越した中で、サイレンが実

際にうちの中でも聞き取れるのかどうかという、そういうものも一度、試していただきたいという

ふうに思いますし、やはり、下のほうで、もし最悪、落ちてきても受けとめられるポケット的な施

設も、今後、しっかり要望していただきたいと思いますし、この筒石地区の問題は、全国的にも特

異な事例だというふうに、私は感じております。今後、筒石・徳合地区ののり枠工の安全対策が、

全国の模範になるような、地域住民の安全安心そして生命・財産を守っていけるような工事にして

いっていただきたいというふうに申し上げまして、次の質問に入らせていただきます。 
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次に、市内の地震時の構造物落石の箇所についてですが、この場所は小泊地域の尾山というとこ

ろであります。ここの場所は、能生中や海洋高校の相撲部の子供たちが合宿している宿舎の裏山に

なります。私の質問が市内の危険箇所という質問の仕方だったので、ちょっとわからなかったので、

後で担当のほうと少し場所だけは打ち合わせをさせていただきましたので、わかる範囲で少し答弁

をお願いしたいと思います。 

この尾山は断崖絶壁であります。今でも落石のある山であり、実際に住んでいる人たちは、筒石

地区と同じく地震による落石の恐怖を感じております。この山は、弁天岩やとっとこ岩のように安

山岩の塊ならば、落石のおそれはないものと私は思っておりますが、この落石があるということは

安山岩ではないのかなというふうに思いますけど、その辺の安山岩かどうか、わかれば教えていた

だきたいということと、この場所は地すべり指定地なのか砂防指定地なのか、ここの管轄は国か県

か、その点を伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

ご質問の小泊地域につきましては、昭和３８年に大きな地すべり災害が起きて、大きな災害があ

ったところでございます。 

今、議員ご質問の、特に白山神社周辺の尾山の地質につきましては、今現在、承知はしておりま

せんけども、ご心配の付近につきましては昭和３８年の地すべり以降、国土交通省の地すべり指定

地が入ったり、またあるいは砂防の指定地が入ったりしておるところでございますし、一部、農林

水産省の保安林が指定されておるところでございます。 

少し調べてみましたけども、非常に古くに指定された保安林でございまして、風致保安林といい

まして、神社仏閣・景勝を保全するための保安林というふうな指定でございます。その後、住家も

連担しまして非常に最近の異常気象等から、皆さんの不安も高まっておるところでございます。 

現地のほうは、昭和５２年に落石防護柵工が設置されております。県のほうとも少し相談をして

みましたけども、現在の風致保安林におきまして、保全対象となるものが変わってきておりますの

で、保安林の指定の仕方の変更も考えて、今後、安全対策を県と協議してまいりたいというふうに

考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

大変、入り組んだ場所だということで、昭和３８年の地すべりは、先ほど私が言った体験した地

すべりでありまして、そことは若干場所が違うことと、地元ではこの山は尾山といって、白山神社

の神さんの山だから崩れてこないんだということで、昔からそういう話がありましたが、最近はそ

ういうことも言ってられないほど地震が多発しております。ぜひ、市が中心となって、その辺を取

りまとめていただきたいというふうに思いますし、この山は筒石地区と同じく、家が数件真下にあ

ります。大変危険な断崖絶壁でありますので、筒石はのり枠が落ちてくる、ここは落石があるとい
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うことで違いはありますが、この辺は今もう草木が生えて、一部しか見えなくなっております。秋

になれば、葉が落ちれば目視で点検ができますので、県を中心に地区長や地元の人たちをあわせた

視察・点検を行っていただきたいと思います。その辺はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

県のほうにおきましては、平成２２年の６月に目視の点検をしていただいておりまして、ランク

としてはＣランクで、異常がないというふうに結果をお聞きしております。次期の施設点検は本年

度に実施を予定しておるということでございますので、今、議員のお話がありましたように地元の

方も一緒になって点検を同席する中で、また地元の声を県に届けていただくようなそんな対応を考

えてみたいというふうに思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

平成２２年６月、前にちょっと日にちは、この日にちだと思うんですけど、点検したという覚え

はあります。 

ただ、地元の人たちは、今、一部見えるところは大きな割れ目が縦に入っている場所なんですよ

ね。その割れ目が、恐怖を感じているせいかもしれませんけど、割れ目が去年よりちょっと広くな

ったよという話も伺っております。やっぱり、そういうことを払拭するためにも定期的に検査しな

がら、地域にしっかりとした説明をしていっていただきたいというふうに思っておりますし、今ほ

ど話をしてきました筒石や小泊地区だけではなくて、糸魚川市には危険な箇所が大変多くあるとい

うふうに思っております。所管が国であろうが、県であろうが特に民家に近いところがあれば、災

害、減災・防災という観点で調査していく必要を感じております。 

また、市が管理する道路や治山施設などの緊急点検を行ったというふうに言っておりますが、こ

の市が管理するところの結果、早急に対応する箇所があったのか、なかったのかを伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

昨年の１２月に、１９２カ所ののり面や擁壁工を点検いたしました。特に、人家の近いところ、

学校、あるいは保育所の近いところの施設について点検をいたしましたが、特に著しい損傷のある

ところはございませんでした。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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中村議員。 

○９番（中村 実君） 

１９２カ所ののり面や擁壁の点検をしたということで、とりあえず、危ないところはないという

ことで安心したところでありますが、これから梅雨に入ると川の水が随分ふえてくる。今の、これ

は市の管轄ではないんですけど、大きな川へ行くと河床整備が進んでいないところが随分あるんで

すよね。そうしたことによって、水害が発生するということも考えられます。その辺の点検をあわ

せてやっていく必要があると思うんですけどいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤産業部長。 〔産業部長 斉藤隆一君登壇〕 

○産業部長（斉藤隆一君） 

６月は国が土砂災害防止月間として、毎年、河川の点検等を行うキャンペーン期間でもあります。 

きょうも実は、国、松本砂防と新潟県と糸魚川市関係者が現地調査に入っておりますけれども、

７.１１から２１年、姫川だけが問題ではありませんけれども、非常に激甚的な雨の降り方も、地

球温暖化の関係で多くなってきているのも事実であります。河床もあらわれている箇所、多くあり

ますので、市単独というわけではもちろんありませんけれども、関係機関と現地調査を含めて、そ

ういった対策を万全にしていかなければならないというふうに思っております。 

あわせて、ことしが蒲原沢の土石流災害から２０年の年でもあります。砂防だけではなくて、や

はり治水治山という幅広く河川にかかわる部分があると思っておりますので、しっかりとまた、現

地を見ながら対応していきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

蒲原沢から２０年ですか。毎年、市長からお参りに行っていただいているというふうに私は思っ

ておりまして、大変ありがとうございます。 

昔といいますか、過去は結構、河床整備、しょっちゅうやられてたんですよね、工事は。最近は

予算の関係もあるのかしらないけど、河床整備がなくて河床にある雑木の伐採ぐらいしかやってい

ないように思っております。今後、そういうところも見ながら、もしあったら、国や県のほうに話

をしながら河床整備のほうも進めていっていただきたいと思います。 

次に、ボランティアの受け入れ態勢について伺います。 

最近では大きな災害とともに、日本各地から多くのボランティアが駆けつけてくれますが、現地

は災害直後ということもあり受け入れ態勢が整っておらず、何も作業ができなくて帰る人たちが多

くテレビで見られます。 

もし、糸魚川市にこのような大きな災害が発生したときに、このボランティアが来られたときの

受け入れ態勢、先ほど社協というふうな話もありましたが、この辺の態勢はしっかりと整っている

のかどうか伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

ボランティアの受け入れ態勢につきましては、平成１９年度に社会福祉協議会のほうで、災害ボ

ランティアセンター運営マニュアルを策定いたしております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

そのマニュアル作成はいいんですけど、多くのボランティアが来られたときに対応できるしっか

りとしたマニュアルなのかどうかという、当然、それを見越したマニュアルだと思うんですが、そ

の辺はどうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

そのマニュアルにつきましては、１,０００人規模のボランティアさんが来られて対応できるよ

うな形でのマニュアルを整備いたしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

東日本大震災のときに、福島から大勢の人たちが避難されてこられましたね。あのときは、受け

入れ側で少し時間があったんで、受け入れも楽だったと思うんです。私たちも、私の後援会でもボ

ランティアで行ったんですけど、あのときは市の職員たちが一生懸命動いてくれて、トラブルもな

く福島の人たちも大変喜んでおったということはわかります。そういうものをもとにして、つくっ

ていったものだろうというふうに思うんですが、ただ、実際に大きな災害が発生したときに、

１,０００人のボランティアが果たして動けるのかどうかということですよね。 

例えばマニュアルの中に、その１,０００人が来たときに、すぐ仕事配分を決められるようなも

のがあるのか。また、宿泊施設はどこで泊まるのか。例えば地震の場合ですけどね、地震の場合は

いろんなところが壊れており、どこで、じゃ、泊まるんだと。食事はどうするんだということも当

然、書かれているというふうに思いますが、それは社協だけでやるのか。それかそういう人たちを、

ボランティアをボランティアする受け入れ的なボランティアというところまで考えているのかどう

かということを伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 
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○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

まず、ボランティア受け入れの態勢でございますが、ボランティア受付班、それからニーズ班、

マッチング班、送り出し班、資材班、総務班等に分かれて、ボランティアの活動をするような形に

なっております。 

また、ボランティアの受け入れにつきまして、宿泊施設それから食事等に係る部分でございます

が、経費的な部分については、ボランティアは自己完結ということが基本でございますので、その

部分の費用につきましてはボランティアの方の負担となっております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

ボランティアだから食事は自己持ちといったって、どこもかしこも壊れたときに、握り飯かんて

くるわけじゃないんですよ。やはり、２日なり３日、飯も食わん水も飲まないということはできな

いわけ。それは、自衛隊が駆けつければそれは可能かもしれないけど、ある程度のそういうものの

備蓄とか、そういうものも考えているのかということなんです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

今、ボランティアの形のところでお話をさせていただいておりますけれども、ボランティア全体

を受け入れて活動していくためには、災害対策本部が中心になりまして、その中でボランティアの

皆さんにどういう部分をお手伝いいただくかという部分は、社会福祉協議会がボランティアの受け

入れの中心的役割を担ってまいりますけれども、連携をして進めないと取り組めないというふうに

思っております。 

そういう中においては、災害後、混乱の時期から、それから避難者が少しずつ避難した後、どの

ような対応でその先を考えていくかというような時間的な経過の中で、ボランティアの方の役割も

変わってくるかと思います。そのような状況は、全体的には災害対策本部と連携しながら、その一

部の役割を社会福祉協議会からも担っていただくということで進めてまいる予定でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

熊本地震の、今のテレビ見ててもそうですよね。多くのボランティアが仕事できないで帰ってき

ちゃうんですよ。当然、熊本地震にしたって、いろんな災害を見て同じようなものをつくってきて

ると思うんですよ。それが、実際に生かされていないから、ああいう状況が起きる。だから、もの

をつくればいいという、そういうことじゃなくて実際に、じゃ、糸魚川だけじゃなくて青海、能生
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の人たちとのどういうボランティアのつながりがあるのかというのも、例えば私たち地元にいても、

そういうときは何かしてくださいという話も一度もないですよね。そういうのもやっぱり、これか

ら進めていっていただかなければいけないなというふうに思っていますので、いろんな事例を見な

がら今後、もう少し踏み込んだものをつくっていただきたいというふうに思っています。 

今の、熊本地震発生直後に、糸魚川市から３名の職員を派遣いたしました。どのような応援をし

てきたのか、また何日間で何名が応援に行ったのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本総務課長。 〔総務課長 山本将世君登壇〕 

○総務課長（山本将世君） 

お答えいたします。 

私ども職員派遣につきましては、４月２３日から５月２８日、３人を一班として、７班態勢で職

員を派遣いたしております。 

派遣につきましては、被災地の支援はもちろんでございますが、被災直後の現状等を見ることに

よって、当市の防災対策、そういったものに生かしたいということを目的として派遣をいたしてお

ります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

今回の派遣は非常に早いということで、さすが米田市長だなというふうに、私は喜んでおります。 

１週間交代で派遣した意図というのはいろいろあると思うんですけど、私、前にちょっと市長に

も話したんですけど、３人が１週間ずつ交代するということは、交通費とかいろんな経費がかかる

と。何で１週間なのか、１０日、１５日というスパンでやったほうがよかったんじゃないという、

ちょっと質問をしたこともあるんですけど、その辺の考えは、市長どんなかわかりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

まさに今、中村議員ご質問のとおり、我々はいろんな災害に対応しなくてはいけないという考え

でおりまして、本当に距離も離れておるわけでありますが、我々といたしましても今回の平成

２８年熊本地震については、職員を派遣することによって、ただ我々は情報をマスコミや画像だけ

のデータではなくて、生のやはり情報というのも収集しながら、いざ地元糸魚川に災害が起きたと

きの対応の手助けになればというような形で、情報収集を大きな目的の中に入れさせていただいて、

数多くの職員が経験することが大切かという形の中で、このような態勢を組ませていただきました。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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中村議員。 

○９番（中村 実君） 

ありがとうございました。 

ぜひ、職員が持ち帰ったノウハウを、もし何かのときに生かせるように、今後、努めていってい

ただきたいというふうに思いますし、ボランティアもやはり、各地域に根づいたボランティアとい

うものも必要かなというふうに思いますので、今後もよろしくお願いいたします。 

次に、耐震改修工事について伺います。 

いまだに、耐震改修工事が進んでいないということであります。私も耐震診断をしていただいた

ことがあるんですけど、なかなか基準が高過ぎまして、補強することによって建物の使い勝手が非

常に悪くなるということと、建てかえするほどの費用がかかるということで少しやめたんですが、

安価で命を守られる耐震シェルター・耐震ベッドの一般質問を前回しましたところ、新年度から予

算をつけていただきまして、大変ありがとうございました。これが少しでも早く普及していくよう

に、先ほどの答弁だと、回覧または広報で周知したということですが、大変、回覧の場合見づらい

回覧だったんですが、もう少しその辺を改めて、もう一度出すという考えはありませんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

毎年、行われておりますこの支援事業でございますけれども、議員おっしゃられたとおり、こと

しから耐震シェルター、あるいは防災ベッドなどのような物について補助を始めさせていただきま

した。 

ことしは、５月２５日号の広報にあわせて、Ａ４版裏表で資料として回覧という形で配布いたし

ましたけれども、今、その中身をよく見てみますと、耐震シェルターとか防災ベッドが、いかなる

物なのか、どういった物なのか、あるいは値段がどのぐらいからあるのか、そういったところが一

部欠落しておりましたので、今後、広報あるいはホームページによって市民の皆さんに周知してい

きたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

ここにコピーがあるんですけど、大変見づらいんですよね。もう少しわかりやすいものにして、

もう一回ＰＲしていただきたいということもありますし、これ、命を守るのには大変安くて、

２０万円から３０万円ぐらいで設置できるんですよね。ただ、床を大工さんから直してもらわなき

ゃいけないということで、大工さん・工務店関係にも話をしながら、この辺を進めていっていただ

きたいというふうに思っています。よろしくお願いいたします。 

次に、新潟焼山について伺います。 
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前回、私の質問で防災マップの質問をしたところ、焼山・早川周辺にしか配布しないということ

で、それではまずいんじゃないですかという質問をいたしまして、市内全戸配布する必要があるだ

ろうということで、市長から市内全戸配布いたしますという答弁をもらったわけですが、いまだに

まだ配布されておりません。地元では、もう既に配布されているんですが、相当時間がたっていま

すけど、まだ配布されていないんですけど、その辺はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お答えします。 

新潟焼山の火山防災マップにつきましては、６月２７日に上早川・下早川地区以外の市内全戸に

配布する予定となっております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

なぜ、２７日までなったのかということを聞いておるんです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

中村議員からご指摘をいただきまして、今年度の当初予算に印刷費を計上してございます。それ

によりまして、年度初めに印刷をかけまして、でき上がりが今ということで、配布を先ほど申し上

げた日付で配布予定ということになったものでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

ということは、これ早川地域で、まだ配布されていないということなんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

早川地区につきましては、昨年配布済みでございます。それ以外の地域、中村議員からご指摘あ

りましたことについて、先ほど申し上げたように、今年度配布ということでございます。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

だから、なぜ時間の差ができたんですかと、一緒に市内全戸配布できなかったんですかというこ

とを聞いておるんです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

昨年、早川流域、上早川・下早川地区に配布させていただきました。そのときには、全市内につ

きましては概要版の回覧というような形での周知を図ったものでございます。そこでは、やっぱり

不十分だというご指摘もございました。そういう意味から、今年度、市内全戸に配布するという形

をとらせていただいたものであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

前回の一般質問のときに、地元だけ配布するという答弁を受けて、地元だけではだめだと、やっ

ぱり市民全部が同じ認識を持つ必要があるんで、市内全部配布したほうがいいんじゃないですかと

いうことで、市長はわかりましたと、市内全戸配布しますよというふうに話したんですよ。それを、

何で早川だけ先になって、全戸配布がこの６月２７日までずれ込んだのかということを、私は問う

ておるんです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

繰り返しになりますけれども、平成２７年度当初予算にこの避難計画等が以前できておりますの

で、それはやはり地区に周知する必要があるなということで予算計上をして、早川地区のみの配布

という形になったわけでございます。それで、先ほど申し上げたとおり、全市民に周知する必要が

ある、そうしないとなかなか周知ができないということでありましたので、今年度において予算計

上して配布をさせていただくというところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

ちょっとずれがあるので、またそれは話しさせてもらいます。 

新潟焼山に一番近い湯川内集落で、６月２日と７日に避難対策会議を開いたということで、避難
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方法を地元で検討したということですが、この会議に、新しく配布したその防災マップを利用して

会議を開いたのか、また担当がこの会議に呼ばれたのかどうか伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

湯川内地区から避難対策会議を実施したというふうに伺っております。避難対策を検討する上で、

昨年実施いたしました住民避難訓練や、避難計画が掲載されておりますこの防災マップも活用され

たものと思っております。 

今後、消防職員も住民の貴重な意見をいただきたい、伺いたいと、そのために地区に出向き、一

緒に検討してまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

呼ばれてないんですよね、ここへ。マップを配っても呼ばれてない。果たしてそのマップがこの

会議で実際に使われたのかどうか、たんすの肥やしになってるんじゃないのか、私、それを心配す

るんですよ。これは、車の運転ができない人や、ひとり暮らしの高齢者をどのように安全に避難さ

せるかという会議だったということで伺っております。 

これは、何でもそうなんですよ、市の職員も何かをつくって、一度配布すればいい、どこかへ置

けばそれでいいというふうに終わっていくんですよね。そうじゃなくて、やはりマップを配布した

らマップの使い道だとか、その後どうですかとかいう、そういうフォローもやっぱりしていく必要

があるんですよ。何事も、市の職員もそうなんですけど、つくればいい、それで終わりという。金

子部長、どうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

今ほどありましたが、住民の方が避難するわけでございますので、情報が共有されていないと現

実的にはだめなわけでございます。今、中村議員がおっしゃるように、マップ等も周知するための

１つの手段でございますので、それをご理解いただくということを、コミュニケーションを通じて

伝えていくことが重要だと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

マップだけじゃなくて、市のこういう資料も何でも、つくれば終わりという状況が多いんだよ。
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前もよく議会でも話が出ますよね。いろんなパンフレットをいっぱいつくるけど、それをどこへ配

られたんだと、全然周知してないんですよ、そのままなんだよ。このマップもそうだ。その辺はど

うかと聞いておる。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

市のほうでは、いろんなパンフレットだとか、あるいはチラシだとかというもので、市民の皆様

にお伝えする手段の１つとして取り組んでおります。 

中村議員おっしゃるように、過去の状況の中では、十分活用されていないんではないかというも

のも、ご指摘はあった点があろうかと思います。そういう点は、また教訓として改めまして、今お

っしゃるように、市民の皆さんに的確に情報が伝わっていくように、そういうことで職員も地域に

出向いて、コミュニケーションをとりながら情報が伝わって、一緒にまちづくりというような観点

も含めて、防災の視点も含めて取り組んでいくことが必要だと思っておりますので、そのような取

り組みを進めてまいりたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

これから、マップが全戸配布されるということでありますが、焼山温泉、向こうには２つの温泉

がありますよね。やはりそういうところに、地元の人たちも行くんですよね。情報がないと、何か

あったときには大変危険だと。また、その施設に消防が出かけて、お客さんの避難誘導の仕方とか

という、そういう話はしてありますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

温泉施設の方々にも、火山防災協議会の一員となっていただいておりますし、温泉施設の皆さん

も火山災害からお客さんを守ると、どのように避難させたらいいかというような危機感を持ってお

られます。今後、温泉施設の皆さんと連携をして、うちのほうも現場に出向きまして、お客さんの

避難対応について検討してまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

中村議員。 

○９番（中村 実君） 

ぜひ、せっかくつくった防災マップでありますので、それを活用しながら地元の住民だけではな

くて、そういう施設に行く市外の人たちも、安全に避難できるような態勢もとっていただきたいと

思いますし、ジオパークのまち糸魚川市には多くの災害が考えられるということで、今後も市民の
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防災意識の向上を高めるような取り組みをしていただきたいことをお願いいたしまして、私の質問

を終わります。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で、中村議員の質問が終わりました。 

次に、吉川慶一議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 〔１番 吉川慶一君登壇〕 

○１番（吉川慶一君） 

おはようございます。 

創生クラブの吉川慶一です。よろしくお願いいたします。 

１回目の質問をさせていただきます。 

１、新潟焼山の火山活動について。 

新潟焼山は、ことしに入り小規模な噴火が確認されていると発表されました。昨年末から噴煙量

も多くなっており、過去の噴火も視野に入れ、住民への情報発信が必要かと思います。気象庁によ

ると観測では、新潟焼山は火山性地震もやや増加していると言われていますが、市としてどのよう

な対応をされているかお伺いします。 

(1) 新潟焼山の火山活動が活発化し、昭和４９年の水蒸気噴火と同程度の噴火が起きた場合、

素早い情報が必要とされています。市として今後、情報伝達を初め、防災対策をどのように

されるのかお伺いします。 

(2) 登山者に対する注意喚起の現状はどのようになっていますか。また、情報の公開はされて

いますか。 

(3) 妙高戸隠連山国立公園に新潟焼山が含まれていますが、現在新潟焼山は登山規制がされて

います。規制区域外の環境保全や観光振興の公園として、防災対策をどのようにお考えかお

伺いします。 

２、地域おこし協力隊・集落支援員について。 

(1) 地域おこし協力隊について。 

地方公共団体が、都会からの転入者を地域おこし協力隊員に委嘱し、隊員は地域特産品の

開発等、地域おこしの支援や住民の生活支援など地域協力活動を行いながら、その地域へ定

住・定着を図るとあります。全国で多くの地域おこし協力隊の方々が活躍されていますが、

糸魚川市の地域おこし協力隊の主な地域と、期待される活動についてお伺いします。 

① どこの地域で活躍されていますか。 

② 具体的にどのような協力活動をされていますか。 

(2) 集落支援員について。 

集落支援員は、職員と連携し、集落の目配りとして巡回・状況把握を行っており、現在、

活動されている集落支援員の皆さんに感謝しております。次のことについてお伺いします。 

① 集落支援員の配置は、いつから実施されているのか、集落との取り組みの現状と今後の

課題をお伺いします。 
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３、糸魚川市の子ども一貫教育・行政改革提言に対する保育園の取り組みについて。 

(1) 子ども一貫教育について。 

平成２１年度に「子ども一貫教育方針」を策定し、平成２２年度から平成２７年度までの

糸魚川市子ども一貫教育方針を進めてきました。その進められた中、主な成果と課題があら

われました。平成２８年度から平成３５年度までの新たな計画が策定され、「豊かな心の育

成」、「健やかな体の育成」、「確かな学力の育成」の具体的計画が示されました。今後、

糸魚川市の一貫教育で目指すものは何か、具体的にお伺いします。 

① いじめ・不登校が発生しています。糸魚川市の現況をお伺いします。 

② 糸魚川市のいじめ・不登校について、どのような原因の解釈をされていますか。また、

いじめ・不登校についてどのような対応をされてきましたか。 

(2) 行政改革提言に対する保育園の取り組みについて。 

平成２７年３月に行政改革特別委員会の集約事項として市議会の提言を受け、保育所民営

化を計画的に進めるとお聞きしました。以下、お伺いします。 

① 糸魚川市として検討はどこまでされているのか。 

② 他県では地域関係者、保護者と話し合いをして保育園の民営化を積極的に進め、子ども

教育、市の財政面において成果を上げています。糸魚川市の今後の取り組みについて、ど

のようにお考えになられていますか。 

以上、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

吉川議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、地域防災計画並びに新潟焼山の噴火活動が活発化した場合の避

難計画に基づき、対応してまいります。 

また、新潟焼山は、火山防災協議会を初め関係機関と連携をいたしまして、火山防災対策を進め

るとともに、防災行政無線などにより市民への情報伝達を図ってまいります。 

２点目につきましては、妙高市、小谷村と連携し、それぞれの登山口に立入規制の看板を設置す

るとともに、ホームページなどにより注意喚起を行っております。 

３点目につきましては、妙高戸隠連山国立公園連絡協議会が設立予定であり、当市も協議会に参

加する中で、観光利用促進策や環境保全の計画などを検討・実施してまいりたいと考えております。 

２番目の１点目の１つ目につきましては、現在２名の隊員が小滝地区と市内全域を対象に、それ

ぞれ活動を行っております。 

２つ目につきましては、小滝地区では高浪の池の運営支援や情報発信、パソコン教室の開催や健

康教室の運営支援などを行っております。 

また、市内全域を対象にした活動では、移住・定住情報の発信や空き家バンクの支援、移住相談

会での誘致活動などを行っております。 

２点目につきましては、平成２５年度から活動を開始し、高齢者宅の巡回を初め、地域行事の運
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営支援や話し合い活動への参加など、中山間集落の活性化を支援してまいっております。 

今後の課題は、集落支援員が行っているこれらの活動を継続していくことができるよう、担い手

を育成することと考えております。 

３番目のご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますのでよろしくお願いいたし

ます。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田原教育長。 〔教育長 田原秀夫君登壇〕 

○教育長（田原秀夫君） 

吉川議員の３番目のご質問にお答えいたします。 

１点目の１つ目につきましては、小中学校のいじめの件数は、平成２６年度６０件、平成２７年

度は４４件であります。また、不登校件数は、平成２６年度２３件、平成２７年度は３２件であり

ます。 

２つ目につきましては、いじめの原因は冷やかしやからかいなど、人とのかかわりの中で、いじ

めを受ける側の心身の痛みを理解せずに行ってしまうことと考えております。 

いじめの対応は、いじめは深刻な人権侵害であることを児童生徒に認識させ、未然防止、早期発

見及び早期対処に向けて、全教職員が共通理解を図ってまいります。 

次に、不登校の原因は、小学校では家庭に係る状況、中学校では学業の不振、友人関係をめぐる

問題が多い状況であります。 

不登校の対応は、家庭訪問や教育相談センター内のひすいルーム、学校内の適応指導教室での学

習など、児童生徒及び保護者と相談し対応しており、引き続き関係者と連携し取り組んでまいりま

す。 

２点目につきましては、保育園・幼稚園の現状や今後の見通しなどを、子ども・子育て会議でご

意見を伺いながら検討をしており、平成２７年度に改正されました国の子育て支援制度について比

較・検証し、今後の方針を定めてまいります。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

２回目の質問をさせていただきます。 

新潟焼山が非常に最近、安心、また大変になっております。そこで、私からの感じたことをちょ

っとお聞きいたします。 

６月に入ってからも、新潟焼山は噴煙が上がってます。しかし、日々によっては減少傾向もあり

ます。これに対して、市は現地調査をされましたか。過去の噴火の状況をどの程度、把握している

のか、行政では過去の事例を検討・検証をしているといいますが、その結果、そういうことを公表
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しておりますかどうかお伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お答えいたします。 

中村議員への市長答弁にもありましたとおり、５月に火山性地震が増加し、その後、減少傾向に

あるというところでございます。そのほかの観測データでも大きな変化は見受けられませんが、今

後の火山活動の推移に注意が必要であるというふうに考えております。 

現地調査につきましては、気象庁、県と連携をいたしまして上空からの調査を実施しており、今

後も引き続きまして関係機関と連携し、調査を実施してまいりたいと考えております。 

過去の噴火の状況をどの程度把握とか、過去の事例を検討・検証しているのかというところでご

ざいますが、火山防災協議会で噴火シナリオを策定する段階で、過去の事例等を検証しております。

その噴火シナリオに基づきまして避難計画を作成し、その後、地区の皆さんに説明をさせていただ

いております。 

今後も火山防災協議会に参加いただいております火山の専門家のご意見を伺いながら検討してい

き、出前講座や防災講演会などを通じまして、住民の皆さんの理解が深まるように努めてまいりた

いと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

なかなか自然なものですから、簡単に見える調査・予測は不可能とも思いますが、これから中村

議員が先ほど言いましたが、多少ダブりがあると思いますが聞いていただきたいと思います。 

やはり、過去の噴火のときには相当、調査・研究をいたしました。今、火山の調査研究があろう

と思いますが、やはり、実際行ってどの程度か、現地、糸魚川市行政側からもやっぱりどの程度か

ちゅうことを、行って調査するべきでないかと思うんですがいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お答えします。 

先ほど、上空からの調査と申し上げました。そのときも、私も搭乗させていただきまして、上空

から現場を確認させていただいております。ただ、まだ冬期間ということでありまして、なかなか

現地のほうには入れないという状況がございました。今後、雪解けが進みまして近くまで行けると

いうことも含めまして、気象庁の専門家等も含めまして、確認をする必要があるというふうに考え

ております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

現地の調査はまだ行っておりませんが、しかし今、非常にあの火山はいつ何どき噴火するかわか

らない、あの御嶽山の例を見てもそうでしょうし、また普賢岳という、我々のこの記憶にはまだ残

っている部分がございます。 

そういうような中で、今、非常に観測機器が精度の高くなってる部分がございます。地震の観測

機器、また火山性微動などもそれで受け取れるわけでございますし、またＧＰＳで山が膨らんだと

かそういったところも全部、その調査をできるわけであります。それと、もう１つは、やはり噴煙

の量だとかそういったものを全部調査できる状態の中で、今、対応させていただいて、新潟気象台

がそれを受け、そして即、我々のところに連絡が来る体制にはなっております。気象庁、または気

象台、そういったことも進めておりますし、そういった方々とまた学者の皆様方や、またいろんな

関係者等でもって、今、新潟焼山防災協議会を設置をさせていただいておるわけでございまして、

県と連携をとりながら、今、取り組んでおる状態でございまして、ただ単独に現地を見ればいいと

いうことではないだろうと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

当然、今は時代が変わり、機械、観測機器が相当、発達しておるのでわかると思いますが、やは

り目視、これもやはり観測、十分必要かと思いますので、参考までにひとつ、お聞き願いたいと思

います。 

続いて、これを気象庁が、先ほど言われまして、気象庁がいろいろ調査しているし、解析をして

いると。この解析しておるところによりますと、火山活動が活発になって、レベルが１から２へ上

がる可能性もあると予測をしております。こういうことでありますが、市民への情報伝達、情報を

どのように市は解釈して広報しますか、お伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

気象庁のほうの分析では、新潟焼山は２４時間観測、常時観測の火山であります。 

４月、５月に実施した上空からの観測で降灰を確認し、時期は不明でありますけれども、この観

測までの間にごく小規模な噴火が複数回発生したものが見られるということ。また、山頂から半径

１キロ以内の想定火口内に影響を及ぼすような噴火が発生するおそれがあるので、今後は火山活動

の推移に十分注意をしてくださいというような分析をしております。それで、この分析内容という

のは、いわゆる噴火警戒レベル１の範囲でありまして、活火山に留意が必要であるという情報発信

をしているところであります。噴火警戒レベルを引き上げる場合には気象庁から発表されますので、
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関係機関と連携をとり、情報伝達に努めてまいりたいと考えております。 

○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 

 

〈午前１１時２５分 休憩〉 

 

〈午前１１時２５分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を開きます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

失礼いたしました。 

伝達方法につきましては、市民への方法につきましては、今、定期的に、状況変化がなくても定

期的に情報を発信させていただくということで、安心メール、ホームページ等を通じて発信をさせ

ていただいております。 

今、現状での情報発信はそのようでありますが、緊急時におきましては当然、防災行政無線、そ

れから緊急速報メール、安心メール等の方法により周知をしてまいりたいと考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

全く、今、お聞きしたとおりで、市民にやはり不安があるわけで、不安を与えないように広報を

していただきたい、情報を出していただきたいと思います。やはり、地域に住んでおられる方、ま

た登山者等にいろいろ影響がありますし、また観光等にも影響があるかもしれません。精神的負担

を十分払拭していただいて、ひとつ情報を出していただきたいと思います。特に一番、地域の方は

特に、日々そういうことをお考えでしょうから、ひとつ情報をくまなく出していただきたい。 

突然ですが、安心メールから最近、出ましたね。何か、１０日ごとに情報を出してくださる、こ

れも１つの方法と思いますんで、大いに活用していただきたいと思います。 

そこで１点、安心メール、みんな、全員が持っておればいいけど、持っておられないわけですん

で、そういうときにはどうするんだということも、あわせてご検討ください。 

こういう情報がいろいろ交差して、正直な情報が、正確な情報が本当にどこでどうなるのかを、

これを精査して地域住民に広報していただきたいと思います。いろいろな情報が出てくると思いま

す。こういうのをひとつ、正確をもってひとつ、住民に知らせていただきたいと思いますが、先ほ

どいろんな情報伝達を言うておりましたが、ひとつよろしくお願いいたします。 

それから続きまして、今現在、焼山にシェルターがあろうかと思いますが、この新潟焼山にある
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シェルターの増設計画、またヘルメットの整備、登山者への情報伝達、この件についてお伺いいた

します。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

火山災害の中で、噴石に対する避難対策は重要度の高いものの１つであり、シェルターは噴石か

ら身を守るために有効な設備であるというふうに認識をしております。国への設置等の要望も行っ

ておりまして、内閣府でも活火山における避難壕などの整備に関する検討がされております。今後、

火山防災協議会でも検討する予定となっております。 

ヘルメットにつきましては、平成２６年１０月に、カラサワシェルターと泊岩に各１０個ずつ配

備をしております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

ぜひ、増設をお願いしていただきたいし、ヘルメットも増設してもらいたいと思っております。 

ただ、ここで登山者に情報をどういうふうに伝達するかということと、年間登山者はどれぐらい、

今現在、上がっておりますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

登山者への情報伝達は、先ほど申し上げましたけれども、緊急速報メール、また、ヘリコプター

からによる上空からの広報などが想定されるわけですけれども、新潟焼山の状況を事前に周知する

ことも重要と考えております。そのようなことから、登山口への注意喚起の看板設置、それから気

象庁、県や市のホームページなどによる周知を、あわせて実施をしておるところでございます。 

また、登山者数につきましては、昨年の６月１日からことしの３月末までに４３０人でございま

す。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

情報伝達、わかりました。 

昨年から４３０人というのは、これは年間ですが、日々の数値というのはどのようにわかるんで

すか。 



 

－ 76 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

この数字のカウントにつきましては、昨年６月１日から登山届の提出を義務づけてございます。

それによる数値とご理解いただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

届け出をしないで上がる人もいると思いますが、その辺をどうやって周知するか非常に難しいと

ころでございますが、事故があってはならんわけですんで、ひとつそういうこともご検討いただき

たいと思います。 

先日か、火山噴火予知、石原教授によると噴火体制が整いつつあると言われております。御嶽み

たいな同程度の噴火を想定し、火口から２キロ程度の範囲が影響あると言われております。 

先ほど、消防長から２キロから３キロと言われたんですが、市としてはどのようなお考えなんで

しょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

火山噴火レベルの引き上げにつきましては、気象庁からの発表ということになっております。火

口から２キロの影響は、火山噴火警戒レベルで言いますと２というふうになります。関係機関と連

携して、対応してまいりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

ぜひ、ひとつ事故のないようにお願いいたします。 

もう１点お聞きしますが、専門家によりますと、いろいろお聞きした中で見ますと、今、現実こ

こしばらく見ておると、噴煙が比較的おさまった状態であります。過去にもあるんですが、数カ月

後に爆発したと、こういう専門家もおります。これは現実的なことであるのか、継続観測をしてみ

ないとわからないと思いますが、この強化を具体的にお伺いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

議員、今、言われるところは、昭和４９年の噴火時には、今ほどの話にあったような状況があっ
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たというふうに聞いておりますけれども、現実的にあるかどうかという判断は、なかなか難しいと

ころではないかというふうに考えております。 

観測体制の強化につきましては、当市からも要望しておりますし、気象庁においても強化する計

画で準備を進めていただいているところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

補足して、若干説明させていただきますけれども、焼山の活動については、議員ご指摘のとおり

非常に活発な状況で、注意を要するという状況であります。ただ、極度に恐れるのではなく、正し

く情報を得る中で、十分みんなで注意をしていかなければならないというふうに思っております。 

そういう中においては、消防長、先ほどから説明しておりますように、気象庁あるいは国の関係

機関で監視をしていただいております。火山性地震の監視だとか、焼山の山体の膨張だとか、そう

いう機器による監視によって変化をつかみながら、その情報は定期的には市民の皆さんにもお伝え

し、先ほど言いましたように、変化があったときにはより注意深く、みんなで警戒態勢をとってい

かなければならないというふうに思っております。 

そういう中において、今、言いましたように市としても関係機関と連携をして監視をしていきま

すし、さらに観測体制をより強化していくという取り組みについても、国の関係機関に働きかけを

いたしておるところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

先ほども、私、話したように、全く見えませんし予期できないので、こういうことをお聞きして

おるわけでございますんで、実際、起こったらもうどうすることもできないわけで、この自然災害

はどうすることもできませんので、ひとつ十分な観測体制を強化できるところは強化してください

と、こういうことでお願いしております。 

続きまして、地元への、先ほども出ましたように防災マップの件ですが、防災マップ並びに避難

マップの中で、避難訓練それから避難計画の見直し等はございますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

お答えします。 

地元へは、出前講座とか住民説明会などを通じまして、情報発信させていただいております。避

難マップに基づいた避難訓練の実施も必要と考えておりますし、避難計画につきましても、必要に

応じて見直しをしてまいりたいと考えております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

必要に応じてということですんで、ひとつ十分精査してください。 

それから、昨年の避難訓練の件で、若干お伺いします。 

まず、昨年した避難訓練で、反省並びに問題点を検証できたんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

消防本部、それから市全体も含めまして、地元の皆さんも含めまして検証をしていただいており

ます。そのような中で、地元の方々にしてみれば、避難というところでバスの確保、それから自家

用車避難での渋滞、それから平日昼間の若年層が不在時、勤めでいないというようなときの避難な

どが課題ではないかというふうに承知しております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

当然、当たり前のことをお聞きしておるわけですが、やはり訓練を重ねていくのが一番いいわけ

でございますが、やはり実際あると、噴火をするとパニックになるし、パニックになれば、ひとり

暮らしや弱者に非常に影響が出てまいります。先ほども言うたように、若年者がいなくなった、こ

ういうときにやはりどうするのかと。我々消防隊並びに行政から行けばいいけど、足が引いておる

かどうかは全く分からんわけですよね。こういう問題もあろうかと思いますんで、そこで先ほど言

いましたように、検証を十分してくださいとお願いしております。 

先ほど、消防長が問題点の、バスの問題も言っておりますが、交通事情は十分配慮された中で考

えておるわけですか。道路事情、大丈夫なんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

昨年行いました避難訓練におきまして、初めて糸魚川市の総合体育館、それから大和川小学校へ

避難をしていただくということで、市としてもバスを用意したりいたしました。ですが、実際のと

きに、それがうまく配置できるかというところもございます。また、上早川地区、下早川地区で商

売をされておられてマイクロバスをお持ちの方々もいる、そういうところも想定した訓練を実施を

させていただきました。季節的、それから道路事情等によって、状況が非常に変わってくると思い

ます。これらにつきましても、今後さらに検証を深めていく必要があるというふうに考えておりま

す。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

そういうところの配慮を、ひとつお願いいたします。 

それに伴いまして、避難場所、経路、こういう非常時の場所の表示はできておるんでしょうか。

場所、避難する経路、安全な経路ですよね、こういう場所は表示板等で地元にはできておりますか、

お伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

地域防災計画に基づきます避難所の箇所につきましては、表示等はされております。そういう意

味でいうと、今、この焼山の避難体制につきましては、検証中という、引き続き必要だというふう

に先ほど申し上げましたけれども、そのような中で今後の課題であると。議員がご指摘のように、

やはりそういう一時集合場所的なところの表示も必要かなというふうに思っておりますし、また経

路につきましても同様でございます。 

焼山の災害・防災対策という中では、避難経路というものの表示は設けてはございません。ただ、

地区の皆さん方は非常に、当然ながらですが、地区の中を知っておるので、どこへ逃げるかという

ことは訓練なども通じた中で承知をしております。それ以外の方への周知という部分もあるかと思

いますけれども、今後の検討課題というふうに捉えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

じゃ、関連でお聞きしますが、新潟焼山が噴火したときに地震が予想されると思います。先ほど、

全国地震動予測地図が公表されました。地図によると新潟県の確率は、全体で言うておるんでしょ

うが１３％と非常に低いです。さきの熊本地震も、非常に予想が低かったです。 

そこで、新潟焼山が噴火した場合、地震の影響で発生率はどの程度と予測されて聞いております

か、お伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

大滝消防長。 〔消防長 大滝正史君登壇〕 

○消防長（大滝正史君） 

議員、今ほど言われたものは、最近公表されたものというふうに受けとめております。それによ

りますと、前回は２０１４年だったかと思います。２年たっての公表であったわけなんですけれど

も、関係するところでは糸魚川静岡構造線断層帯というところでの表示がございました。非常に北
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部・中南部とか３カ所ぐらいに分けて、確か確率が出ていたかというふうに記憶しております。 

その中で、当地域が近い北部については、平成１４年より平成１６年のほうが、若干確率が下が

ったという公表ではございましたけれども、熊本地震もそうですし、先般の北海道の、きのうの北

海道の地震もそうでありますけれども、日本全国どこで地震が発生するかわからないという状況で

あります。そんな中で、新潟焼山が噴火した場合に、地震への影響というようなところは承知して

ございません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

ぜひ、調査し対策強化をお願いいたします。 

それから、観光面でちょっとお聞きいたしますが、新潟焼山で自然文化、こういう大事なものが

あるわけだから、地域住民並びに管理団体はどのような行動で計画しているかお伺いいたしました。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺交流観光課長。 〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えいたします。 

新潟焼山を含みます妙高戸隠連山国立公園、これが新たに設置されたわけであります。この設置

に伴いまして、環境省のほうでは住民と協働して観光振興、また環境保全をやっていこうという、

取り組むような動きがあります。 

具体的には、７月にこの連絡協議会を設置することになっております。構成団体は環境省、新潟

県、長野県そしてそこにあります６市町村、こういった中で新たにどういったビジョンをやってい

くか、そしてここの管理運営はどうしていくかといったことについて、協議を重ねてまいりたいと

考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

続いて、現在、噴煙が出ており、先ほども言っておりますが、観光等で影響はどうですか。あり

ますか、ないですか、お伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺交流観光課長。 〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

きのうも温泉等の関係者とお話をしておる中では、やはり風評被害らしき、今、キャンセル等が

生じているというように聞いております。 
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しかしながら、現在、噴火レベル、噴火警戒レベル１でございます。１キロメートルだけが入山

規制が行われているという状況なので、ここから、例えば早川温泉郷まで何キロある、今現在は特

に大きな支障はないといったことを、事実を正確にあらわす中で、観光客の皆さんに、お客さんと

してお越しいただきたいというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

ぜひ、観光客の方には、正確な情報をしていただいて、風評被害の影響がないようちゅうと、若

干語弊があるかもしれませんが、影響が少ないようにひとつお願いしたいと思います。よろしくお

願いいたします。 

続きまして、地域おこし協力隊についてお伺いいたします。 

地域おこし協力隊についてですが、全国に地域おこし隊が約１,５００人以上、活躍されている

といいます。県内では、先進といえば十日町、小千谷市でありますが、糸魚川市がこれを取り組ん

だ目標、目的はどうでしょうか、お伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤定住促進課長。 〔定住促進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○定住促進課長（斉藤喜代志君） 

お答えいたします。 

地域おこし協力隊につきましては、昨年度から取り組ませて配置をさせていただいております。 

２名の配置になっておりますが、１名については、小滝地区で特に高浪の池高原交流センターあ

たりのそういった施設の、要は活性化につながるような、それから小滝地区全体での活性化につな

がるようなことを目的にということで、配置をさせていただきました。 

もう１名につきましては、その当時から人口減少対策ということで事業を行っていきたいという

ような中で、定住・移住の促進、それらの業務の促進支援をしてもらおうということで、空き家バ

ンクとか、あと移住・定住の情報発信とかそういったことを目的に配置をしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

先ほども言いましたように、本来は定住・定着を目標としておると思います。ぜひ、糸魚川にも

これが定着するようにお願いしたいところですが、現在２名、また追加の予定があろうかと思いま

すが、配置任用は何年なんですか、期間は。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤定住促進課長。 〔定住促進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○定住促進課長（斉藤喜代志君） 
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お答えいたします。 

基本的には１年契約なんですが、地域おこし協力隊については、総務省の制度としては３年間、

最長３年間の任用ということで、我々も１年単位ですが３年間の任用を考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

１年から３年、ぜひ、地域活性をしていただきたいなと思います。この取り組み・活動は大変な

ことだと思いますが、ひとつこれを頑張ってやって、お願いしたいところでございます。 

この隊員の活動状況、今、一生懸命やられているこの活動状況をどのように広報されておるんで

しょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤定住促進課長。 〔定住促進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○定住促進課長（斉藤喜代志君） 

お答えいたします。 

協力隊員等の活動状況につきましては、糸魚川市のホームページの中とか、あとブログですね、

それぞれ活動地域のブログで活動内容を紹介させていただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

ホームページ、ブログ、これはわかりました。 

ぜひ、見られる方と見れない方もいらっしゃるんで、広報でひとつ十分やっていただきたいと思

います。頑張っていただいておるんですが。 

それと、この方、隊員の定住・定着、まだ始まったばっかりですが、この方はどうでしょうか、

先行き見えるでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤定住促進課長。 〔定住促進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○定住促進課長（斉藤喜代志君） 

お答えいたします。 

まだ、活動して１年ということで、なかなかその辺の今後の見通しというのは、まだ難しいとこ

ろかなとは思います。ただ、ことし、これから１年間を振り返ってのフォローアップをさせていた

だいて、その中で、この残ったあと２年の活動から、定住へ向けてのプログラムというものを検討

していきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

課長はベテランですから、ぜひお願いいたします。 

続きまして、集落支援についてお伺いします。全く名前が同じようなんで、私もなかなか解釈が

できなくて、間違って言ったら、ひとつ言っていただきたいと思います。 

現在、中山間地の高齢化が進む中、集落を支援する、また地域の課題解決の支援策のために取り

入れておるということですが、公民館や地域を連携しながら地域づくりをしていく地域づくりプラ

ンの進行状況はどうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤定住促進課長。 〔定住促進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○定住促進課長（斉藤喜代志君） 

お答えします。 

地域づくりプランにつきましては、現在６地区が完成しておりまして、実現活動に取り組んでい

るところであります。今、作成中のところが、ようやく始まったところも含めて３地区ございます。

ほかにつきましては、今後、また働きかけをしていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

じゃ、今後どんどん進めていただきたいと思います。 

この集落支援、今後、増員の計画はございますでしょうか、お伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤定住促進課長。 〔定住促進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○定住促進課長（斉藤喜代志君） 

お答えします。 

増員の計画は持っております。地域づくりプランが始まるというようなところに、できるだけ支

援の手を伸べたいというふうにも考えておりますし、ほかにもまだ、なかなか声に出せない課題等

があるような地区もありましたら、我々、そちらについても支援配置をしていきたいというふうに

考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

先ほども言いましたが、地域おこしと同じなんですが、この隊員の方を、ぜひ活動、活躍、情報

発信をしていただいて、市民の理解をとっていただいて、活動しやすいことにしていただきたいと

思います。集落支援の点検や話し合いをしていただいて、糸魚川市の施策にマッチして、ぜひ協力
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していただきたいと思います。お願いしておきます。 

続きまして、子ども一貫教育について、若干お伺いいたします。 

一番目としまして、中学校のいじめ問題が課題になっておりましたが、加害生徒、被害生徒の謝

罪会が終わったとお聞きしますが、被害生徒は学校生活を楽しくやっておられますか、お伺いしま

す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

お答えいたします。 

昨年度、発生いたしました中学１年生の重大事態の件でございましたら、その生徒は今、毎日中

学校に登校しております。ですが、保護者の送迎であったり、また、部活もまだ十分にできていな

いということでありますので、まだ以前のように教育活動を行っているという状態ではございませ

ん。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

議長にお願いしたいと思います。お昼の時間が来たんですが、もう二、三点でございますんで、

よろしくお願いいたします。 

じゃ、ぜひそれをまだまだ、道半ばと思いますが、ひとついじめのないような学校にしていただ

きたいし、教育委員会からもしっかり指導していただきたいとお願いするところでございます。や

はり、教育委員会だけでは不可能と思いますが、地域住民、学校等と協力しながら学校内のパトロ

ール、こういうものも十分あわせてやっていただきたいということをお願いしておきます。 

それから、もう１点でございますが、保育園のことを１点お伺いします。 

保育園の問題ですが、待機児童が糸魚川市ではないと聞いておりますが、これでよろしいでしょ

うか、確認いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 

お答えいたします。 

保育園の関係の待機児童というものは、今現在、ございませんけれども、３歳未満児保育の需要

が非常に多くなってきております。そういう面で、入りたい保育園に入れないというご家庭もござ

います。その件につきましては、近隣の保育園に行っていただくというような状況をとっておりま

すけども、今後、未満児保育の充実を図るように、また各保育園と協力してまいりたいというふう

に思っております。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

今、次長が答弁されたとおりで結構です。ぜひ、そういうことも配慮しながら、全員が入れるよ

うに配慮をいただきたいと思っております。 

それに関連して、保育園、幼稚園の保育士の数は、糸魚川は満たされているんでしょうか、数は。

糸魚川市の現況というと大変ですが、今現在はどうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 

お答えいたします。 

保育士の充足ということでありますけども、現在につきましては、保育士は国の定める状況によ

って配置をしておりますし、特に公立の保育園につきましては、国の定める基準よりも厚く配置し

ているというように考えております。 

ただ、サービスの面で非常に事細かにやっておられる民営の保育園もございます。そういう点に

つきましては、やっぱり補助員、補助の保健師、またパートの職員というようなところで苦慮する

場合もございますので、そういう面においては、こちらからもいろいろ協力をするなり、配慮して

まいりたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

最後１点、お願いします。 

私の聞くところですが、保育士が子供の保育を担っていただいておるわけですが、重労働で大変

であるというのをお聞きします。保育士に負担がかかり過ぎていないのか、逆に言えば保育士の希

望がないのではないかなと思うんですが、この点どうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

佐々木教育次長。 〔教育次長 佐々木繁雄君登壇〕 

○教育次長（佐々木繁雄君） 

お答えいたします。 

議員おっしゃられますように、大変、重労働だというふうには思っておりますし、保護者も非常

に保育士にかける資質の期待をしているというように思っております。そういう面に加えまして、

保育士も大変資質を向上するように、民営も公営も含めて研修会を大変多くやって頑張っておりま

す。そういうところで、資質の向上を図るとともに、重労働を少しでもなくすような配慮をしたい
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というように思っていますし、国の、今、考えている施策では、保育士の賃金といいますかそうい

うものも上げるようにという施策も含めておりますので、多くの方が保育に従事するような環境を

つくってまいりたいというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉川議員。 

○１番（吉川慶一君） 

力強いお言葉もいただきましたんで、若干、私の持ち時間はあるんですが、昼食でございますん

でこれで終わります。ありがとうございました。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で、吉川議員の質問が終わりました。 

関連質問はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

関連質問なしと認めます。 

ここで昼食時限のため暫時休憩をいたします。 

再開を午後１時といたします。 

 

〈午後０時０６分 休憩〉 

 

〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

午前中に引き続き一般質問を行います。 

次に、笠原幸江議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 〔２番 笠原幸江君登壇〕 

○２番（笠原幸江君） 

創生クラブ、笠原幸江です。 

事前に提出いたしました発言通告書に基づき、一般質問をさせていただきます。 

柵口温泉「権現荘」の税金の使い方・使われ方について。 

平成２８年３月定例会において明らかになった柵口温泉「権現荘」の赤字経営の内容が、平成

２１年から平成２７年の累積赤字約１億円。支配人は、毎年「黒字にします。」と繰り返し言葉に

し、一般財源を投入し続けた結果であります。 

特に食材の仕入れ割合が地元４５％、市外が５５％、消耗品の仕入れ割合も地元４１.８％、市

外が５８.２％と市外からの購入割合が多く示されています。地元消費促進運動を推進している中
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で、公の宿の役割を逸脱していることも明確です。地元の食材を調達し、地域経済の活性化に寄与

する役割を掲げ、ホテル業界の経営や温泉施設経営の知識も豊富であるとして、民間から採用し、

平成２１年から支配人が着任して改革・改善に取り組まれた結果であります。 

さらに日計表もつけず、売店の棚卸しも実施されず、労務管理もできなかったことは経営者とし

て到底評価できるものではありません。 

行政は支配人のそのような経営改善・改革に高い評価をされて、非常勤特別職報酬１カ月５７万

円で、平成２８年９月まで再雇用契約をされています。 

平成２７年度に約４億円をかけてリニューアル後、２年間直営で運営し、平成３０年度中に指定

管理者制度に移行するとして、期待が大きかっただけに残念でなりません。今後の対応を短期間で

あるが、どのように経営改善し、改革していくのか以下の項目について伺います。 

(1) ５月２６日付、能生事務所で作成された「権現荘」の設置目的と地域振興について。 

(2) 食材や消耗品の仕入れ見直しをどのように改善されたか。 

(3) 支配人との半年間（４月１日から９月３０日）の契約期間の根拠と責任の具体的明記につ

いて。 

(4) 支配人の裁量権について。 

(5) 利用客に安心して過ごしていただくための職員への安全・安心マニュアルは、どのように

徹底されているか。 

(6) 庁内評価者と責任部署のあり方について。 

(7) 指定管理者制度に向けての進捗状況について。 

以上、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

笠原議員のご質問にお答えいたします。 

１点目につきましては、設置目的として地域住民の福祉及び都市と農村の雇用促進に資すること

を掲げており、地域振興としては地域の雇用、資材調達、保守点検業務、誘客連携等、地域の拠点

施設としての役割を担っております。 

２点目につきましては、今年度から肉や事務用消耗品の仕入れを地元業者へ移行するなど、条件

が合うものについて見直しを進めております。 

３点目につきましては、平成２７年度の収支の反省を踏まえ、７月末までのリニューアル後の

１年間の運営収支等を把握・分析する中で評価等の対応をするため、半年契約といたしました。 

４点目につきましては、権現荘の日常管理運営について、支配人に裁量を委ねております。 

５点目につきましては、お客様のおもてなしや安全確保について、常日ごろから指導をいたして

おりますが、マニュアルについても作成をしてまいりたいと考えております。 

６点目につきましては、評価者は副市長、総務部長、総務課長、企画財政課長等を予定いたして

おり、所管である能生事務所は責任部署と考えております。 

７点目につきましては、平成３０年度からの指定管理に向けて、貸借対照表や損益計算書の作成
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など準備を進めております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

それでは、２回目の質問に入らせていただきます。 

項目の質問に入る前に少し確認したいことがありまして、実は、５月２５日の総務文教常任委員

会に提出された資料、それから５月２６日、柵口温泉権現荘の設置目的、この２点が５月２５日と

５月２６日に出されていることを確認しておりますが、この作成するに当たり、支配人との話し合

いがスムーズに行われたかどうか、確認お願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

お答えいたします。 

この２５日の資料と２６日の資料の作成に当たって、支配人と打ち合わせをしたかということな

んですけれども、そういうことはやっておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

なぜ、やってなかったんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

総文に出した設置目的また地域振興と、２６日の会議に出した物、文言は多少変わっております

けれども、趣旨というところは全く変わっておりませんので、特に調整をしなかったというもので

あります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

支配人がかかわり合いを持って、この権現荘の運営責任者であることは、皆さんどなたもご存じ。

その一番の最高責任者である、権現荘の責任者である支配人と、打ち合わせもしないで資料を作成

するということ、私、考えられないんですよね。 
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もう一度、確認です。本当にしていないんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

失礼しました。 

経営計画のところは、もちろん支配人と協議をして決定しているものであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

それでは、（１）の５月２６日、能生事務所が出された権現荘の設置目的と地域振興について伺

います。 

支配人は平成２１年度から採用されておりますので、古いデータそのものを、私は持ち合わせは

しておりませんけれども、まず、２５日出されたこの資料、これはじゃ、この資料は誰が作成され

たのか、ちょっと確認させてください。資料、５月２５日・２６日、能生事務所の明記されている

物は、誰が書いて出したのか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

能生事務所の職員のほうで情報を集めまして、最後、私がまとめてこのスタイルにしたものであ

ります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

権現荘における平成２１年度就任以降の小林支配人の改革・改善取り組み一覧表となっておりま

す。職員の意識改革、運営方針改善、地域連携の強化、施設リニューアル、設計アドバイスになっ

ておりまして、この中全部やっていくと、私の持ち時間がなくなっちゃうので、少し気になる部分

を確認させてください。 

支配人は支配人の、まず、自分が支配人になったときに「私はこういうふうにして権現荘を立て

直していきたいんだ」というものは、何か文章化されて残っておりますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

平成２１年の採用時に市役所が募集したときの応募動機、私はこういう趣旨で支配人の応募に応
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じましたというところが１枚ありましたので、そういう物は残っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

そうですね。ここに、応募の中から書類選考、論文選考、面接選考により、ホテル業界の経験や

温泉施設経験の知識も豊富である方を採用されました。 

じゃ、その中で、私は権現荘をどういうふうにしたいかというこの論文、あるいは論文の中に書

かれているか、ちょっと確認したいんですけど、できますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

今、支配人が出した経営の意見というのが１枚ありますけれども、今おっしゃったような経験を

生かして頑張っていきたいという部分についても、文言はちょっと違いますけれども、そういう趣

旨のものは書いてあります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

地元の調達をやってほしい、平成２１年度から地元で調達するよう、そういう場所で常に支配人

にお言葉をかけ、１年ごとにさまざまな伝票を見直ししていく中で、これは地元のほうでとってく

ださいよという話はされてますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

私が就任したのは平成２６年４月でありますので、平成２１年・２２年当時のどのような指導を

所長がしていたかというのは、ちょっと私は答えられません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

原所長が就任してからの話は、今、申し上げましたけれども、平成２１年、支配人が就任当時か

ら地元で調達できる物は、地元のほうでできる限り調達してほしい旨の話は、前所長のとき、して

いるというふうに私は聞いておりました。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

それで、お話をしているにもかかわらず消耗品の仕入れのパーセント、あるいは食材を市外のほ

うから入れてたということは、聞いてるだけで、誰もそれをチェックしなかったというふうに捉え

てよろしいでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

やっぱり、調達するにはいろんな配達だとかそういう条件もありますので、その辺を加味しなが

ら、地元で調達できる物は調達するという形で取り組んできたと言ったと思っております。 

細かいチェックについては、その都度、事務所のほうで確認をしていたと思っておりますけれど

も、今、おっしゃられる細かい備品を、この物については何で入らなかったのかという点について

までは、ちょっと確認がとれてなかったのかもしれません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

それでは、改めてお伺いします。 

この平成２８年５月２６日の能生事務所、原事務所長が「私がまとめて書きました」という一覧

表ですが、これは、じゃ、支配人は全く知らないところで、原所長はある会合で大変、支配人を評

価し、その会場にお越しになった方たちに、この説明をしっかりとなされた。 

この書類を持って、何カ所回られましたでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

この２６日も含めて、２会場でやらせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

原事務所長が一生懸命やってるから、支配人は頑張ってるんだと、頑張ってんですよ、だから皆

さん、ここの会場にお集まりの皆さん、どうぞ協力してくださいというお話をされて、後づけの資

料です、これは。だって支配人と打ち合わせしてないんですもん。支配人がどこの場所でこれを確

認して、ああ、僕がやりました、一生懸命、私がやりましたと言ったわけじゃないですよね。原事

務所長がこれを持って２カ所も回られて、それを過大評価している。これは、どういうことなんで
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しょうか。 

特に、職員体制の見直し、平成２２年度決算ベースで売上高、人件費率４２％から、３０％に大

幅に、うちのこの支配人が削減したんですよと、そういうことをおっしゃられましたが、実際、こ

の方はそういう割にはお布団の上げ下げ、消耗品の業者さんにさせてたわけでしょう。飲ませて泊

まらせて食べさせてたんでしょう。それ、何でここに高い評価をしなきゃいけないんですか。これ、

誤解を招くような資料を、そこの会場のお客様にお配りするというのは、私、不謹慎だと思うんで

すけどいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

職員に資料を集めさせて、みんなで内容を確認して、最後で私がまとめた内容でございますけれ

ども、私も何回も読みましたけども、この中にうそを書いてある部分というのは、私はないという

ふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

私、うそ書いてるって言ってませんよ。後づけだといってるんですよ。だって、平成２１年度か

ら、会場にお越しになった方は、ああ、こんなに改革してくれたんか。改革じゃないでしょう、平

成２１年度の目標、基本目標を立てて、支配人が立ててそれをクリアしたんであれば、何年にここ

はクリアしました、これずっと、リニューアルまで書いてあるじゃないですか。こんなにたくさん

平成２１年、当然ですよ、後づけで、あれもやりましたね、これもやりましたね、アイデアを出し

てやったわけじゃないじゃないですか。後づけで出したわけですよ。それをまとめたんでしょう、

皆さんで情報収集して。それは、支配人が数値を立てて出したわけじゃないじゃないですか。考え

てみたら、あれもやりましたね、これもやりましたねと、ああそうですね、そりゃいいことですね

と、あなたがまとめたんじゃないですか。支配人、これを見てびっくりしていらっしゃいますよ。

だって、湯めぐり手形の共同実施、柵口温泉郷内のどの温泉にも入れる湯めぐり手形を共同で実施

してる、これ、支配人が提案したわけじゃないんですよ、ご存じですか。答えてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

全体として後づけであるということについては、そういう部分もございます。要するに、支配人

ひとりでこれを実績上げたということではなくて、当然、支配人を雇ったのは市でございますし、

市が最終的に決定してそういう行為に至ったという、その結果がこうなっているということであり

ますので、全てが支配人が下してこれを持ってったというわけではありません。 

湯めぐり手形はおっしゃるとおり、支配人が入る前にもう既にあったというふうに聞いておりま
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す。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

でしょう、違うんですよ。だから、後づけで振り返ってみたら、これもあります、これもありま

すといって、これまとめただけじゃないですか。そういうのはよくないですよ、支配人と全く打ち

合わせしてないわけだから。そういうことをしてはいけません、絶対いけないですよ。 

それから、誘客体系見直し、上越地域の直接セールス、年間で２００人ぐらいおいでいただいて

るらしいですね、支配人の顔ききで。ね、そうですよね。それで、２００人じゃ商売にならないん

ですよ。でも、あなたたちはすごく評価してます。すごいんですよ、２００人も来てますからねっ

て。 

ところで、ここの湯ったりはつらつ、チラシがありますけれども、これはどこで作成されたんで

すか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

お手元の資料については、これは湯ったりはつらつプランについては、権現荘で印刷したみたい

です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

今、私がお話ししました上越地域への直接セールス。細かいところを見ると、ご指定の場所まで

マイクロバスにてお迎えに上がります、上越地域送迎無料ってなってるんです。これ上越版なんで

すか。上越地域だけしか出してないもんなんですか。富山県内の県境にもあります、小谷、白馬、

新井、妙高、全て近隣のところもあります。どこら辺まで出してるんですか。上越だけでこれ、支

配人のためにつくったチラシなんですか。 

○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 

 

〈午後１時２４分 休憩〉 

 

〈午後１時２４分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 
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原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

チラシにもありますとおり、上越地域となっておりまして、糸魚川、上越、妙高そういったエリ

アについては無料ということの対応であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

宣伝下手ですよ。何で上越地方、上越地域、小谷も白馬も入善も泊も、何でここへ言葉を入れな

いんですか。誤解されるようなこと、だめですよ。もう一度、いかがですか。今度つくるとき、改

善してください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

送迎のエリアでございますけれども、これは半径というのか走行距離の問題もありまして、余り

遠いところは自粛しようということで話があったことは承知しております。特に、マイクロバスの

走行距離ですとか経過年数等々もありますので、余り遠いところへ行って、いろんな事故等々、ま

た故障等もあってもいけませんので、余り遠いところの送迎についてはお断りするということであ

ります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

（２）の食材、消耗品の仕入れの見直しをどのように改善されたかのところに入りますが、私の、

今ここに手元にあるのは黒塗りなんですけどね、情報公開条例を使って取り寄せたものです。これ

は、支配人の大好きな、お布団を上げ下げしていただいた会社のデータです。この中を見ますと、

ちょっと確認させていただきたいんですけど、１枚の伝票の中に日付が複数書いてあって、発注者

決済、検収サインがばらばらなのがあるんですが、これどういうふうにして理解すればよろしいん

でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

笠原議員がお持ちの経費執行伺（納品書）糸魚川市長と書いてあります。それは、市がつくった

経費執行伺の書式を、業者に買っていただいているということで、業者は束にして、たくさん買っ

ていって、納品のたんびにこれを持ってくるということで、欄が限られておりますけれども、なる

べく使うページ数を抑えるために、複数の日にまたがって使ってくるということで、納品するたん
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びそれは持ってきて、チェックをしていただいて、また持ち帰ると。欄がいっぱいになるまで使う

というやり方であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

おかしくないですか、そんな伝票のやりとり。品目が少なかろうが多かろうが、１枚は１枚じゃ

ないですか。納入するときそうじゃないですか。 

実は、これを見るとすごく不安。不安というよりも驚きです。 

４月２７日、キッチンペーパー１個。これを持って走ってくるんですか。これでサインだけもら

って、また用紙を持って帰るんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

この件は、朝方、支配人のほうから確認の電話が入りまして、このキッチンペーパー１個だけ置

いていったのかということで、きょう質問ありますよということで確認したんですが、この    

さんは、トラックの中にはキッチンペーパーですとかそういった基本的な物は箱で幾つか持って

いらっしゃるということで、厨房の者が見て、きょうはこれ１個欲しいと言えば、そのまんまトラ

ックから１つおろしていただくということで、１個買いましたということの注文、注文というのか

その場で受け取るということで、検収確認をするというのをやって、ここに書くということはある

と。また、ここに１と書いてありますのは、単位が書いてございませんが１ケース、１ダース入り

のキッチンペーパーの箱を１ついただいているということでございます。よろしくお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

原事務所長の固有名詞を挙げたの、ここで訂正させてください。 

 

 

 

 

 

 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 
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業者さんが来てサインした物を、また持って帰ると言いますが、それでは現場に何が残るんでし

ょうか。何か残ってる物があるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

お手元の検収のサインというのがございますのでわかると思いますが、確認した人は、そこには

っきりとサインをするということで、要するに、そこの職員でしかサインが書けないということに

なっておりますので、業者のほうでは改造できないということでありますので、それのやりとりを

やっているということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

これは、あり得ないです。疑ってはいないんですけど、平成２１年からそれをずっとやってきた

ということでよろしいですか。 

○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 

 

〈午後１時３１分 休憩〉 

 

〈午後１時３３分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

確認させていただきました。 

平成２１年より前からそういう扱いで来て、今の支配人はそれを踏襲しているということであり

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

とても残念ですね。こういうもの１つとっても、この消耗品の会社は年間、私、平成２６年度と

２７年度の資料しか取り寄せてないんですけれども、平成２６年度は約１６０万円。平成２７年度
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も１６０万円。日付を見ると、毎日走ってきたり２日置きに来たり、消耗品であるにもかかわらず

計画性がないんですよ。これでは、ちょっとおかしいんじゃないですか。消耗品は腐る物じゃない

んですよ。おしぼりＡだとかランチョンマットとか吸収シートとかごみ袋だとか、走ってきてるん

ですよ。これ、どういうふうに改善、平成２８年度から改善されましたか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

伝票は伝票で、大変細かいんですけれども、実際、そのトラックでは糸魚川市内いろんなところ

に品物を置いていくということで、マリンドリームにも寄りますし、また糸魚川のほかのお店にも

たくさん寄って、いろいろな物を置いていくということでございますので、その間に、この権現荘

に寄っていった結果がここにあるというふうにご理解いただきたいと思います。 

また、平成２８年度以降どうするかということについては、また見直しをちょっとかけていきた

いというふうに考えています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

お言葉を返すようですけど、ご理解いたしません。だって、この方お友達で、先ほども何回も、

もう３回目かなこれで、お布団上げたりおろしたりしていたんですよ。ついでに寄るなんていう感

覚だったら、この会社、年間１６０万円だよ、大変だよ。国道から権現荘まで走る距離、ガソリン

代のことを考えたら、私、経営者だったら、こんなようなやり方させませんわ。それを、ご理解く

ださいって、ご理解できません。原事務所長、もう一度答えてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

これは、発注者と受注者の関係でございますので、どういうふうなケース、また方法でそれを納

品するかというのは、相対で決まってくるものかなということで、それはちょっと、私もなかなか

入れないところなのかなというふうに考えています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

総務部長、総括してますよね。税金がこのようにして使われているんですよ。無駄です。しっか

りと検収して改善してください。原事務所長は、そこまでできないとおっしゃってるんで。いかが

ですか、しっかりとこれ見直していただかないと。これは地元の業者さんへ、平成２８年度から切

りかえることはできますか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

資材、消耗品等の物品につきましてはいろんな種類があるわけですけれども、先ほど申し上げま

したように、市内で調達できる物はできるだけということであります。あとは、配達をしていただ

けるかどうか、あるいは一定の数量を定期的に持っていただけるかどうかというような条件もお話

しさせていただきながら、市内で調達できる物、可能なものがあれば、見直しをしていくという考

え方でおります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

地元が潤わないでどうするんですか、公の宿なんですよ。税金なんですよ、循環していかないと。

何で上越、持っていかなきゃいけないんですか。できるだけじゃないんですよ。できるだけじゃな

くて、地元の業者さんを優先にしてください。 

確認してきましたら、支配人になってから高飛車で、そんな大量に仕入れられるかという話も聞

いてます。幾らでもお届けするのにねって、そういう声も聞いています。 

できるだけじゃなくて地元。だって、地元で買いましょうって進めているわけでしょう。市も率

先して地元促進、プレミアム商品券もやりました。みんなで地元で買いましょうと言ってるのに、

公の宿が何で市外に持っていかなきゃいけないんですか。総務部長、もう一回答えてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

できるだけ市内の経済が循環するようにということでの、市の物品の調達は市内でというような

ことで進めております。 

ただ、権現荘の場合は、定期的にいろんな物品を配達していただきたいというような物もあった

り、あるいは物によっては頻繁に届けていただかなければならない物があったりというようないろ

んな事情がありますので、全て市内で調達できるのが望ましい姿でありますけれども、細かい消耗

品を単品ごとに配達というのもなかなか難しい。そうしますと、ある程度まとまったいろんな品物

を、同時に配達をしていただいたり取り扱っていただいているところのほうが効率的だというよう

な物もございますので、物によってできるだけ市内で調達できるように進めていきたいというふう

に思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 
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○２番（笠原幸江君） 

これは、次は食材です。食材のデータも、私、平成２６年・２７年と取り寄せて、真っ黒になっ

てますけど、この会社は支配人の上お得意さん。権現荘にも貢献してらっしゃる会社なんです。い

わゆるノドグロさんの会社です。これも見ても、主婦としてはすごくショッキングなデータがあり

まして、地元でとれる、最盛期になるとイカなんかはたくさんとれるんですけど、これもちょっと

冷凍だったのが通年、通してです。この会社は１,０２０万円、平成２７年度。平成２６年度は約

７７０万円、権現荘が仕入れてます。この会社は、１枚の伝票に１枚。検収者も１枚にしっかりと

やっております。ただ、残念なことに消費税が入ってないんですよね。きっちりと、先ほどの会社

は、しっかりと１枚の計算をしてるんですけれども、この会社は消費税のところ全く、８％税抜き

なのか税込みなのかさっぱりわからん表示で、取引をしていらっしゃる。これ、小林支配人が決済

してるんです。        そういうところまで、しっかりと見ていかなければいけないんで

すね。そういう物がここ、私、全部調べさせてもらいましたが、これも思いつきで注文してるよう

な感じなんですね。だから、これについてはどうですか、見直し、改善できますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

ノドグロの件でございますけれども、これは３月定例会のときにも、古畑委員のほうから予算審

査特別委員会のときにお話ありまして、地元で安いのに、何で上越から買うんだということで、お

話あった件だと思います。 

その後、私たちも情報収集といいますか、その会社の方からも情報をいただいておりますし、支

配人からも詳しく聞かせていただいておりますけれども、ノドグロについては、やっぱり年間の取

り扱い数量というんでしょうか、全体で３,０００枚。それとそのサイズも大・中・小、しかもそ

れぞれに３ランクぐらいあるということ。それと、こちらの権現荘が欲しいときに欲しい量、欲し

いサイズをいつまでに入れていただくというような、そういった権現荘の都合に合わせて納品して

いただける。しかも、約束した金額で入れていただくということの、約束ができる業者ということ

で、この業者が取り扱っているということでございますので、これにつきましては、今のところ変

えるつもりはありません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

随分、便宜を図っていただいているノドグロ会社でございますが、じゃ、これについては年間、

あるいは平成２１年度からずっと取引してらっしゃると思いますので、きちっと見積もりはしっか

りとっておりますでしょうか。先ほどの消耗品もそうなんですけど、見積もりはしっかりとってい

るか聞かせてください。 

○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 
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〈午後１時４４分 休憩〉 

 

〈午後１時４５分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

まとまった取引の単位で変更があるときには、その都度、見積もりをもらって内容を確認してい

るということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

 

 

 

見積もり、間違いないですか。ないですか。お肉の８００万円は、市内業者に変わりましたでし

ょうか。それも見積もりとってありますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

３月定例会以降、見直しをかけて市内の業者に変更しております。ただ、見積もり、今、手元に

ありますけれども、金額については業者さんのデータでございますので、控えさせていただきます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

じゃ、（３）の支配人の半年間、４月１日から９月３０日、１カ月５７万円で再雇用になりまし

たね。これについて、平成２８年の３月定例会、予算審査のときの資料にもあるんですけれども、

しっかりと明記してほしいという旨が出てる。どのように明記されたでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 
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○能生事務所長（原 郁夫君） 

５月２５日の総務文教常任委員会の資料に、ここの支配人の雇用契約の内容ということで明記し

てございます。その中に、具体的な数値目標等入ってございますので、ごらんいただければと思い

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

そうしますと、９月３０日まででよろしいでしょうか。９月３０日で延期はありませんね。９月

３０日でよろしいでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

ごらんいただいたとおり、雇用期間は９月３０日までということで、１０月１日以降の件につき

ましては、昨年の８月１日からことしの７月３１日まで、１２カ月間の実績を見て評価をして決定

するというふうになってございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

何を評価するんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

同じく２５日の総文の資料のナンバー６に、最後の６番、評価・判断というのがありまして、判

断基準と評価の項目が出ております。 

もし、お持ちでしたら見ていただきたいと思うんですが、ちょっと申し上げますけれども、まず、

数値の目標でございますけれども、これは宿泊の利用者数３,８００人、日帰りの利用者数１万

７,１１０人、運営の収支１５９万５,０００円、そのラインが１つの基準になってきます。 

それと２番以降ですね、まず、２番が内部監査の結果、３番は指定管理選定委員会の評価、４番

が外部専門家の経営診断結果、５番目は利用者、関係者等の評判ということで、この５項目で評価

するということになってます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 
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これは、行政が決めたものでしょう。支配人と相談してませんね。じゃ、支配人はこの９月まで

の間、「私はこれをしっかりとやります」、そういうものはないんですか。支配人の考えてる権現

荘の運営について、これはあくまでも行政が、「あなたこういうふうにしてくださいよ」というふ

うにお願いする立場ですね。じゃ、支配人は何を、自分は今までのことを反省して、約１カ月

６０万円だったのが３万円引いて５７万円、その３万円の申しわけなさ、どこに表記してあるんで

しょう。何に頑張るというふうに言ってらっしゃるんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

３月定例会の予算審査特別委員会のときに、こちらのほうで資料として出しました１年間の目標

の数値がございます。入り込みの客数であるとか月間の売り上げ、または全体の費用という表が、

Ａ３の物で資料という形で皆さんのお手元にいっております。それは、１２カ月に分けて、４月か

ら３月までということになっておりますので、支配人はその４月から９月までの分の６カ月間を、

目標に向けて頑張っていくということになると思います。それは、本人も承知しているということ

であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

数字だけですか。この数字目標だけですか。 

もう一度、確認します。この数字、定例会に出されたここに出てる資料の数字だけを目途として、

支配人が頑張るんですか。そうじゃないでしょう、インバウンドがやりたいとか、食の館をやりた

いとかって言ってるんじゃないんですか。そういうことはゼロですか。それを抜きにして数字が、

何しろこの数字をクリアすれば、支配人は１０月１日以降も契約されるということになってしまう

んですけど、それは私、ちょっとおかしいと思うんですけどいかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

これは、経営計画の中に取り組み内容ということで、利用者増及び収入増の取り組みとございま

す。１番から８番にございますけれども、これの内容につきましては、支配人ひとりだけではなく

て、私たち能生事務所の職員も、この権現荘の経営に応援をするという基本的なスタンスを持って

おりますので、お互いに協力し合って利用の方々がふえるように、また満足していただけるように

していきたいということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 
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○２番（笠原幸江君） 

私の意見としてですが、９月まで、２カ月前には今までの、平成２１年度からのさまざまな仕入

れ、あるいはこの評価、過大評価した内容について、よくなかったわけですから、赤字になってた

わけですから約１億円、平成２７年度。それらを考慮したら、もう延期はありませんよと言ってあ

げるのが、私は親切だと思う。そうしてあげないと、上越のほうでも彼を待ってらっしゃる方がい

らっしゃるんですって。勤める場所があるんですって。だから、早くそこをしっかりしてあげない

と、相手に対してとっても失礼なことになっちゃうんですね。上越のほうでは、何社から来てくれ

という方、あるそうですね、原事務所長。そうおっしゃってましたね、所長。だから、そういうこ

とをはっきり計画的にやってあげないと、とても失礼なことになるので、それは私のほうから今、

意見として言わせていただきます。 

それから、裁量権についてなんです、４番の。支配人の裁量権はどうなりましたでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

お客様に対するサービスの裁量ということでございますけれども、この内容については、今現在、

内部監査ですね、職員が中心になってやります内部監査のほうで、取りまとめております。最終的

には市長決裁を受けて、外に出させていただきますので、少し時間をいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

裁量権を与えてはなりません。館内でアルコール禁止、もし与えるんであれば、アルコールを禁

止するように申し添えておきます。与えてはなりません。だって、一緒にやるんでしょう、今度、

行政と一緒に、能生事務所と一緒にやるんでしょう。それも、お気の毒ですよね。裁量権、どこか

らどこまでが自分の裁量権だかわからないです。今まで、自由気ままに私物化してたわけだから、

今度はぎゅっとタイトになってしまう。すると、お互いに責任の分担、行政が悪いんでしょうって

言われちゃったら困りますもんね。裁量権を与えてはなりませぬ。そこも一考していただきたいと

思います。 

それから、５番目の利用客が安心して過ごしていただくための、職員への安全・安心マニュアル

は、先ほど、ないというふうにおっしゃってたんですが、本当にないんですか。確認お願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

施設ごとに取りまとめる消防の計画についてはございますので、安全・安心というのか、災害が

あったとき、火災があったときのお客様を有効に早く逃がすという部分については、マニュアルは

ございます。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

消防は、これないと認められませんからね、営業としては。それは当たり前のことです。申請し

てきっちりと、スプリンクラーだとかさまざまな物は、消防のほうで管理、しっかりとチェックし

てやるのは当たり前。 

私の言う、安全・安心マニュアルというのは、利用客の方が安心して過ごしていただくために、

全職員に対して何か起きたときの対応を、こうしましょう、これからこうしましょうとかっていう、

そういうマニュアルは持ち合わせてないんでしょうか、それを言ってるんです。消防のほうの関係

じゃなくて、館内で何かお客様に起きたときに、じゃ、誰がこうして、こうしてとかってあります

でしょう。それがないかって聞いてるんですけど、どうでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

これは、職員を採用したときですけれども、例えば支配人のほうがそういったマニュアル、今言

ったようなマニュアルについては、マンツーマンで教えるということをやっておりますし、常日ご

ろより支配人のほうは、そういった教育については努めてやっているというふうに聞いております

けども、マニュアルというのか、書いた物では、手元にはないということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

つくってください、短期間ではありますけど。というのは、盗難についてはどうですか。こうい

うホテルとか温泉旅館、あるいは温泉業、こういうのをやってると、必ず盗難というのがゼロでは

ないと思うんですけど、盗難については平成２７年、リニューアル前とリニューアル後と、どうい

うふうに件数を把握されてますでしょうか。 

○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 

 

〈午後２時００分 休憩〉 

 

〈午後２時０１分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

館内における盗難でございますけれども、平成２７年度にスキーウエアがお風呂の脱衣かごから

１着盗まれたというのが、実際ございました。 

それと、それについての、盗難についてのマニュアルという部分につきましても、先ほど同様、

書いた物での対応というのは今のところありませんので、支配人が指示するということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

そうすると、そういうことが起きた場合はどういうふうにして事務所のほうに上がって、事務所

から総務部長のところに上がっていくかという流れというのは、じゃ、総務部長は全く何も聞いて

らっしゃらないんですか、そういう盗難については。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

先ほど来、支配人の業務の部分等お話が出ておりますけども、支配人には権現荘の施設の管理、

あるいはサービスの提供を含めた運営、そういうものについて、現場での責任をつかさどっていた

だいております。そういう中において、特にお客様の命にかかわるとか、安全にかかわるとかいう

部分については、支配人の判断で安全な対応をいたしていただいております。職員についても、そ

のような日常的な業務の中で指導をしていってもらっております。 

そういう中で、今、言うように、何か突発的なことが起こった場合については、緊急を要するも

のについては当然、支配人の判断あるいは所長と相談の上、対応いたしております。物事の、事の

大きさによって、私のところに相談があったり、あるいはこういう事件がありましたということで、

後になりますけれども報告が上がってくるということで、対応がまずかった部分については、当然、

私のほうから助言あるいは指導をいたしますし、今後の教訓に生かすようなものがあれば、当然、

そこのところで話をさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

私、上がってますかって聞いたんだけど、上がってないんですね、今までは。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 
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○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

案件によって、上がってくるものと、非常に細かい案件もありますので、それは上がってきてな

いものもあります。今のように、重大な案件、例えばお客様が転んでけがをされたと、こういうよ

うな案件については、当然、私のところに報告が上がってまいります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

私、件数を聞きたかったんですけど、件数はお話できませんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

平成２７年度でございますが、先ほど申し上げました、脱衣所で女性の方がスキーウエアの上着

だけ持っていかれたというのが、１件だけ明らかになっております。客室では、一切ありません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

それでは、今、ありませんっていうことだったんですが、リニューアル後、夕食に行っている間

に、かばんごと１０万円。大変、お客様が戸惑いまして、「いや、実はカードも入ってたんです

よ。」、職員が、「ああ、そんなもん一緒に入っておったら出てこんわね。」と言われてショック

を受けて、帰りの電車賃東京まで、親戚に少しカンパをしていただいて帰られたそうです。 

そういうのは、支配人どまりで事務所に上がってこないんですか。もうこの方、二度と権現荘に

泊まることはないというふうにおっしゃってました。いかがですか、その話聞いて。それでおもて

なしって言えますか。 

○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 

 

〈午後２時０６分 休憩〉 

 

〈午後２時０７分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

現金が１０万円、カードも入っていたということの具体的なお申し出なんですけれども、今、支

配人に確認したところ、支配人のところにはその報告というのは来ていないということで、支配人

以外の職員が何かかかわったのかどうか、ちょっと確認をさせていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

３人の職員が対応してくださったそうです。警察へ連絡しましょうかと言われたそうです。その

方、地元の方だったんで、ご迷惑かかるといけないんでよろしいですとおっしゃったそうです。そ

れも確認してください。イメージ悪くしてますよ、職員。 

だからマニュアルがどういうふうに、そういうことのマニュアルもきっちりつくってくださいと

いうことを、報告しなきゃ。だって、総務部長も知らなかったらさ、命にかかわることだけ上げた

ってだめですよ、対応できないじゃないですか。それで、事務所長が支配人を高く評価しているわ

けだから、私、いたたまれないです、その話聞いて。 

それから６番、庁内評価者と責任部署のあり方なんですが、先ほど説明していただいたんですが、

事務所長と企画財政課長をこの部署、庁内評価者を外していただけませんでしょうか、いかがでし

ょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

支配人の評価につきましては、先ほど市長答弁で申し上げたところでありますけれども、副市長、

それから私、総務課長、企画財政課長等を今、予定をいたしております。能生事務所長については、

現場の責任を預かる立場ということで、評価者としては、今、考えておりませんけれども、今、前

段申し上げた形で、評価をしていきたいという考え方でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

すごく高く評価している人が、権現荘の事務所、原事務所長なんですよ。これだけいろんなこと

が出てても、まだ、高い評価をしてるんですよ。困ったということないんで、よくやってます、あ

の支配人いないと困るんですわと。それはすごいことだと思いました。だって、いろいろ私、今る

る、ここでお話ししたこと、それを見て、それでもなおかつ評価してます。それから、あるところ

に行って、「いや、支配人よく頑張ってるんでよろしくお願いします。」と、皆さんにご挨拶され

て、「ご迷惑かけてます。」という話はなかったですね。 
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それから責任部署、そこも能生事務所じゃなくて、あるいは庁内の中に入れていただきたい。い

かがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

現在のところ、権現荘の所管は能生事務所ということで対応させていただいております。 

今後、先に向かっての部署ということでは、組織全体の見直し等の中で可能であれば、そういう

部分はまた検討したいと思っておりますが、現時点におきましては能生事務所の所管ということで

進めていきたいというふうに思っております。 

なお、先ほど申し上げましたように、評価者の中に能生事務所長は、今、含めないという考え方

で進めております。先ほど申し上げたところでは、そういうふうに受け取っていただきたいと思っ

ております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

そういう権現荘に対しての部課長会議なんかに、権現荘、どうしようかって話は、一度も部課長

会議では出てこなかったんでしょうか。事務所に置いておいていいのか、あるいは交流観光課に置

いたほうがいいのか、総務課に置いたほうがいいのかとか、そういうことはテーマには挙がらなか

ったもんですか、今まで。いかがですか、総務部長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

過去の中では、合併後一時期、当時の商工観光課でございましたでしょうか、に所管を置いてい

た時期もございます。その後の庁内での議論を踏まえて、現在のように能生事務所の所管となりま

した。 

能生事務所の所管でいいかどうかという点については、笠原議員からもお話のあるような点も含

めて、庁内でもそういう意見もあって、そういうような話もした状況もありますけれども、現時点

においては、やっぱり能生事務所、できるだけ現場に近い場所のほうが適切ではないかというよう

なことも含めて、現時点では能生事務所の所管ということでありますが、今後については、先ほど

申し上げましたように庁内組織全体の中で、いま一度、見直す必要もあれば、再度協議をしたいと

思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 
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○２番（笠原幸江君） 

ぜひ協議をしてください。 

７番目の指定管理者制度、この進捗状況を、いま一度確認させてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

指定管理に向けた準備ということで、この冬の１２月に希望のある企業様ということで、現地説

明会ということで４社から見ていただいたということでございます。平成２８年度は、今度は基準

をつくっていきたい、また平成２９年からは、今度は募集、また評価、そして業者選定ということ

で進めてまいりたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

リニューアルするとき、私も指定管理者制度に賛成した１人なんですが、思い返せば、これ市長

にお願いしたいんですが、指定管理者の温泉をすると、温脈の枯渇っていうことも考えられますの

で、ぜひその温脈の枯渇の部分まで、長いスパンでその部分をどうするかというところも踏まえて、

これから入っていっていただきたいんですけど、市長いかがでしょうか。 

〔「議長、反問します」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

反問を許します。 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

申しわけございません。温脈の意味を、ちょっともう一度お願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

ありがとうございます。時間があと１６秒しかなかったもんですから、簡単にはしょってしまい

ました。 

指定管理者になると、必ず大型の修理・修繕、そういうものが当然、かかってくるんですね。例

えば、健康づくりセンターなんかは代表的な糸魚川市の指定管理者制度になってますけれども、運

営するのはいいんですけど、そこにお金をつけるんで、そのほかに修繕費あるいは修理とかという

ふうに入ってくると、温泉というのが、お風呂のお湯が枯渇してしまうおそれもあります。そうし

ますと、そこにボーリングをしてまた、地熱発電ではないですけど大きな筒を掘ってお湯を取り上

げるっていうときには、そういうことも長い間に出てくるので、そこも指定管理者制度にするとき、

どういうふうにしていこうかっていうことを考えて進めていっていただくとありがたいなというこ
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とです。修理とか修繕とか、大型の修繕なんかは、お風呂のお湯ですね、湯の元がなくなる、枯渇

してしまうという意味で、私もう、ちょっとごめんなさい、はしょってしまったんで、市長に大変

ご迷惑かけたんですが、そういう意味なんです、すみません。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で反問を終了いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

温泉に限らず、全て大規模改修のときにまた、やはり市民の皆様方、議会の皆様方に当然、また

相談をさせていただくわけでありますが、大規模改修という形になればまた、やはり議会の承認は

必要となってまいるわけでございますので、その都度お話をさせていただきますし、普通の運営に

関する部分については指定管理の中で捉えさせていただきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

笠原議員。 

○２番（笠原幸江君） 

これで、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で、笠原議員の質問が終わりました。 

次に、田中立一議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 〔７番 田中立一君登壇〕 

○７番（田中立一君） 

市民ネット２１、田中立一でございます。 

発言通告書に基づいて一般質問をさせていただきます。 

１、動物愛護について。 

現在日本は、空前のペットブームと言われております。 

ある団体の２０１５年の調査では、全国で犬１,０３４万６,０００頭、猫９９５万９,０００頭

と、犬と猫だけで２,０００万頭以上飼われていると言われております。 

実際、私たちの周りにも、日常その愛らしい姿を見受け、癒やされているわけでありますけれど

も、ブームの陰にまた、さまざまな課題もございます。 

新潟県では、人と動物が共生する心豊かな社会の実現に向け、新潟県動物愛護管理推進計画を策

定し、徐々に成果が見られてきたところであります。 

各地で人と動物の共生、動物による地域活性化などが見られる中、糸魚川市におけるペットの現

状や課題、観光面での今後の対応、災害時の動物救済体制などについて、整備も含め考えを伺いま
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(1) 市内の犬猫殺処分の状況と対応について。 

(2) 観光施設でのペット対応について。 

(3) 同伴避難について。 

２、えちごトキめき鉄道と北陸新幹線の現状と課題、観光振興について。 

(1) えちごトキめき鉄道について。 

① サイクルトレインについて。 

３月に行われた実証実験の結果と課題、日本海ひすいラインでの実証実験から本格実施

に向けて、駅やサイクルロードの整備など、市の対応についてお伺いします。 

② 通学時間帯の混雑解消について伺います。 

③ リゾート列車「雪月花」運行開始による観光振興策について伺います。 

(2) 北陸新幹線について。 

① 夏の繁忙期に向けて、糸魚川駅の利用促進策と観光振興について伺います。 

② 騒音対策の現状について伺います。 

３、新規就農、担い手育成について。 

(1) 農福連携について。 

農業分野と福祉分野が連携しての取り組みが注目されています。 

当市においては、早くから施設内での養鶏などが行われておりますが、今後の農福連携に

ついての考えを伺います。 

(2) 農業技能実習生の受け入れ状況について。 

農業を職に考えている人や農業体験を希望する研習生の受け入れは、農家にとっても貴重

な戦力であり、将来の新規就農や担い手育成にもつながる可能性があります。 

一方で受け入れ農家を初め、課題もありそうですが、市内の現状を伺います。 

４、権現荘の経営計画について。 

平成２８年度がスタートして２カ月が過ぎ、この間ゴールデンウィークもありました。予算審査

及びその後示された権現荘経営計画について、その取り組み状況を伺います。 

(1) 利用者、収入増に向けた取り組みについて。 

① 利用客から宿泊料金を決めてもらうフリープラン「権現プラン」について。 

② 柵口温泉郷各旅館を初め、観光施設等との連携強化について。 

③ 売店の改善について。 

(2) 経費節減の取り組みについて。 

① 原価管理システムの活用と原価率について。 

② 収支の状況について。 

③ 労務管理について。 

以上、１回目の質問をお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 
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○市長（米田 徹君） 

田中議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目につきましては、犬猫の殺処分は近年減少しており、平成２７年度は８件となっ

ております。今後も適正な飼育方法を周知する中で、減少に努めてまいります。 

２点目につきましては、観光施設へのニーズが高まってきていると感じております。市の施設で

は、神道山公園にドッグランがありますが、今後もそれぞれの施設にあって、取り組みが進むよう

に努めてまいります。 

３点目につきましては、地域防災計画の中で指定避難場所は、動物同伴の避難者を受け入れられ

るよう配慮することといたしております。 

２番目の１点目の１つ目につきましては、３月に、妙高はねうまラインで行われた実証実験では、

５日間で１０名の利用者が報告されており、日本海ひすいラインにおいても実証実験を予定いたし

ております。また、サイクルロードにつきましては、県と一緒になって検討しております。 

２つ目につきましては、今年度、乗降者数の調査を２回実施し、朝の混雑状況を確認しており、

引き続き混雑時の車両増設等について要望してまいります。 

３つ目につきましては、雪月花の乗客に対して当市の見どころのリーフレットを配布し、到着後

の市内回遊を促すよう努めております。 

２点目の１つ目につきましては、夏休み期間中、半日観光バスの運行及びマリンドリームと親不

知ピアパーク・レンガトンネルなどを往復するバスを運行いたします。糸魚川駅からの２次交通を

充実させることにより、観光振興につなげたいと考えております。 

２つ目につきましては、鉄道・運輸機構において柱道・梶屋敷地区のトンネルの出入り口の緩衝

工窓の閉塞工事を終了し、今後、騒音レベルの高い地区では吸音板設置等の音源対策工事を実施す

ることとなっております。また、当該する住宅の防音工事の補償も進めております。 

３番目の１つ目につきましては、担い手の高齢化と減少が進む農業分野と、障害のある方の働く

場を求める福祉分野の連携は、持続可能な暮らしやすい地域づくりに向けて、大変重要な取り組み

であり、今後も推進してまいりたいと考えております。 

２点目につきましては、昨年度は短期・長期を含めて６名の方を受け入れております。研修希望

の多い園芸・果樹農家が市内に少ないこと等の課題はありますが、６名のうち５名が、今後、農業

に携わる予定であります。 

４番目の１点目の１つ目につきましては、お客様から料金を決めていただき、料理内容を権現荘

にお任せいただくプランであり、４月以降の注文実績は７０人であります。 

２つ目につきましては、柵口温泉郷でのご利用いただける「湯めぐり手形」、アンコウやセイカ

イなど季節プランを共同で企画いたしております。 

３つ目につきましては、リニューアル前と比べ、ゆったりとしたスペースを確保し、商品の種類

も増しております。さらに海洋高校を初め、地元産品を陳列した地元コーナーを設置いたしており、

糸魚川の魅力を生かした売り場づくりに努めております。 

２点目の１つ目につきましては、本年２月から料理プランごとの原価管理に取り組んでおり、

４月、５月の実績は４５％を下回っております。 

２つ目につきましては、目標として掲げる入り込み客数及び収入には達しておりませんが、運営
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収支におきましては、当初の計画に近い数字を達成いたしております。今後も、平成２８年度の設

定目標に向けて努力してまいります。 

３つ目につきましては、６月までにフロント１名、厨房２名の職員を採用いたしております。時

間外勤務時間の削減や休日の確保など、適正な労務管理に努めてまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

まず、動物愛護についてお願いします。 

ペットは家族の一員、またペットは人生のパートナーとして、動物に癒やしを求める方が非常に

多くおられ、またふえておられます。 

一方、不適切な飼育によるトラブル、遺棄や虐待などの問題もあり、動物行政の課題は多様で複

雑になったことから、新潟県動物愛護管理推進計画が策定されたところでありますけれども、その

成果で犬猫の２０１５年度の殺処分、先ほど市内の状況を伺いましたけれども、県内においても半

減の効果があらわれてきているところであります。 

市内が先ほどの答弁で８件ということでありますけれども、これらの取り組みにおいて県や、あ

るいは関係団体との連携はどのようにされているのでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

五十嵐環境生活課長。 〔環境生活課長 五十嵐久英君登壇〕 

○環境生活課長（五十嵐久英君） 

お答えします。 

やはり今現在、新潟県内、糸魚川市内もそうなんですけども、殺処分が減ったという１つの大き

な原因は、やはり保健所のほうで、とにかく飼ったら終生そのペットを育てるんだよということを、

強く指導しているという部分が大きいというふうに聞いております。そういう部分で、県の動物愛

護センターもそうですし、当市のほうもそうなんですけども、その部分を特に強調しながら、動物

を１回飼ったら一生飼うんだという部分の啓発を、連携しながら進めているというところでござい

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

その連携のあり方を伺っているんですけれども、どのように、例えば会議の持ち方とか、あるい

はどういう団体と連絡をとり合って、どういう行動をやっているか、そういったことを伺いたいん

ですけど。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

五十嵐環境生活課長。 〔環境生活課長 五十嵐久英君登壇〕 

○環境生活課長（五十嵐久英君） 

その連携という部分では、やはり広報等でこういうものを載せてくださいとかという部分の連携

だけで、具体的にそういう動物愛護というか動物保護行政については、県の分野でございますので、

市のほうとしては県のほうの要請なりで広報をしたり、また独自に狂犬病の予防注射のとき等に啓

発するような広報等を配るということで、具体的にこの分野に関しては密に連携しているかという

と、そういう部分ではなくて、お互いにそういう要請を受けながら啓発事業に取り組んでいるとい

う現状でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

じゃ、もうちょっと具体的な話をさせてもらいますけれども、県のほうの計画では、広く県民に

理解と協力を得られるようさまざまな方法を、機会を通じて周知に努めるとともに、行政の動物愛

護管理体制の充実を図って、市町村関連団体と連携によって、計画の実現を目指すというふうにう

たっているわけなんですけれども、基本的な方針の中での１番目として、教育活動の充実ともある

んですけれども、生命を尊重する教育の推進、これは動物等を愛護の中で、教育の分野ではどのよ

うにされているでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本こども教育課長。 〔教育委員会こども教育課長 山本 修君登壇〕 

○教育委員会こども教育課長（山本 修君） 

お答えいたします。 

一貫教育の方針では、豊かな心の育成をうたっております。豊かな心の育成で道徳の時間、また

総合学習の時間、生活科等で子供たちには生命の大切さについて、教えているところであります。

生活科では実際に小動物を飼ったりして、動物の命の大切さということを体験的に学習をしており

ます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

学校でそのように子供たちは触れ合って教育をされているということですね。 

２本目の柱が適正飼育の推進なんですけれども、それまた具体的に見ますと、適正飼育の普及啓

発、動物愛護推進委員の育成、不適正飼育トラブルの減少なんですけれども、不適正飼育のトラブ

ル、どんなものが、いろいろと考えられるわけなんですけれども、そういったものはどのようなも

のがあり、またそういう情報というのは把握はされているんでしょうか。それとも、これもやはり
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県の仕事になっていくんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

五十嵐環境生活課長。 〔環境生活課長 五十嵐久英君登壇〕 

○環境生活課長（五十嵐久英君） 

不適正飼育といいますと、主に飼う能力がないのに多頭飼育というか、そういうもの等が考えら

れるというふうに思いますけども、市のほうではそのような実態、苦情等については当課のほうで

お受けしているところでございますが、市全体の状況については、市のほうでは把握しておりませ

ん。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

先ほどから聞いていると、これは県とのいろんな指示というか、そういう中で行っているという

ように見受けるわけなんですけれども、３番目が愛護精神の普及ということであるわけなんですけ

れども、県のほうでは不妊や去勢の手術の補助を行って、その周知を図ろうとしているわけなんで

すけれども、その成果もあってまた、先ほどの件数にもなってるんじゃないかなと思うんですが、

市のほうでは、このことについての対応というのはいかがなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

五十嵐環境生活課長。 〔環境生活課長 五十嵐久英君登壇〕 

○環境生活課長（五十嵐久英君） 

県のペット、犬と猫に対する不妊治療の助成制度でございますけども、これについては、飼い主

のいない犬なり猫について不妊治療をした団体なり個人について、助成をするという制度でござい

ます。ですから、自分の飼っているペットを不妊したからといって、助成の対象になるというもの

ではないんですけども、そういうのでは県のほうでこういう制度をつくっていただいてはおるんで

すけども、市のほうではパンフレット等は窓口等に置く部分もありますけども、特に積極的に、こ

れについて広報しているという部分はございません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

岩﨑市民部長。 〔市民部長 岩﨑良之君登壇〕 

○市民部長（岩﨑良之君） 

先ほど、市内の犬猫の殺処分８件ということで報告ありましたが、たしか１件犬で、残りは猫で

ございまして、猫の県内のやはり苦情とかの問題事項は、やっぱり放棄猫というか、が問題になっ

ておりまして、そういうことから県のほうでことしから、さっき言った野良猫の不妊・去勢手術に

ついて、新たに雄は５,０００円、雌は１万円ですか、を新たに始めましたので、その普及につい

て、周知等をしていきたいというふうに考えております。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

そうですね、そういう補助、雄が５,０００円、雌が１万円、確かにありますわね。多頭飼育に

なって、先ほどの話でもありましたけれども、今度、本当に犬猫がかわいそうな目になっていくわ

けですし、また飼い主等、あるいはそれを管理している人も、今度、非常に負担が大きくなってく

るわけですので、なるべくいろんな形で周知して、こういったものを使えるようになったらいいな

と思います。 

犬、特にですけども、予防接種の状況等ですけれども、予防注射の接種率というのは上がってき

ているんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

五十嵐環境生活課長。 〔環境生活課長 五十嵐久英君登壇〕 

○環境生活課長（五十嵐久英君） 

平成２７年度の状況で言いますと、犬の登録数が１,７２５頭中、予防接種を打ったよというふ

うなところが１,５１４頭だったかと思います。それで、その前の年が、平成２６年度が

１,７３０頭の登録のところ、１,５８９頭ということで、大体９０％の前半台、その前５年間も大

体そんな傾向で、このところ特に、狂犬病の予防接種の率が上がったということではなくて、横ば

いという現状でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

ちょっとわからないのが、この９０％という数字は、果たして高いのか低いのかなんですけれど

も、その辺の判断というのはいかがなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

岩﨑市民部長。 〔市民部長 岩﨑良之君登壇〕 

○市民部長（岩﨑良之君） 

県のほうでの接種率ですが、平成１８年が９０.６％でしたが、その後下降傾向にございまして、

最近の数字を聞いたら、平成２４年度が８８％ということですので、それよりは上回っております

が、やはりまだまだ周知していく必要があるというふうに感じています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

頭数が多いので１０％のされていないというのは、またいろんな事件も考えられますし、なるべ
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く普及のほうに努力をお願いしたいと思います。 

もう１点、ペットの葬儀なんですけれども、家族の一員として、もう本当に手厚く扱いたいとい

う方がふえているわけですね。市内でのペットの葬儀事情というのは、把握されていますでしょう

か。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

五十嵐環境生活課長。 〔環境生活課長 五十嵐久英君登壇〕 

○環境生活課長（五十嵐久英君） 

市内では１件、葬儀といいますか、ペットを火葬するというところは承知しておりますけども、

いわゆる葬儀の儀式というか、セレモニーをできるところがあるかどうかということについては、

把握をしておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

どこまでというところもあるかと思うんですけれども、中には市内では少し負担が高くて、上越

のほうに持ち込む、あるいは持っていくという話も聞いたりします。果たしてこれでいいのかなと

いうところもあるわけなんですけれども、その辺のことはご存じでしょうか。また、もしご存じで

したら、その辺の認識等はいかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

承知しております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

だんだんこういうものも話が広まっていくと、だんだんまた、かなりの方々のように流れていっ

てるわけなんですけれども、それと同時に要望として、市内でやはりそういう、例えを言うなら火

葬がもっと身近にできる、負担も少なくできる、また手続等も、こういうものの手続というのがど

うなるのか、私も詳しいことはわかりませんけれども、火葬にして負担が少なくて、手厚く葬れる、

そういうのを市内で考えられないだろうかと思うわけなんですけれども、いかがでしょうか。

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

岩﨑市民部長。 〔市民部長 岩﨑良之君登壇〕 

○市民部長（岩﨑良之君） 
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すみません、その辺について、さっき市長もおっしゃいました上越のほうでということは聞いた

こともございますし、市内で実際、対応していただけるところもあるというふうに聞いております

が、実際の詳しい内容については、ちょっと把握しておりませんので、その辺について調査させて

いただく中で、上越のほうもどのような状況かも確認させていただきたいと思います。それで検討

させていただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

１つ、こういうふうにしてもらえたらうれしいなといいましょうか、ありがたいという話の中で、

新しくなった市の斎場の一角に、そういうのを設けることはできないもんだろうかという話もあり

ます。そういったことをまた、検討材料の中に加えていただけたらと思いますので、よろしくお願

いして、観光施設でのペット対応になります。 

今、ドッグランが市内では１カ所と。これからということなんですが、何か具体的な考えがあっ

たら、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺交流観光課長。 〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

今、海の魅力アップ推進計画の中では、マリンドリーム能生でのドッグランの検討といったこと

を位置づけております。可能かどうか、今後、調査・研究する中で取り組んでまいりたいというよ

うに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

ペットとの共生という中でいろいろと出歩くのに、ペットを連れて歩きたいというのは当たり前

のニーズになってくるかと思います。ただ、観光地等では、多様なお客様相手ということもあって、

入店や入館規制というのも理解のできる話なんで、その辺との兼ね合いが非常に難しいところがあ

ろうかと思うんですけれども、これだけニーズが今、高まってきているというのもあるので、逆に

こういったことがある、そこを目的に行くというのも多々あるというふうに聞いております。 

今、マリンドリーム、海というのが、山のほうでも１カ所なんですけれども、ドッグラン以外に

も、何かいろいろと考えられるものはあるんじゃないかなと思うんですけれども。 

それと、時間が長くなるとあれなんですけども、ペットの宿泊等ということについての理解、あ

るいは進め方というのは、どのように考えているか、あわせてお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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渡辺交流観光課長。 〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

市内の状況でありますけども、ふんの始末等ができれば問題ないよという観光施設もある一方で、

小型犬の場合はキャリーケースへ、あるいは抱っこしてというのならオーケーだよと。一方で、盲

導犬だけだよといったところもあります。こういったところは基本的に、今、田中議員おっしゃい

ますように、社会の中で、日本の中でペットブームだと。ペットを受け入れることによって、それ

が商売につながっていくんだと、入り込み客ふやすんだということを、私ども、積極的にＰＲして

いきたいなというように思っています。 

それから、宿泊の関係なんですけども、全国的に見てペット同伴だけの、例えば棟があるとかい

ったような取り組みもありますんで、そういった情報を提供する中で、こうやればペットブームに

乗りおくれないで、宿泊客数の増につながることもあるよといった情報の提供に努めてまいりたい

というように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

今回、これを取り上げて、いろいろと動物愛護からペットの対応、観光対応、本当にいろいろと、

主に犬猫を中心に話をさせてもらったんですけれども、きょうはそれで終わる予定だったんですけ

れども、例えばニシキゴイなんかもすごく、海外でもブームになっているところなんですけれども、

鬼伏にある上越錦鯉の共販センター、あれ、聞いたところによると、県内では共販センターという

のは、あそこともう１カ所の２カ所だけだそうですね。そういったことを考えると、非常に貴重な

観光資源になるんじゃないかなと思うわけなんですけれども、観光面ということで、今その辺の考

えはどうなんでしょうか、あるのでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

内水面を担当しております商工農林水産課のほうで、お答えを申し上げます。 

共販場所は、今、議員おっしゃったとおりでございますし、また最近、ニシキゴイが輸出されて

非常に日本のニシキゴイに対して、外国人の方が興味を示されていて、新潟県内のニシキゴイもか

なり輸出をされておるという状況でございます。 

今、当課におきましては、糸魚川市でやはり、マリンドリームに年間、数多くの来訪者がおられ

ますので、そこでもう少しニシキゴイというものをＰＲしていく必要があるのかなというところは、

担当レベルで考えておりますけども、まだ、具体的に取り組んでおりませんが、そのような方向も

実施していきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

補足させて、お答えさせていただきます。 

非常に今、ご指摘の点、我々も非常に大切に思っているわけでございまして、先人の皆様方がそ

うやってつくっていただいた施設については、非常に大切に捉えておるわけでございまして、何と

か支援をしながら、また、鯉についても、今少し減ってきておるんですが、我々のやはり農業とい

う形の中で生かしていけないか検討していきたいと思っています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

ちょっと角度は違うんですけれども、上越漁協の競りが、最近すごく人気があるようにも聞きま

すけれども、そういう共販センターでの競りの様子、そういうものもすごく魅力のあるものなんじ

ゃないかな、と言う私もまだ１回も見たことはないんで、申しわけないんですけれども、そういっ

たものを動画等で許せるものならということはあるんですけれども、やって普及していったらまた、

ニシキゴイの生産といったらいいんでしょうか、繁殖といったらいいんでしょうか、そういうもの

は非常に難しいところはあるんでしょうけれども、やり方によっては耕作放棄地対策、あるいは

６次産業化の１つにもつながるんじゃないかなと。そういう観点での検討というものも考えてもら

いたいんですけども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

今、議員、お話がありました点と、市長の答弁の中におきましても、生産がやはり減ってきてお

ります。農地の部分につきましては、耕作放棄地もふえてきてるわけでありますので、担い手の確

保と生産する現場についてはあるわけでございますので、それと観光とマッチングをする、縦軸で

なくて横軸の事業連携も、参考とさせていただきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

よろしくお願いします。 

２番に入らせていただきます。２番の１、サイクルトレインですけれども、５日間で１０人。ち

ょっと期待はしてたんですけれども、少ないのかなという印象で、そういう印象を受けると、今後

の推進に影響があるのかどうか、この辺の捉え方なんですけれども、市のほうではどのように捉え

ていますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

３月に実証実験を行いましたが、３月１４日から３月１８日の平日のみの５日間ということでご

ざいまして、さらにその２日間は雨で利用者がなしということでございます。そういった中から、

実験の回数としては、もう少し回数を踏まなければいけないのかなというふうに考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

ちなみに、この１０人はどういったところから来られて、おりた後は、どういう行動をされるの

かの調査が、もし、されているなら教えてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

すみません、そこまで細かい情報というのは、えちごトキめき鉄道のほうからございませんでし

た。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

サイクルトレイン、沿線住民の生活の足、あるいは観光客にとって列車の２次交通、利用者がふ

えることが見込まれると、私も期待をしてこれを聞いているわけなんですけれども、日本海ひすい

ラインも、これからも実証実験を行う予定ということなんですが、もう少し具体的に情報があった

らお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

えちごトキめき鉄道のほうからは、実証実験を行いたいということでお聞きしておるだけでござ

いまして、今後また、えちごトキめき鉄道のほうとお話をしながら進めてまいりたいというふうに

考えております。 

以上でございます。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

えちごトキめき鉄道は、昨年はといいますか平成２７年度は、実際の運行、電車の運行に精いっ

ぱいでありまして、気がついたら３月になりまして、これは県からの補助事業であります、サイク

ルトレイン。平成２７年度の補助事業なんで、やむにやまれず３月に実施をしたということであり

ます。したがいまして、ことしはもう少し何といいますか、秋ごろの季節のいいときにやろうとい

うことで、私も考えているところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

私は、できれば夏までに実証実験をやってもらって、秋に本格導入というふうなストーリーとい

うかスケジュールというかを期待しておったんですけど、ちょっと残念でありますが、ひすいライ

ンにおいては、ちょっと妙高はねうまラインとは料金がまた変わってきて、車両が１両であるわけ

なんですけれども、その辺の課題とそれから安全面、それからそれに対応できる駅はどうなるか、

その辺の考えをお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

対応する駅はやはり、何といいますか階段のないところというのが一般的でありますけども、そ

うしますと、日本海ひすいラインでは、非常に限定をされるということであります。したがいまし

て、その辺につきましても、えちごトキめき鉄道と、どの駅とどの駅ということで検討してまいり

たいと思っております。 

ただ、そのために職員を、きちっとまた別に１人、何といいますか配置をしなきゃならんという

ことであります。そういったことを踏まえまして、いつの時点でやるか、ちょっと検討させてもら

いまして、またその時期につきましては、また発表させてもらいたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

よろしくお願いしたいんですけれども、駅がやはり限定的になってくると、ただ、階段じゃなく

てスロープにすれば使えるという考えもあるわけで、それがどれだけ対費用効果の面でどうなるか

ということかと思うんですけども、できればひすいラインの中での主流なところを、県や、あるい
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はえちごトキめき鉄道と話し合って、整備ができるところはやってもらいたい。できるだけ早目に

対応して、実証じゃなくて本格導入したらすぐに対応できるようになればいいなと思うんですけれ

ども、そのように希望、要望させてもらいたいと思います。 

サイクルトレインに限らず、サイクルロードの整備なんですけれども、私も一般質問で過去に久

比岐自転車道の延伸整備のことについて聞いたこともあるんですけれども、延伸整備含めて８号東

バイパスは一部使えて、一部使えないというような形にもなっているわけなんですが、今後の久比

岐自転車道の延伸等、あるいは今後のサイクルロードの整備等、何か考えがあれば伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

ことしから、プロジェクトチームというものをつくりまして、これは事務局が糸魚川地域振興局

でございます。糸魚川地域振興局で事務局になっていただいて、建設課それから交流観光課、ある

いは国道も走ったりしますので高田河川国道事務所とか、いろんなメンバーでプロジェクトチーム

をつくりまして、ことしから、まだ何にも決まってなくて、６月３０日から第１回を始めたいとい

うことでございますけれども、ハード面・ソフト面について、いろんなことを考えていきたいとい

うことでございます。 

その中で当然、今現在の久比岐自転車道は、早川右岸から郷津トンネルの西側までと思いますけ

ども、約３２キロございますが、それを糸魚川方面、どのぐらい延ばせるのか。できれば糸魚川駅、

あるいは青海駅のほうにまでできないか、今後、検討していきたいというふうに考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

観光というか交流人口の面でも期待ができるんじゃないかと思うわけですけれども、サイクリン

グ。北アルプス日本海広域観光連携会議の隣接市町村の中には、かなりこういったサイクリングに

も力を入れているところもあるんですけれども、観光面においてこういう連携を検討するというこ

とは考えていますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺交流観光課長。 〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えいたします。 

今年度の事業ということで、北陸信越運輸局と北アルプス日本海広域観光連携会議が共同で、特

に台湾からのお客さんを連れてくると。それは、今、日本でいいますと、しまなみ海道に多くの台

湾人がお越しいただいて、サイクリングを楽しんでいらっしゃると。これをぜひ、海と山、両方楽
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しめるこの地域にお越しいただきたいということで、今、取り組みを進めております。 

具体的には、サイクリングロードマップの作成とか、現地の台湾のメディアに来ていただくこと

や、こちらから向こうへプロモーションに行くといった取り組みを、北アルプス日本海広域連携会

議の市町村と北陸信越運輸局が一緒になって今、取り組んでいるところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

そうですね。この後の雪月花もそうなんですけれども、この地域のいいのは、やはり海と山を同

時に得ることができる、楽しんでもらうことができることだと思います。ぜひ、こういった取り組

みというものを、前向きにやっていただきたいと。課題はいろいろあろうかと思いますけれども、

よろしくお願いしたいと思っています。 

雪月花、報道では大変好調だというふうにあります。ただ、気になるのは、上越妙高から糸魚川

方面への便は予約がとれないほどなんだけれども、糸魚川駅から向こうへ行くのはまだ余裕がある

と。この原因と対策について、どのように考えているかお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

雪月花につきましては、食事の時間が、やっぱり上越から来るときにちょうどいい時間帯にセッ

トされてございまして、ちょうど糸魚川から出てお弁当を食べるころは、おやつのころという形に

なっておりますので、そこら辺がやっぱりニーズに合ってないのかなというふうに考えております。 

やっぱりそういった点を含めまして、時間帯を常に同じパターンにするんではなくて、いろんな

パターンで土曜日、日曜日、祭日運行しているわけですから、そこら辺を考えていただいて運行を

していただくよう、また、えちごトキめき鉄道とお話をしていきたいと思います。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

私もそれを思います。糸魚川駅の出発時間が２時１０分で、これから豪華な弁当を食べるという

気には、やはりならないんじゃないかなと。朝、ゆっくり起きてとかそういったことじゃないと、

なかなか。そういったことに対する意見要望というのは、お客さんのほうからはないもんなんでし

ょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 
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お答えします。 

お客さんからの直接的なご意見を、市役所のほうで受けておるということはございませんが、そ

ういったご不満が、こういった結果になっておるというふうに考えておりますので、また、えちご

トキめき鉄道のほうにも、どういった形でそういった意見の要望が出ておるか確認をした上で、ま

た、えちごトキめき鉄道のほうに要望していきたいと考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

パターン、あるいはダイヤの関係等いろいろあるかと思いますけれども、やり方によって時間が

長くなるんですけど、例えば親不知のほうまで行って帰ってくるとか、そういったこと、レールの

延伸ですわね、そういったことも含めて考えてもいいんじゃないかと思うんですけども、そういっ

た話は出てますでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

えちごトキめき鉄道のほうには、今のダイヤを改正するようにということで要請をしております。

今度は違ったコースとかダイヤということをしておりますけども、ただ、今、当面は今のままでや

っていきたいということであります。ただ、そういうことで、乗車率につきましては糸魚川始発の

ほうは少し悪いんですが、ただ、評判がいいのは糸魚川から積んだ弁当が非常に評判がいいという

話は聞いております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

ぜひ、その評判を、市のほうでもいろんな手でまた広げていただいて、市内への迂回につなげて

もらいたいと。やはり、こういうのは宿泊、あるいは市内への迂回への、いろんなところへどうや

って波及させていくかが大事で、先ほどパンフレットの話をいただきましたけれども、もっと具体

的ないろんな活動ができないものかなと思うんですけども、いかがでしょうかね、働きかけ等の考

えは。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺交流観光課長。 〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 



 

－ 126 － 

＋ 

＋ 

＋ 

＋ 

お答えいたします。 

現状の雪月花の運行ですと、東京から上越妙高に入って雪月花に乗って、その後糸魚川の観光と

いうのが１つのパターンとして考えられ、そのＰＲに努めております。 

今後でありますけども、関西につきましても、ＪＲ西日本等と今、協議をする中で、雪月花を利

用したプランの造成ができないかどうか、今、調整をしているところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤産業部長。 〔産業部長 斉藤隆一君登壇〕 

○産業部長（斉藤隆一君） 

現在の運行は、土、日、祝日ということであります。今、交流観光課長の話は、平日も含めて、

いわゆる団体利用もまた含めてということで、土、日、祝日だけでなくて、もう少し平日の活用も

含めて、大いにいいものを利用していただいて、お金を落としていただくということも、これから

やはり、考えていきたいというふうに考えています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

このリゾート列車、もう１個期待されているのは、大糸線の乗り入れ。これはある意味、糸魚川

にとっては、相当プラスになっていくんじゃないかと。強力にお願いしたほうがいいんじゃないか

というふうに、これができる前からいろんな話の中で出てきたんですけども、この辺のＪＲへの働

きかけ、あるいはえちごトキめき鉄道の考え等はどんなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

大糸線への乗り入れにつきましては、雪月花がもう始まる前から、大糸線のほうに乗り入れても

らいたいと、行く行くは乗り入れてもらいたいというお話をさせていただいておりますけれども、

えちごトキめき鉄道のほうでは、今現在では自社での運行で精いっぱいだというご返答でございま

して、今後につきましても、また要望をしていきたいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

ぜひ、早く実現するように要望活動をお願いしたいと思います。 

北陸新幹線であります。ことしもいろんな働き、事業等考えておられるようなんですけども、昨

年からの開業ということでいろいろとされました。昨年と同じ事業もあるようなんですけども、そ
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の辺の検証はされての上でのことでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

開業して１年以上過ぎましたけれども、その中で昨年、１年目は１年目としていろんな活動をや

らせていただきましたけれども、その結果を踏まえて今後、どのような形で新幹線利用促進に向け

てやっていけばいいかということを、今後、考えていきたいというふうに思っています。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

北海道新幹線が、ことし開業しました。２年目というのは、やはりもう目新しさが薄れてくるの

で、この夏というのは正念場じゃないかなという気がしているわけで、昨年いろんな打った手を、

どう検証して、ことしの夏につなげるかということで、今、伺っているわけなんですけれども、何

でこれを今というと、先日、臨時列車が発表されました。昨年は「かがやき」だけだったわけなん

ですけれども、ことしは「はくたか」も加わりました。その加わった「はくたか」の臨時列車の停

車駅には、糸魚川は入っていないわけですわね。上越妙高も入っていない、隣の黒部も入っていな

いんなら仕方がないかと思うんですけれども、前後の駅は入っていて、糸魚川が抜けてるわけなん

ですよね。その辺のことを、市のほうではどのように捉えているのかどうか、その辺を伺いたいと

思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

糸魚川市における利用、特に夏場における新幹線の利用を考えたときに、やっぱり糸魚川の観光

の目玉としていろんな場所があるわけですけれども、その中でやっぱりバスの、２次交通の利活用

をあわせて考えていただいて、利便性の高い新幹線をおりた後、そういったいろんなところへ行け

るといったところを考えております。 

例えば、白馬岳登山バスでございますけれども、７月１６日から１０月１０日まで運行をする予

定でございますが、糸魚川駅での新幹線の接続であったり、平岩駅での大糸線の接続を考慮したダ

イヤといったものを考えて運行しておりますし、また、美山公園とか博物館線なども運行しており

ますので、そういったものを使って、新幹線を利用して来ていただいた観光客の皆さんに使ってい

ただきたいというふうに考えております。 

以上です。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

補足させていただきます。 

やはり、臨時がとまらなかったということは、１年間の中においても、やはりもっと乗降客をふ

やさないかんというところだろうということで受けとめさせていただいて、今の答えにつながって

いきますので、よろしくお願いしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

それを聞きたかったんですね。やはり、ふだんのこの実績が、こういったものに反映されている

と。さらに心配するのは、今は臨時列車なんだけれども、今後のダイヤ改正に影響しないかという

ことを懸念するわけで聞いてるわけなんです。ぜひ、その辺を踏まえてやっていかないと、糸魚川

だけ、どんどんどんどんマイナスの負のほうになっていくということを恐れているわけなんです。

ぜひ、その辺も踏まえて今回のこと、昨年よりもずっと大幅に増発されて８５８本運転される中で、

糸魚川へとまらないというのは、非常にショックな出来事と重く受けとめて、今後の利用促進に向

けてやっていただきたいという気持ちでありますので、よろしくお願いしたいと思います。 

ことし新たに利用客推進・促進の中で、通学の補助等を予算にも盛ったりもしました。 

隣等のデータを見たら、昨年７月に朝７時台の長野行きの新幹線利用客を上越妙高駅で聞き取り

調査をしたそうですけども、約４割が通勤・通学と。長野方面に向かって、こういった新幹線利用

が多いなということが、改めてわかったんですけども、糸魚川駅でこのような調査というものをさ

れているかどうか。もし、されていればどれぐらいか、あわせてお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

新幹線の、例えば観光であるとか、通勤・通学で分けた、そういった調査はしておりません。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

じゃ、ことし新たに予算に盛った通学の補助は、どのぐらい残っているものでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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斉藤定住促進課長。 〔定住促進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○定住促進課長（斉藤喜代志君） 

お答えします。 

申しわけございません。手元に資料がないので正確ではないんですけど、たしか５月末ぐらいの

状況で問い合わせは８件、それから申し込みがあったのが５件で、その５件がたしか補助金の交付

を受けている状況になっております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

私、内容を比べて、上越妙高よりもこちらのほうがいいんじゃないかと思っているわけで、まだ

まだこれは可能性があるんじゃないかなと思います。やはり、いろんな手を使ってでも、利用促進

を、いろんな手を使ってもというとおかしいんですけども、考えていかなければならないんじゃな

いかということでお願いをして、騒音のほうに入ります。 

騒音ですけれども、出入り口の閉塞工の工事は終わったと。この工事に当たっては、地元住民へ

の説明というのは、どのようにされてきましたでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

五十嵐環境生活課長。 〔環境生活課長 五十嵐久英君登壇〕 

○環境生活課長（五十嵐久英君） 

閉塞工事の説明の件については、すみません、私ちょっと承知しておりません。 

○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 

 

〈午後３時１７分 休憩〉 

 

〈午後３時１７分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開します。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

地元のほうにつきましては、この閉塞工事をするということは、昨年から話をしてありました。

ただ、今回、工事するに当たりましては、新幹線の中のほうから工事をしますので、特に住民の皆

様に、何月からやるよという話はしてなかったというものであります。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

市のほうでは、やる前から、いつからやるということは把握されていたんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

できるだけ早くということでありまして、鉄道・運輸機構のほうからは、４月ごろには何とかＪ

Ｒと協議してやりたいということでありました。そういったことで、今、４月・５月で大体完了し

たというものであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

ということは、こういう工事が行われたことは、住民は被害住民も含めて知らない方もたくさん

おられるというふうに思ってよろしいでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

新幹線のトンネル付近の人たちは、十分わかっているのではないかなと思います。といいますの

は、それをやることによって、騒音・振動が相当、何といいますか軽くなったというのが実感であ

ります。私も、柱道のほうへ行きまして、その辺につきまして、実際、自分の肌で感じると、昨年

から比べると非常に騒音・振動が少なくなっているということであります。 

それから、該当する家屋につきましては、今度、防音工事もやっておりますので、その辺を全部

完了した段階で、もう一度きちんと、実際行ってどれぐらいの程度になったのかということを調査

をしたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤定住促進課長。 〔定住促進課長 斉藤喜代志君登壇〕 

○定住促進課長（斉藤喜代志君） 

申しわけありません。 

先ほどの、新幹線通学定期の補助金の実数なんですけど、私の記憶違いもありまして、正確な数

字に訂正させていただきます。 
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問い合わせは８件、それで交付決定が４件ということになっておりますので、訂正をお願いしま

す。 

申しわけございませんでした。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

この騒音問題の１つは、やはり信頼関係。やはり、いかに情報とか説明等が不足してきたかとい

うのを、この場でも再三述べてきました。あわせて今、緩衝工の工事と同時に、確かに住宅の工事

もやっております。なので、住民の中では話がないと、工事はいつまでやるんだと、いつになった

らやってくれるんだという不信感がそのまま残っていく。やはり、そういうのは信頼関係を損なっ

ていくということを、これまでも何回も言ってきたわけなんですよね。やはり、出し惜しみされて

るわけじゃないんでしょうけれども、住民はやはり、その場に毎日暮らしているわけで、困ってい

るわけですので、いろんな情報や説明、あるいは困り事への相談とか、そういったものに乗ってあ

げてもらいたいということで取り上げているわけなんですが、いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

五十嵐環境生活課長。 〔環境生活課長 五十嵐久英君登壇〕 

○環境生活課長（五十嵐久英君） 

議員おっしゃる部分もありまして、柱道と下小見の部分で、トンネル内と明かり部分のところに

吸音板の設置工事を、今後するということがほぼ固まったということで、先週金曜日とこの１５日

水曜日ですか、両地区で説明会をするということで実施をしております。それで、そのときには、

今まで余り市のほうには声がかからなかったんですけども、うちのほうで、そういう説明会がある

んであれば、ぜひ同席しないとうちの対応ができないということで、今回その説明会には同席させ

ていただきましたし、当然、議員おっしゃるように、市民から市のほうへ、やはり直接、機構に言

うよりも言いやすい部分もあろうかというふうに思っておりますので、その説明会の中ではそんな

話も、機構のほうに言いにくい部分もあることだろうということもあるから、市のほうへ、私ら環

境生活課なりが窓口になるから、言ってきてくださいというお話も、あわせてさせていただいてき

ました。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

住民の中には、市の担当窓口が、この春から変わったこともわからないんじゃないかなと。やは

り、その辺しっかりと対応して、信頼関係を築いていただきたいと思います。 

市の騒音調査というのはもう、１回ぐらいはされたんでしょうか。それともこれからなんでしょ

うか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

五十嵐環境生活課長。 〔環境生活課長 五十嵐久英君登壇〕 

○環境生活課長（五十嵐久英君） 

やはり今、一番騒音が高い、昨年の県の騒音測定の結果、基準値を超えている柱道、小見、梶屋

敷で、いわゆる正式な騒音調査というわけではないんですけども、簡易的なハンディの騒音計を使

って、現地のほうで騒音測定をさせていただいております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

緩衝工の工事につきましては、例えば柱道につきましては、区の役員の皆さんに説明をし、なお

かつ回覧等で工事を周知しております。それから、梶屋敷につきましても、区長さん等に説明をし

て、関係者に説明を願ったということであります。したがいまして、事前にそういう工事をやるよ

という話は、周知はしてあると思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

独自調査はされていると。その辺もぜひ、速やかに公開したりして、お願いしたいと思います。

それもまた要望しておきます。 

農福連携に入らせていただきます。 

農業分野と福祉分野なんですけれども、これの糸魚川市内での取り組みというのは、今、どんな

ぐあいなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

お答えいたします。 

現在、１施設で行われておりまして、稲作それから養鶏を行っております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

農福連携の主な形態としましては、障害者施設が農作業を受託する場合と、障害者自身が農家な

どに雇用されて働く、その２通りがあると言われます。 
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今のパターンはどちらでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

お答えいたします。 

福祉施設のほうで、実施をいたしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

ここ最近ですね、農福連携についてマスコミ等でも、新聞紙上等でもよく見かけるわけですけれ

ども、隣の上越市では、昨年からモデル事業をやっておりますけれども、今、紹介された１事業と

いうのは、モデル事業として、今後どのように展開していくという意味でされているんでしょうか、

それとも、たまたま施設がこういうことをやっているということなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

お答えいたします。 

こちらのほうにつきましては、モデル事業というような形ではなくて、施設が独自にやっている

事業でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

農業サイドから、ご回答申し上げます。 

今、福祉事務所長が申し上げました取り組みにつきましては、平成１６年に農地法の改正がござ

いまして、ひすいの里産業共生特区ということで、農業参入されたものでございます。今現在、水

稲では約２.３ヘクタール、それから養鶏が１,５００羽、福祉作業所で取り組みをしていただいて

おります。 

その福祉法人が、なりわいネットワークにも会員していただいておりまして、そこで生産されま

す地鶏をネットワークの会員の中で新たな商品開発をして、販路の拡大に努めさせていただきまし

た。その結果、年２回の養鶏だったわけでありますけども、年３回の養鶏にサイクルをふやしまし

て、生産に取り組んでいただいておるというところでございます。 

農福連携につきましては、農家の人手不足と障害者の方々の賃金の向上ということの取り組みが

目的とされているわけでございますけども、福祉作業所で勤めておられる方々が、一般就労されて

農業法人に勤められるというのが、一番ベストな格好ではないかなというふうに考えておりますけ
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ども、そういう道もしっかりと、福祉事務所と連携していきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

今の課長の答弁を聞きたかったんです。やはり、農家の、今、農業を取り巻く環境と、福祉を取

り巻く環境を解消する、また１つのいい例になっていくと思うわけですし、また、国のほうでも、

これをすごく推進しているわけであります。できれば、今、斉藤課長が言われたように、将来こう

いったものでまた、農業の雇用の道が開けていくことを期待しているわけであります。 

こういったことになっていきますと、やはり受け入れる農家のほうも、今度、理解の促進という

ものが必要になってくる。受託側と委託側の作業のマッチングが必要になってくる。ぜひ、この農

福連携を推進してもらいたいんですけれども、今後、庁内での検討というものもあろうかと思うん

ですけれども、いかがでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

斉藤商工農林水産課長。 〔商工農林水産課長 斉藤 孝君登壇〕 

○商工農林水産課長（斉藤 孝君） 

障害者雇用という部分の行政につきましては、やはり、今、議員言われますように、商工農林水

産課と福祉事務所の連携が欠かせないものと考えております。従来ですと、福祉事務所との定期的

な、障害者雇用につきます定期的な会議が不足していましたので、今年度からは毎月、会議を持つ

ようにというふうに、担当のほうに指示しておるところでありまして、より綿密な連携を図ってま

いりたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

ぜひ、そのようにお願いしたいと思います。 

先ほども言いましたように、今度、これは直接、受託側と委託側だけ、農家と福祉作業所ばっか

りだといろんなミスマッチが出てきて、逆にほごを生じたりとか、それをうまくサポートしていく

のが行政じゃないかと思うわけであります。ぜひ、この行政の役割というのは大きくなると思いま

すので、連携をして取り組んでいただきたいことをお願いします。 

次、権現荘のほうにお願いしたいと思います。 

権現荘の経営計画についてということなんですけれども、権現荘、旧上能生小学校を増改築して

つくられた、その設立当初から地域の活性化、雇用、健康、福祉に寄与する中核施設として、地元

の上南地域を初め、地域住民に愛され親しまれてきた、なくてはならない重要な施設でありますし、

今後もその役割を期待して、これから伺うわけなんですけれども、まず、確認をさせてもらいます

が、今回このことを質問するに当たってネットを調べていたところ、支配人の過去において、講演

会をあるところでされています、講師となって。その講師の肩書といったらいいんでしょうか、紹
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介のところに経営支援再生コンサルタントというふうにあるんですけれども、その視点からの売り

上げ増とあるわけなんですが、大体、こういう経営支援再生コンサルタントという資格そのものが

あるのかどうか。また、そういうふうに呼んで、自分の講演をされてるのかどうか、それを把握を

されてるのかどうかを確認させてもらいたいと思います。 

○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 

 

〈午後３時３１分 休憩〉 

 

〈午後３時３３分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

支配人が、この権現荘に来る前ですけれども、シンセイ・ビジネス・コンサルタントさんですか

ね、コンサルタント会社に勤めておりまして、そのときに使っていた肩書ということでありますけ

れども、これは正式な国家資格であるとかそういうことではないんだということで、今、確認とれ

ました。〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

この正式なものではないけれども、権現荘に勤めるようになってからも、その肩書でやっていた

ということでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

支配人の肩書が、それが必要だったかどうかというのはもう全く関係なくて、支配人の職として

支配人の仕事をやるということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

権現荘に勤めていて、よそで講演をするに当たって、そういう売り込みといったらいいんでしょ

うか、しているということを聞いているわけなんですが。その辺の実績は、先ほど笠原議員がいろ
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いろと質問の中にあったのと、果たして合ってるかどうかということを、先ほど質問を聞いていて

思ったから伺ってるんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 

 

〈午後３時３５分 休憩〉 

 

〈午後３時３７分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

平成２６年３月１９日、赤倉温泉で講演をやった際に講師をやっておりますけれども、これは権

現荘の支配人という肩書で、権現荘のＰＲも兼ねて行ってきたということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

これは確認のために。こればっかりやっていると時間がもうほとんどないので、すみません、次、

伺います。 

３月議会以降、権現荘の経営内容について、市の広報を初め、新聞紙上や月刊誌、あるいは各議

員の議会広報などで広く取り上げられて、市民の中でもすごく関心が高まっているところでありま

すけれども、権現荘、能生事務所、市役所等には、このことについての意見、あるいは苦情を含め

て何か寄せられていたら紹介していただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

３月議会以降、その権現荘の関係について、私にじかにあったか、または周辺から入ってきたか

ということですけれども、私のところにはじかには聞いておりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

じゃ、何も、広報、こういったことはなったけれども、市のほうには反応はなかったというふう
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

たしか、そのものではないんですがほかの意見の中に、権現荘を少し例にして、少しあったかと、

私はちょっと記憶いたしております。それ１件、あったかなと思っています。ご意見直通便だった

です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 

もう１件伺いたいんですけども、年に二、三回、設備点検ということで、先日もありましたけれ

ども、２日間休みますわね。これは、決められているものでしょうか。それで、どれぐらいの経費

をかけてやっているものか。 

○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 

 

〈午後３時３９分 休憩〉 

 

〈午後３時４１分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

施設の定期点検についてですけれども、５月の第３水・木、１１月の第３水・木に実施をしてお

ります。こちらのほうは、権現荘の冷暖房の給排水の設備の保守点検業務をやっております。 

経費は、実は日々の点検と、その年２回の点検と合計しまして３１８万２,０００円ということ

になっておりまして、その４日間の部分だけ切り取るということはできないもんですから、総トー

タルでお願いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田中議員。 

○７番（田中立一君） 
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今の質問、かなり高額な経費がかかっているということで、経費の節減ということで聞かせても

らいました。 

以上、よろしくお願いして、私の一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で、田中議員の質問が終わりました。 

〔「議長、議事進行」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

議長、今回のこの答弁は一体、何なんですか。権現荘にかかわる問題になるたんびに休憩、休憩、

休憩で。これは、円滑な答弁にはなってないということでないですか。大体、所管の代表者が、後

ろへ行って支配人の話を聞かなけりゃ答えられないということは、全体の事務事業を全く理解して

いない状態で来てるということだ。すると、権現荘の支配人の答弁というのは、代理がきかない答

弁ということになりゃせんですか。 

もちろん、この件につきましては倉又議長に、前もって答弁者に権現荘の支配人をお願いします

とやったところ、倉又議長はしっかりと米田市長に対して、議会側、議長からの要望ということで

お願いをしてありました。 

しかし行政側は、その任にならずということで、これは市長が「じゃ、わかりました」というこ

とで、ここに答弁者として置けば、市長さえ同意すればできることなんですよ。だから、本日のこ

ういう遅延状態を予想して、先に何人もの議員が「いや、支配人に対しては、あらかじめ答弁者と

して用意していただくように」、その要望を受けて、倉又議長は市長にお伝えしたはずだ。 

どうするんですか、こんな一人ひとり、この後まだ何人も何人も、権現荘問題に対して質問する

のに、一々一々後ろへ、休憩とって行くんですか。こんな答弁ないですよ。議会をばかにするのも

いいかげんにしてください。初めてだよ、こんなん。１回や２回ならともかく。 

これ、議長、どうやってこの議事運営をしていくおつもりですか。 

○議長（倉又 稔君） 

まず、議長に対しての質問ですから、私のほうからまず答えます。 

答弁者の要請というのは、答弁者はまず市長が答弁する。それを、幅を広げるために、答弁者を

市長が選定するわけですけども、議長のほうは、答弁者はこういう人を答弁者として呼んできてく

ださいと要請はできますけども、強制力はありません。だから、後は理事者側の判断次第で、私が

幾ら「必ず、この人を答弁者に呼べよ」と言っても、これは強制力がないから要請だけの問題であ

りますので、私の議長としての答弁は以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古畑議員。 

○２０番（古畑浩一君） 

議会を代表する議会の長たる議長が、市長に対して、答弁者として権現荘の支配人を要請したと。

しかし、その要請について、行政側は受け入れなかったということですね。多分、こっから少し休
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憩とられるころ合いだと、私思うんですけどね、ちょっと行政側ともう一回、話し合ってください。 

市長ね、考えんならんのですよ、こんな遅延の行われるような議会の答弁、何回繰り返すつもり

ですか。そこは、休憩中少し議長とお話をして、対応をお考えください。ちょっと多過ぎますって、

休憩に入って後ろへ行く時間が。 

〔「困るよ、直球投げてもらわんと」と呼ぶものあり〕 

○２０番（古畑浩一君） 

直球投げてもらわにゃ困る。意味わからん。 

米田市長、答えられないんですよ、議事進行だから。質問と違うんで。 

だから、そこは後は、市長と議長で相談していただくしかない。だけど、議長、少しは議会運営

のこともお考えいただきたい。 

終わります。 

○議長（倉又 稔君） 

議事進行上の問題で、議長の采配は必要ですけども、強制力がないということだけは、承知して

おいていただきたいということです。 

ここで暫時休憩いたします。 

再開を午後４時、１６時といたします。 

 

〈午後３時４７分 休憩〉 

 

〈午後４時００分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

先ほどの、古畑議員の議事進行につき、休憩中に市長と協議をさせていただきました。 

本会議上の答弁につきましては、各部の長ということになっておりますが、ここに来てる部課長

以下の答弁は、市長から委任されている答弁者でありますので、なるべくこれからも休憩をとらず

に進行していきたいということでありました。 

それには、すぐ答えられないものは、やはり後ほど回答するか、どうしても確認が必要な場合は、

短い休憩で対応していくということで、先ほども、何といいますか答弁そのものを、間違った答弁

をしちゃいけないということで確認に走ったので、なるべくそういう資料はここへ持ってくるよう

に、私のほうからも要請しておきました。 

そういう面で、間違った答弁はしないように確認をとりに走った部分が多かったので、そういう

ことで引き続いて、このまま今までの対応とさせていくということで、一応、話をしました。 

議員の皆さんにおかれましても、発言通告書の内容を基本に、やっぱり質問していただきたいと。

細かい詳細のところまで質問するんであれば、やはり通告書に細かいところまで書いてもらったほ

うがいいし、本当に数字的なもので、間違っちゃだめだって確認とるようなものは、事前にやはり、

それぐらいのもんは担当課へ行けばわかりますので、そういう数字的なものは、質問の前にちゃん

とデータとして、私のデータはこうですけどもどうですかと、聞いてきたところこうだったんです
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けども、どうですかという、ここで確認するのはいいですけど、やはりそういうことをしないと、

ここの議事がスムーズに進行しない部分もあるということで、そういう話し合いをさせていただき

ましたので、議員の皆さんにもご協力をお願いしたいと思います。 

以上です。 

それでは、続けて一般質問を行います。 

次に、保坂 悟議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 〔６番 保坂 悟君登壇〕 

○６番（保坂 悟君） 

公明党の保坂悟でございます。 

発言通告書に基づき１回目の質問を行います。 

１番目の権現荘の経営については、こちらの広報いといがわ４月号の４ページの数字を使用して

おります。ケーブルテレビや動画を見られている方は、ご参照ください。 

それでは、質問を行います。 

１、民間登用した支配人の７年間の権現荘経営について。 

(1) 赤字収支の改善が目的である支配人の民間登用について。 

① 雇用前の支配人の経歴や実績はどのようなものか。 

② 民間手法で何を行ってきたか。 

③ ７年間で１億円を超える累積赤字は契約違反ではないか。 

(2) 支配人の７年間の成果について。 

登用前の平成２０年度の赤字額７４９万円を基準として伺います。 

① 平成２１年度の１,５３９万円の赤字理由は何か。 

② 平成２２年度の３,９１９万円の赤字理由は何か。 

③ 平成２３年度の１,８５３万円の赤字理由は何か。 

④ 平成２４年度の１３２万円の黒字は、前年度より１,９８５万円の改善であります。こ

のすばらしい改善はどのようなものか。 

⑤ 平成２５年度の１６万円の黒字は、前年度より１,９６９万円の悪化となりますが、そ

の理由は何か。 

⑥ 平成２６・２７年度は、なぜ原価管理、恐らく食材に当たると思いますが、原価管理が

突然不徹底になるのか。 

⑦ 平成２７年度赤字の理由は、日帰り入浴客の増加による燃料費の増加としておりますが、

その仕組みと管理責任は誰にあるのか。 

⑧ 赤字収支を度外視して、支配人を高く評価するのはなぜか。 

２、０歳から１８歳までの子ども一貫教育について。 

(1) 「生きる力」を育む具体的な小中高一貫教育システムについて。 

① 小学生における基礎学力と学習習慣の定着はどうか。 

② 中学生における学力向上プランはどうか。 
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③ 高校生における就職支援と進学の修学支援制度の構築はどうか。 

④ 小中高を通した礼儀やマナーの定着はどうか。 

⑤ コミュニケーション力の定着はどうか。 

⑥ メディアコントロールの現状と取り組みと成果はどうか。 

⑦ 「できる」という自己肯定感の育成はどうか。 

⑧ 「（仮称）将来目標の逆算シート」の導入の検討はどうか。 

(2) 糸魚川市教職員の負担軽減について。 

① いじめ・不登校の対応支援拡充はどうか。 

② 市独自の事務業務支援員の派遣制度はどうか。 

③ 市独自の子ども学習支援員の派遣制度はどうか。 

(3) スポーツや学習・習い事の教室との官民学連携について。 

① 各学校の弱点補強を民間力で補う制度はどうか。 

② 放課後や土日に希望する教室が開催できる仕組みはどうか。 

③ 全国大会で糸魚川の名を残すプランの創設はどうか。 

３、市民生活の支援拡充について。 

(1) 当市のテレビ番組、ケーブルテレビ等の番組になります、や資料映像などへの字幕導入に

ついてはどうか。 

(2) 避難行動要支援者の現実的な避難訓練について。 

各種災害に応じた個々の生活状態に合わせた避難方法や、家族等の申し合わせの確認はど

のように進めるか。 

(3) 高齢者世帯の常会役員等の支援について。 

① 平成２５年３月の一般質問より、常会役員や組長への支援策に変化はあったか。また、

定期的に地域の実情を把握しているか。 

(4) 生活困窮者支援について。 

① 当市における多重債務者相談の状況はどうか。 

② 低所得者の現状と当市の支援メニューの整合性はどうか。 

(5) 福祉分野における最先端技術の導入について。 

① 介護ロボットや各種支援装置の試験導入と大学連携はどうか。 

② 自動運転自動車等の導入とメーカーとの連携はどうか。 

③ 認知症用のＧＰＳやテレビ電話による安否確認の機器の導入はどうか。 

以上で１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

保坂議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目の１つ目につきましては、ホテル業に２７年間携わり、そのうち１０年間は支配

人を務めておりました。 
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２つ目につきましては、職員の接遇向上や料理の見直し、客単価の向上、収益体質の改善などで

あります。 

３つ目につきましては、施策による減収やコスト増が赤字の原因になっているものもあり、収支

の実績が、全て支配人の責任とは考えておりません。 

２点目の１つ目から５つ目につきましては、平成２１年度につきましては、前年度のリーマンシ

ョックによる影響と、夏場の旅行シーズンに長雨が続いたことから利用客が減少し、赤字を計上し

ました。 

平成２２年度につきましては、経営形態の転換を目的に取り組んだ本館閉鎖により、多額の赤字

となりました。 

平成２３年度につきましては、宿泊利用客数がふえましたが、本館閉館と東日本大震災の影響に

より、引き続き赤字となりました。 

平成２４年度につきましては、料金体系や食事プランの見直しにより客単価を上げることに成功

するとともに、食材の原価率の見直しにより収支を大きく改善し、黒字を確保しました。 

平成２５年度につきましては、施設の老朽化もあり、入り込みは前年度より減少しましたが、料

金体系の見直しにより収支は黒字となりました。 

６つ目につきましては、平成２６年度は消費税増税による原価の上昇であり、平成２７年度はリ

ニューアルプランでお得感を前面に出したこと、厨房の人員不足により半製品や冷凍品の利用が増

加したためと考えております。 

７つ目につきましては、平成２７年度の運営収支の赤字の主な要因は、４月・５月のリニューア

ル工事に伴う休館であります。 

８つ目につきましては、みずから積極的に誘客活動を行うほか、おもてなしや職員能力の向上、

客単価及びリピート率の向上といった経営改善に取り組んでおり、一定の評価をしております。 

２番目のご質問につきましては、この後、教育長から答弁いたしますので、よろしくお願いいた

します。 

３番目の１点目につきましては、能生ケーブルテレビでは字幕放送ができる設備ではないため、

簡易文字テロップでの対応を行っているところであります。 

２点目につきましては、民生委員と避難行動要支援者が打ち合わせを行い、個別支援計画書を作

成し、本人の同意を得た上で自治会や自主防災組織・消防団等の関係機関に情報提供をいたしてお

ります。 

３点目につきましては、地区懇談会や嘱託員会議の中で、地域の実情やご要望を伺って対応して

おります。 

４点目の１つ目につきましては、昨年度、多重債務の相談については４件あり、いずれも弁護士

や司法書士等への関係機関への紹介・つなぎ支援を行っております。 

２つ目につきましては、昨年度、家計のやりくりが原因となるケースが多く見られたことから、

今年度から家計相談支援事業に取り組んでおります。 

５点目の１つ目の介護ロボットの導入につきましては、市内の３事業所が国の支援を要望し、

６月上旬に内示が出たところであります。今後は、導入した３事業所の利用状況を踏まえ、検討し

てまいります。 
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２つ目につきましては、今後の動向を注視してまいります。 

３つ目の認知症ＧＰＳにつきましては、認知症高齢者の徘回対策として、導入自治体の状況等を

参考にしながら検討してまいります。 

また、テレビ電話につきましては、今後の利便性の向上等に注視してまいります。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もございますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

田原教育長。 〔教育長 田原秀夫君登壇〕 

○教育長（田原秀夫君） 

保坂議員の２番目のご質問にお答えいたします。 

１点目の１つ目につきましては、昨年度の全国学力学習状況調査の結果では、知識を問う問題で

全国平均並み、活用力を問う問題で全国平均を下回っております。また、家庭学習の定着は全国平

均並みであります。 

２つ目につきましては、今年度、学力向上プロジェクトチームを編成し、学力の向上に向けて取

り組んでおります。 

３つ目につきましては、資格試験受験料の補助や、ふるさと就職資金の貸し付け、ふるさと就職

資金お祝い補給金の給付を行っているほか、今年度から大学等を卒業し、Ｕ・Ｉターンする若者に

対し、大学等修学資金の返済を補助する制度を立ち上げ、若者の地元定着に向けて、就職・修学の

支援に取り組んでおります。 

４つ目につきましては、子ども一貫教育方針の中で道徳教育のほか、地域の社会活動、職場体験

で、異なる世代との交流を通して礼儀や言葉づかいを学習するよう進めております。 

５つ目につきましては、相手の話を聞き自分の考えを伝える方法を、グループ学習や学び合いに

よって高めております。 

６つ目につきましては、電子メディアに関する正しい知識とつき合い方を、児童生徒と保護者へ

啓発をしております。成果として、中学生のゲーム等に触れる時間は、全国平均を下回っておりま

す。 

７つ目につきましては、学校では授業の最後に児童生徒が学んだ成果を振り返り、確認するよう

指導を行うことで、自己肯定感を高めております。 

８つ目につきましては、キャリア教育で児童生徒自身が将来の就職、働く姿を描き、その実現の

ための目標を考えさせる取り組みを行っております。 

将来の目標の逆算シートの考え方として、目標を掲げ、その達成のために努力することは大切な

ことと考えます。 

２点目につきましては、教職員が一人ひとりの児童生徒と向き合える時間を確保するため、教育

補助員や相談員等を配置しております。今後も学校の実情に応じて、負担軽減策を検討してまいり

ます。 

３点目につきましては、学校応援隊事業を推進する中で、地域コーディネーターと情報交換を行

い、学習支援に向けた取り組みを調査・研究してまいります。 
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また、体育協会加盟団体等と連携し、ジュニア選手の育成を図り、各種大会に出場して活躍する

ことが糸魚川市の認知度向上につながると考えております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

それでは、２回目の質問を行います。順番どおりに行きます。 

市は当初、民間登用する支配人に何を期待して採用をいたしましたか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

お答えいたします。 

権現荘支配人の募集ということで、募集要項が出てまいりました。それで、採用の目的が書いて

あります。読み上げますけども、宿泊施設等で高い実績を上げ、権現荘に民間的な経営手法を導入

することができる人材を登用するためであるというふうに書いてあります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

７年間で１億円を超える赤字は想定されてましたか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

７年間で１億円という赤字の額ですけれども、これが、ひとり歩きしているような感じもしてい

るんですけれども、私たちのほうでは、この全てが支配人の責任になるかどうかということで、い

ろいろその分析をしております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

そうしますと、今度、支配人の報酬額は当初６０万円と決めておりますが、その基準は何か。ち

なみにまた、これまでの契約期間と年間報酬を教えてください。要は、平成２１年から契約されて

おると思いますが、その額と決定根拠も説明していただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本総務課長。 〔総務課長 山本将世君登壇〕 

○総務課長（山本将世君） 

お答えいたします。 

一番最初、支配人の部分については、公募をしたときにつきましては、給与を支払うという形の

任期つきの一般職員でございました。そのときには、前歴の給与、民間にいたときの給与と、私ど

ものほうに募集公募のときには、市のほうの参事職程度というような公募の中でやっておりまして、

それで一番最初の給与料金を決定させていただいております。 

それからの給与につきましては、個人保護の部分の中で、給与の関係でございますので、明確に

はお答えすることはできません。 

その後、５年の任期が終わった後につきましては、先ほどからお話がございますように特別職非

常勤職員ということで、月額６０万円というような形で雇用となっているものでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

その給与のときと、また月額６０万円の導き出した根拠は何ですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本総務課長。 〔総務課長 山本将世君登壇〕 
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○総務課長（山本将世君） 

お答えいたします。 

非常勤特別職に当たるに当たりましては、その任期つきのときの給与の年額等を勘案する中で、

おおむねという形で決定をさせていただいているものでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

次に、権現荘は公営の宿であります。民間の宿とは経営や運営には、そもそも違いがあると思い

ますが、具体的にはどのようなところを工夫・改善されたのか。それが、そもそもの赤字の改善に

どのようにつながっているのか、その辺ご説明ください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

まず１点目が、料理の改善ということで、支配人が来る前までは公共の宿ということで、ビジネ

スプランでいくと６,５００円ですとか、大体、普通でも７,０００円ぐらいの宿でございました。

そういったところが、行き詰まったといいますか、それ以上のものが出てこないということで、民

間の支配人を登用して、この経営の立て直しということで切りかえたところが、料理を改善しても

っと高額なプランの設定ができないかということで、部屋代と料理代を分別するということが取り

込まれました。料理が少しずつ内容をよくして、金額的にも上げていくということで、宿泊の料金

が少しずつ上がっていって、経営が安定化したということであります。 

それと、人件費の関係を見直さなきゃならないということで、特に支配人が来た、まだ当時は市

の正職員が現場に何人もいて非常に高かったということで、こういった人たちを臨時職員に切りか

えていくことによって、人件費が下がるということがあったもんですから、それに取り組んだとい

うことでございます。 

また、柵口温泉郷の中で競合を避けたいということで、料金的な差別化を図って、先ほど申しま

したとおり宿泊料金を引き上げることによって、誘客の中でけんかをすることがないというか、競

合することがないような環境をつくっていったということでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

公営の宿として、地元の商品や業者の利用はもちろんなんですが、地元の地域の方とお土産物の

共同開発とか福祉施設・福祉団体がつくる物を権現荘でアレンジ、または販売するといった取り組

みを積極的に行ってきたのか、その辺いかがなもんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

一番目立つところは、海洋高校との連携ということで、能水商店さんが生産した物を、売店のほ

うで売るということがございます。また、上南地域の活性化の協議会ですか、クラブがございます

けれども、そちらのほうと、この春、朝市をやりませんかということで協議を始めて、トラック市

みたいな形のものを協議していきましたけれども、ちょっと調整不足で、今、実現化しておりませ

んけれども、今後もまた引き続き、協議をしていきたいというふうに考えています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

支配人が着任されてから、地域の方に喜んでいただく企画というものは、何か行いましたか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

これは、企画と呼べるかどうかわかりませんが、サービスということで、地元の能生の谷、いろ

んな団体の方が登ってこられて、入浴と宴会をお楽しみになる。敬老会ですとか、いろんなグルー

プの会がございますが、そういったときにいろんなサービスをして、喜んでいただくというふうに

努力しているというところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

そのいろんなサービスを聞いてるんです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

具体的には、カラオケ無料であるとか、お酒の、これは基準というのか支配人の判断の中で、こ

れぐらいサービスというようなことを、取り組んでいるというふうに聞いております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

それは、いわゆる支配人の裁量権で、カラオケ無料とお酒が無料ということでよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

はい、そのように考えてもらって結構です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

権現荘の設置目的から考えた場合に、私の言った企画というのは、地域の方を盆踊りでも何でも

いいんですが、そういった催し物をやって、権現荘のことを理解していただくとか、または日を決

めていただいて、特別に何かを、お風呂を無料でサービスして懇親を深めるとかそういったことを

して、地域の方にこの権現荘の存在であったりとか、利用・誘客を図るきっかけづくりにするとか、

そういうことを言ってるんで、何もこのカラオケを歌わせただとか、お酒、おちょうしをつけてサ

ービスしたとか、そういうことを言ってるんじゃないんですよ。あのね、根本的に考え方おかしい

と思いますけど、その辺いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

保坂議員のおっしゃっている、地域の人を対象にした企画ものといいますか、交流を促進するよ

うな何かの新しい取り組みということでございますけれども、今のところ、そういうところは非常

に弱いということで考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

よく答弁を聞いていて、料理の改善等とよくお伺いするんですが、宿泊客に対して喜んでいただ

く企画というのは、何か行ってきましたか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

例えば浴衣ですね、１種類の物ではなくて、何種類かある中からお客様が選んで、自分の気に入

った絵柄と色合いの物を選べるようにしてあげると、そういうようなことは取り組んでおります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 
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民間手法で、それをしていただくために支配人を雇っているわけですよね。何か、お客様を喜ば

せるような、私も以前から言っているとおり、地域の伝統行事であるとか、何かスタッフと一緒に

マジックショーでもいいですわ、何かこう、そんなにお金かけなくても、来ていただいた方に感謝

デーみたいな形で何かをされるとか、雪が降ったときにはその雪を使って何か、かまくらをつくっ

てお汁粉を振る舞うだとか、何かそういう考え方だとか感覚って、支配人これ、２０年勤めて

１０年間どこかで支配人されてるんですよね。そういう何か、発想とかってないんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

よく温泉のテレビ中継で、従業員の方々が太鼓をたたくですとか、また広間へ行って、みんなで

盆踊りやるとか、そういうのはよく中継で見ますけれども、今の権現荘のスタッフ、ずっと見てお

りますけれども、ちょっとそういうことを取り組むというだけの体制になっていないというふうに

考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

余り言いたくありませんけど、プロフェッショナルでやるとかそういうことを言ってるわけじゃ

ないんですよね。やはり、来ていただいたお客さんに喜んでいただくという、そういう精神性が見

られないんで、残念だなということであります。 

次、先ほどもちょっと答弁あったかと思うんですが、民間手法による雇用形態を、少し工夫され

ていたような答弁あったんですが、もう少し詳しく教えてください。正職員の臨時化とかそういう

ことですかね、ちょっと教えてください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

平成２２年度のときに、市の正職員、まだ４名おりましたけれども、このところ平成２３年には

全員、一般会計のほうに振りかえて事務所に返したというような扱いになっております。そのこと

によって、かなり人件費が削減されたという実績を残しております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

それは、支配人じゃなきゃできなかったことですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

これは、権限は市でございますので、市のほうの対応でそうなったということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

そこが、まやかしなんですよ。支配人がいてもいなくてもできることなんですよ。でも、６０万

円の報酬を払ってるんですよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

素朴な疑問なんですけども、今、今回２,１００万円の赤字で問題になってますけど、これまで、

誰もこれについて精査というのはしてないんですか、歴代の担当職員であるとか。どうなんですか、

その辺。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

３月の定例会以降、非常に権現荘のことがテーマになっていろいろ論じられている中で、私たち

も一生懸命、この収支というのをさかのぼっていろいろ調べていく中で、こういうものが出てきた

わけでございまして、過去においてこういうものを計算したという例がなかったようなので、今回、
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職員にも全ての経費について当たらせて、過去においてもこういった例があるのかないのか、よく

計算してみようということで、指示を出しております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

これまでずっと、私も支配人のいわゆる裁量権ですかね、後は、その裁量権と事務所長との連携

の中でいろんな数字が、その数字が経過してきたんだと思ってたんですが、これはあれですか、だ

からもう平成２１年度、もっと言えば支配人を登用する前から、こういう管理体制で来たというこ

とを、今おっしゃったんですけど、それでよろしいですか。支配人だけではなく、市職員が、全体

がずさんな管理をしてきたということを言ったんですよ。それでよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

ずっとの会計の状況、権現荘の特別会計でございますけれども、収入については、いわゆる日ご

とにしっかりと計上して日計的に処理をいたしておりますけれども、支出については、総務文教常

任委員会でもご指摘がありましたように、日計管理がこれまでの間なされてこなかった。というの

は、日ごとに出ていく管理できる経費と、あるいは施設の点検費用のように、市全体の点検費用と

合体して処理しているようなものについては、案分すれば物理的にできるんですけれども、そうい

うものを一括して後から上げていたというような状況もございまして、日ごとの日計管理ができて

いなかった。そういう点について、今回、新たに改めて、特に平成２８年度については、日ごとに

経費も計上しながら日計の管理をし、収支を的確に把握しながら改善に努めていくということで取

り組みをいたしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

ここでちょっと確認させていただきたいんですが、私、今回の質問、７年間の支配人登用からの

経営のことにお伺いしておるんですが、今ほど、答弁聞いてますと、いわゆる平成２７年度のこと

について何か回答されているようなんですが、７年間のことの答弁をいただきたいんですけども。

そこ、もう一度お願いします。 

○議長（倉又 稔君） 

管理体系ですね。 

○６番（保坂 悟君） 

はい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

先ほど申し上げたのは、平成２７年度だけではなくて、平成２６年度・２５年度、会計処理の収

入と支出の日ごとの管理という部分では、これまでの間、日ごとに収入・支出を管理するというよ

うな形はとってこなかったと。そのために、収支の結果を明快に出すのが後になって、なかなか速

やかな改善に結びついてこなかったというのが、今回、ご指摘をいただきながら管理をする中で、

改めて改善しなければならないと。そういう部分については、リニューアルの段階でも、改善しな

ければならないということで取り組みをしてきたところでございますけれども、特に平成２８年度

からは、日ごとの管理をしっかりするということでのご指摘も、皆様方からのご指摘もあって、平

成２８年度からさらに強化をしたということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

部長、ちょっと心配になってきました。 

日計は、平成２１年度じゃなくてずっと、支配人が来る前から全然やってこなかったということ

なんですか。私はずっと、事務所長が平成２６年・２７年度は自分の責任だって、この場で言われ

たんで見てこなかったんだろうと思ってたんですが、そうではなくて、日計とかそういう管理は、

もうずっと前から管理してこなかったっていう答弁でよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

しっかりした、今、平成２８年度から取り組むような形での日計の管理は、過去においては、し

っかりなされていなかったと。後から経費の部分を割り振って、収支管理を確認していたという部

分もあったということであります。それを、より強化をしたというのが平成２７年・２８年度とい

うことであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

正直、ショックでした。私、勘違いしてました。平成２６年・２７年について問題が、事務所長

が見られて、その責任があって、管理できなかったからということで、織田副市長、部長、皆さん

減給処分されたと思ってたんですけど、そうなるとちょっとまた、責任の問われ方が大きくなりま

すよね。もしかして、この間の処分が、今の言った全部の処分に該当してるというふうに考えてら
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

これまでのいろんな取り組みも含めまして、結果論としてということで、私は受けとめています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

それはおかしいです。 

だって、今回は平成２７年度の赤字補てんについて出てきたから問題になって、それについての

減給処分ということを決められたんですよ。でも、今の話を聞いていると、支配人来る来ないにか

かわらず、日計管理もずさんであって、 

                              さらに、職員の処理について

も支配人は関係なく、市の制度で変えたんだと。じゃ、支配人雇う必要ないじゃないですか。月額

６０万円払って７年間。市職員がやってたときだって、７００万円ぐらいの赤字ですよ、７５０万

円ぐらいの。そのまま７年間やったって４,９００万円ぐらい、５,０００万円ぐらいの赤字ですよ。

でも支配人入れたら、市のやり方かもしれませんけど１億円超えてしまっているんですよ。じゃ、

何のために民間登用されたんですか。私は民間登用の制度って、すごくすばらしい制度だと思って

るんですよ。今回、こんなにポンコツにされたくないんですよ、本当は。もうちょっと、きちんと

した答弁をしてくださいませんか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

権現荘のほうの、過去の歴史を振り返りますと、温泉センターが昭和６２年にオープンしました。

それから、権現荘は昭和６３年にオープンしております。その後１０年間は、非常に収支のほうは

よかったということであります。特に、入り込み客につきましては平成１０年がピークでございま

して、年間で１２万５,０００人という数字であります。権現荘、温泉センター両方でですけども、

１２万５,０００人であります。ただ、平成１２年、したがいまして平成１０年から１１年・

１２年と、この３年間が一番ピークになっております。そのとき、それぞれの収益から基金を積み

立てました。それが約７,０００万円であります 

ところが、平成１３年から非常に、収支が少しずつ悪くなってきたということであります。その

原因は、やはり平成１２年に「うみてらす名立」がオープンしたということで、うみてらす名立と

の競争の中で、だんだんだんだん収益が悪くなったということであります。そういったこと起きま
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して、そのとき収益が悪いですので基金を取り崩してきたと。約７,０００万円あったものを取り

崩してきて、それが平成２０年・２１年でゼロになるということであります。これでは大変だとい

うことで、民間の経営手法をできる支配人を呼ぼうじゃないかということで、今回、そういうふう

にさせてもらったというものであります。 

ただ、会計的には全て、何といいますか普通会計でございまして、一般的な企業会計をしてなか

ったということであります。したがいまして、日計とかそういう経理をしてこなかったところが実

態であります。それはもう、昭和６２年・昭和６３年からそうであったということであります。 

以上であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

今の織田副市長の答弁でいいですか。今のでいいですか。 

だって、行政のやり方でそういう傾向、赤字が出てきてこうなったって、今おっしゃったんです

よね。それで、民間登用で、民間手法で改善を求める形で支配人を雇われてますよね。 

 

                                何を言ってるかというと、

支配人の役割はどこでどういう成果を上げたというのは、さっぱりないんですよ。いてもいなくて

も一緒だったということを言ってるんですよ、ずっと。わかりますか。いてもいなくても一緒って、

今ずっと言ってるんですよ、お二方は。だから、私は成果を聞いてるのにあなたたちは、支配人に

責任はない責任はないと、いろんなことを並べて立てていますけど、じゃ、月額６０万円の報酬に

対する彼の成果というのは何なんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

私の方で今、申し上げたのは、会計処理の仕方であります。したがいまして、柵口温泉の特別会

計につきましても、一般会計と同様な経理方法をしてきたというのはあります。ただ、本来ですと

企業会計にすべき、ガス・水道のように企業会計にすれば収支もきちっとわかりますし、その辺は

よかったんではないかということで、今、反省をしておりまして、その辺の手法を今回、平成

２７年の決算なり平成２８年度で、そういった手法を取りたいということであります。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

 

 

 

 

 

 

それと先ほどの、支配人いなくてもよかったんじゃないかということで、お話ありましたけど、

これはとんでもないことでございまして、支配人が必要だった、また支配人に求めるところってい

うのは、やっぱりビジネスモデルをしっかりするっていうことだと思っております。曲がりなりに

も公共の宿ということで、６,５００円とか７,０００円のところから、今、平均でも大体１万

３,０００円、またそれ以上というぐらいの平均の利用単価になって、食のブランド化に係って、

コンセプトを「食の館」ということで取り組んでいます。とにかく、権現荘へ来れば、おいしいも

のが食べられる。今、フリープランでも、金額だけ頼めばまず間違いなくおいしいものが食べられ

るということで、安心して注文をいただいているという状況でございますので、そこまで持ってく

るところが、支配人の仕事だったんだろうなということでございます。このビジネスモデルの確立

というところでは、支配人の力量は非常にあったのかなというふうに評価をしております。 

○議長（倉又 稔君） 
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議長より、答弁者のほうにお願いをいたします。 

答弁者によってそれぞれ相違がないよう、答弁について整合が図れるような答弁をお願いします。 

それではお願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

 

 

 

 

これね、言いたくなかったですけど、能生事務所長は、先ほどの笠原議員の、この平成２８年

５月２６日の能生事務所発行の平成２１年度就任以降の小林支配人の改革・改善取り組み一覧とい

うのを出したときに、何て言ったか知ってますか、議員のことを棚に上げて。そこ聞いてますか、

事実。どういう挨拶をされたか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

５月２６日でございましょうか、観光協会の能生支部の総会の折に、今、保坂議員がご指摘をい

ただいておる資料に基づいて、能生事務所長が支配人の功績、これらについて説明をする中で、議

員の皆さんからも反対があるというようなことも含めて、何か発言をされたというのを、私、後日

ある人からお聞きいたしました。それで、能生事務所長には非常に不適切な言動であるということ

で、即刻、厳重に注意をし、そのようなことはやめるように、そのように指導いたし、本人もその

話に了解で、大変不適切であったということで反省をいたしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

反省している姿ですか。 

私が聞いてるのは、糸魚川の３人の議員が、非常にこの権現荘に対してしつこいと、話がわかっ

てもらえないんだというふうに伺っております。間接的なんで、その言葉の正確性については何と

も言えませんけども。だったら、委員会でちゃんと言えばいいじゃないですか。おかしいんですよ、

その当事者がいないところで、いろんなことを言うというのは。尾ひれはひれつくんですよ。当事

者同士できちんと話し合えばいいんですよ。 
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               とても、さっき部長が言ったように反省している姿に、私は思

えませんけどね。 

議員は議員で、命がけでやっておるんですよ。何ですかそれ。あなたたちは、ずっと保障される

かもしれませんけど、こっちは４年ごとにちゃんと任期があるんですよ。いいですか、半端な気持

ちでここへ立ってしゃべってるんじゃないんですよ。 

今の言葉、撤回してもらって、その反省のこともきちんと言ってもらって、どの議員のことを言

ったか知りませんが、きちんとちゃんと謝罪してくださいよ、そうだったら。 

○議長（倉又 稔君） 

一般質問の途中でありますが、この状況でありますと、午後５時を過ぎることが予想されます。 

午後５時を経過して延長するということを、ご了承願います。 

これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

では、延長をしてこの一般質問を続けることにいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

５月２６日の当日でございますけれども、その会場の中で、その資料を使って話をした中身につ

いては、議会のほうの３月定例会から、非常に小林支配人のほうに厳しい言葉をいただいていると

いうことで、私とすれば、非常に早く落ちついてもらいたいという趣旨でお話をしましたけれども、

議員さんの名前って、一切出しておりませんし、そういうところは抵触しないように気をつけて発

言したつもりであります。 

あと、こちらの内容について、独断でそういう会議場で配付して説明したということについては、

本当に適切でなかったのかなということで反省をしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

市長、こういう職員の資質でよろしいですか。市長は、市会議員の経験も踏まれてきています。

名前を言ってなかったからいいんです、しつこい。でも、しつこくさせてるのはどっちですか。き

ちんとした説明もしないで、とぼくれたようなことばっかり言って、人をいらいらさせて。どこが

反省しているんですか。ちょっとおかしいんじゃないですか、市長。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 
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非常に皆様方に、ご迷惑をおかけいたしておる点については、おわびを申し上げる次第でござい

ます。今ほど、副市長並びに部長が申し上げておりますように、精査をしながらしっかりとした答

弁をしていかなくてはいけないということに、これからもしっかりしていかなくちゃいけないと思

っております。今、ご指摘いただいた点については、その旨しっかり整理をしながら進めていきた

いと思っております。まことに、ご迷惑をおかけしたことをおわび申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

今、私たちに謝りをされましたけども、何というか、職員の資質をもっと向上させる努力をして

いただきたいと思います。 

続けます。権現荘を、今度は指定管理者制度に移行したいという方針を打ち出されて、２年間の

営業成績を見てその改善状況を見るというふうにあるんですが、要は、この支配人に責任はないと

言いつつも、支配人が累積赤字１億円を出していることは事実でありますからそれを踏まえて、今

回も２,０００万円の黒字目標、平成２８年度も１,８００万円の黒字目標ってあるんですけども、

それを１年間だけの改善状態を見て、本当にこの指定管理に移行できるとお思いですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

リニューアル後、昨年の８月から本年の７月までの１年間の状況を見ながら、そしてその黒字の

基盤を分析・把握しながら、指定管理につなげていきたいということで考えております。 

特に、内容的な収支の分析をし、指定管理までの間に２年間というような形で状況を見ていくと

いうご説明をしてきておりますけれども、できれば少しでも前倒しをする中で、指定管理に入れて

いきたい。指定管理によることによって、より民間的な手法を取り入れた運営ができるというもの

と思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

私、今、何でこんな質問をしたかっていいますと、もし指定管理者になって、黒字経営がもしさ

れたとした場合に、７年間の支配人の仕事は何だったんだろうということです。もし、指定管理者

に移行されて、赤字が今と同じような状態でもし続くんであれば、じゃ、支配人は７年間でこの赤

字が出ないような仕組みづくりというのを、民間手法でできなかったって、両方、どっちに転んで

もよくなかったということになるんですよね。その辺、どういうふうに捉えますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 
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○能生事務所長（原 郁夫君） 

平成２８年度につきましては、先般の予算審査特別委員会の中で１,８００万円の黒字を目標に

頑張っていくということで説明したところでございます。それについては、支配人も私たち能生事

務所のほうも、頑張っていけば達成できるんではないかなという見込みの中でやっております。 

特に、春先から４月・５月と状況を見ておりますけれども、売り上げのほうは減っておりますけ

れども、原価率、私たちの約束した４５％以内を確保して、何とかその目標のところの収支と大体

合わせる、拮抗をするところまで、ここ２カ月間はやってきたということで、残り１０カ月を頑張

って何とか黒字の幅を上げていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

質問を変えます。 

続きまして、支配人の７年間の成果についてであります。平成２１年度の１,５３９万円の赤字

理由ですけども、先ほど答弁いただきましたが、平成２０年度、前年対比でいくと２倍の赤字にな

っております。この決算の際に、この主な赤字の分析等を行って、次の年、翌年の年の対策ってと

られてると思うんですよね。そのときの、年度当初の黒字目標は幾らで、ちなみに宿泊者の１人単

価というか、どのくらいの設定でその目標を設定されてるのか、ちょっとお伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

平成２１年度から２２年度にかけて、前の決算を生かして、どういうふうにその目標を立てたか

ということでありますけれども、このときには、先ほどの説明の中にもありましたけども、本館部

分での宿泊の受け入れを休止をしたということで、残念ながら数的には３,０００人ほど宿泊は減

っております。このあたりは確認したんですけれども、業態の変更を進めるためにどうしても必要

な措置であったということで、本館の利用者は非常に苦情が多くて、もうひっきりなしに苦情が来

ていたということでございまして、また新たな食の館ですとか、そういった食を前面に出した少し

高級感を持って売っていきたいという中で、業態変換をするために、思い切って本館部分を閉めた

ということでございます。残念ながら、利用客は減っているなということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

質問に全然答えないんですけど、どうしましょうか。 

○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 
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〈午後５時０６分 休憩〉 

 

〈午後５時０７分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

今ほど、質問の内容がよくわからないということなので、いま一度詳しく聞きたいということな

ので、今、反問を認めますので、保坂議員のほうでもう一遍、質問の内容を詳しくちょっと説明し

てやってください。 

○６番（保坂 悟君） 

行政は、権現荘において、新年度のときに経営計画を立てております。平成２７年度・２８年度

は２,０００万円、１,８００万円というふうに、黒字の目標値を掲げております。それは、いろん

な逆算をされて、客単価も大体想定して、固定費も見てそういう黒字目標を立ててるかと思います

ので、そういうならわしからいけば、平成２１年度・２２年度・２３年度・２４年度・２５年度・

２６年度と、その当初計画のときの黒字目標値というのが出されているかと思うので、それを教え

てくださいということです。今は、平成２１年度・２２年度のところをお伺いしたところです。 

○議長（倉又 稔君） 

反問を終了いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

各年度の経営計画ですとか単価の目標ですとか、黒字を想定どれぐらいということで質問ござい

ましたけれども、今、ちょっと手元のほうにその資料がないものですから、お答えできません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

私は通告書にご丁寧に、平成２１年・２２年・２３年・２４年・２５年・２６年・２７年と赤字

の理由を聞いております。当然、赤字が出れば対策をとられますよね。そしたら、次年度の目標値

は決めますよね。少なくとも平成２７年度と２８年度は明確に決めておられますよ。調べて報告し

てください。それについての質問がありますから。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

それでは、調べて報告をさせていただくということでよろしくお願いします。 

○議長（倉又 稔君） 
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暫時休憩します。 

再開を５時３０分といたします。 

 

〈午後５時１０分 休憩〉 

 

〈午後５時３０分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

 

 

 

 

平成２１年の予算編成のときに計算した入り込みの見込み、日帰りの見込みについては、平成

２１年は宿泊の数は１万４,７００人、日帰りが２万８,７００人ということであります。 

以下、全部読んでいきましょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

何度も言いますが、平成２７年度・２８年度のように黒字目標値が知りたいんです。その根拠、

その算出根拠も知りたいがゆえに、その目標値を確認させてください。 

○議長（倉又 稔君） 

先ほど言ったように、過去５年赤字が続いているのだから、累積で赤字が続いているのだから、

やっぱり平成２７年度か２８年度、目標というのがある程度、目標値を決めてやっているわけでし

ょうっていうことを、その目標の結局、根拠みたいなものを出して、ちゃんとやってるかというこ

とを答弁させればいいでわけですね。 

○６番（保坂 悟君） 

いいですか、しゃべって。 

平成２７年度・２８年度のように・・・。 

○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 

 

〈午後５時３２分 休憩〉 
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〈午後５時３５分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

平成２１年度からの入り込みの見込み、また日帰りの見込みについて、今、数字を拾ってまいり

ました。これを読み上げますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、平成２１年度が入り込みの見込みは１万４,７００人と、日帰りの見込みは２万

８,７００人ということでございます。平２２年度は１万４,９６０人、日帰りは２万８,０７０人

です。平成２３年が、宿泊の入り込みが１万３,８８０人、日帰りが２万６,１２０人であります。

平成２４年は、宿泊の入り込みが１万４,２００人、日帰りの人数が３万４,６２０人。続いて平成

２５年は、宿泊の入り込み予定が１万２,４００人、日帰りの予定が３万１,５７０人。続いて平成

２６年度、入り込みの見込み予定が１万２,４００人同じく、それと日帰りが３万１,５７０人、前

年と同じくということでです。一応、人数での目標を定めて予算を組んでいたということでござい

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

ということは、黒字目標値というのは、平成２７年度から始まったということでよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

平成２６年の特別会計の予算を見ても、基金の積み立て等の会計は出てまいりませんので、収支

を合わせたんだと思います。 

黒字目標を設定したのは、平成２７年からです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

支配人を登用したのは、民間手法の取り入れだと思うんですね。その黒字目標がないというのは、

どういうことなんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 

お答えいたします。 

黒字にしたいということでは本当にあの、この黒字の目標はないわけでございますが、やはり収

支をとる中において黒字に持っていきたいという気持ちの経営をしてきたわけでございまして、黒

字目標というのは掲げてこなかったということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

そうしますと、せっかく民間登用されたのに、最初から目標設定としては差し引きゼロというこ

とでよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

以前のところでは、ずっと赤字が続いていた状況が平成１９年・２０年とございまして、それら

を解消するというところを大きな、最初に支配人から来ていただいた目標という形で設定をし、先

ほど申し上げたような形での目標設定、目標値にして、宿泊者数あるいは日帰りの人数という形で

行ってきております。収支については、赤字を解消するんだということでの目標設定であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

民間手法で人数で経営するというのは、あり得ないんですよね。人数で幾らはかったところで、

ご利用になられるお客の金額料金、または料理の中身、全部違ってくるわけですよ。なぜ、民間登

用しているのに、これまでどおりのやり方だったんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

それは、先ほど能生事務所長もお答えいたしましたけれども、一定の歳入のもとに支出がある程

度、固定的な経費が非常に多くあったというような状況で、固定的な経費を改善し、それで赤字の

解消につなげていこうというようなことで、当初の段階では話をし、そのような目標設定で進めて

きております。その後、指定管理に向けての中で一定の黒字を確保して、指定管理につなげていき

たいというようなことで、平成２７年度・２８年度、今、黒字の目標を設定して、取り組みをして

きたということであります。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

今、部長の前段の答弁だと、また堂々めぐりになりますよ、支配人に対しての答弁。改善するた

めに、支配人登用したといいつつも、先ほど行政のシステムを変えて、その正職員とかを転換した

ということを言ってたんだから、また同じこと繰り返すつもりですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

支配人登用の中では、特に営業的な面、お客をふやす面、そういう面で特に民間的な手法を取り

入れて対応いただくというようなことを特に求めて、そのような対応を当初の段階ではしていただ

き、その後の今日につながってきておるということであります。特に、平成２６年度・２７年度に

ついては、指定管理に向けてその基盤をつくるべくリニューアルをしようということで、平成

２６年度・２７年度はリニューアルに伴った工事期間もかかわって赤字になったという現状である

わけですけれども、全体的な流れでは赤字を、支配人が来る前の赤字体質の部分を改善し、そして

特に営業の部分等を強化する中で、また固定経費も削減する中で今日、リニューアルの前の取り組

みを進めてきたということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

余りいい回答じゃないので、次に行きます。 

平成２２年度の赤字額は３,９１９万円ですよね。備考欄では、旧小学校の部分の宿泊を中止と

あるんですが、３,３８４人の減少がこのもろの赤字の額というふうに捉えてよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

はい、それが一番大きい影響があったと思っています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

ちょっと考えていただきたいんですけど、ちょっと逆算で申しわけないんですが、３,３８４人

で、もし１万円の宿泊客だとしますよね。そうすると、純利益が１割もしくは２割と考えたときに、
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こんな多額の赤字になりますか。これ、１０割の減になるんですよ。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

平成２２年度につきましては、今、能生事務所長が申し上げたところのほかに、日帰り入浴料金

を２７０円、当時から現行今、１人５００円になっておりますが、大人１人７７０円から５００円

に引き下げた。それがちょうど、平成２２年度の年度途中から、そのような対応をしております。

その部分について、ちょっと人数が今、手元の資料ではわかりませんけれども、その部分も含めて

減収分になっていると。その結果、３,９００万円の赤字の主な要因というふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

３,３８４人の場合でも３５０万円ぐらい。２割で考えても６００万円ぐらいの減ですよね。そ

んで、さらに日帰り客が前年が２,６５３人、平成２２年が２万７,１０７人で、２,０００人ぐら

い減なんですよね。それに、さっきの何十円ですかね、アップした金額掛けてこんな赤字になりま

すか。 

○議長（倉又 稔君） 

答弁はいかがですか。 

暫時休憩します。 

 

〈午後５時４８分 休憩〉 

 

〈午後５時５３分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

大変失礼いたしました。 

平成２１年と２２年を比べますと、先ほど保坂議員が言われるところでの平成２１年度の赤字が

１,５３０万円ほど、それから平成２２年度の赤字が３,９００万円ほどであります。平成２２年度

に赤字がふえた分については２,４００万円ぐらい、前年度に比べて赤字がふえたという状況であ

りますけれども、その状況の変化を分析すると、先ほど申し上げました本館の宿泊の受け入れをや

めた、それから、日帰り入浴の大人の単価を７７０円から５００円に引き下げた。そういうことに
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よって、収入が減ったと。経費についても、当然それに付随して変動経費も下がるべきであります

けれども、経費については固定的な経費が前年度とほぼ変わらなかったということで、平成２２年

度は３,９００万円余りの赤字となったという状況でございます。 

詳細なところについては、当時やっぱり、経費の細かい分析ができておりませんので、詳細なと

ころに至っては、現時点で残ってる資料では、ちょっとそこまで分析できないと。そういうことも

含めて、やっぱり損益計算書なりをしっかりつけていく必要があるというふうに改めて感じ、現在、

改善に向かっての取り組みをしているところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

７５０円から５００円に、その２５０円分掛ける何人で計算すればいいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

大変申しわけありませんけれども、現在、手元にあるところでは、日帰り入浴客の全体数しかな

くて、月ごとの細かいものがないものですから、年度途中で、先ほど申し上げました料金の引き下

げをしておりますけれども、日帰り入浴客は２万７,１０７人、これは年間通じてです。年度途中

で、じゃ、料金を引き下げたことに何人分当たるかというのは、ちょっと月ごとのデータが、ちょ

っと古いデータについて、今、持ち合わせがないものですから確認ができないので、申しわけござ

いませんけれども、その点ご容赦をいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

２５０円の差額に、その２万７,１０７人だと６７７万６,７５０円ですよ。計算の仕方おかしい

ですか。 

○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 

 

〈午後５時５８分 休憩〉 

 

〈午後６時０１分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開します。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

平成２２年度ですが、１月から３月までがその２７０円の影響がありますので、６,４１５人で

１７３万２,０００円というふうに出てまいります。１７３万２,０００円の影響であります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

そうしますと、先ほど１万円というちょっと雑駁なあれですけど、宿泊客が１万円としてその

２割がもうけ分としても、今のその１７３万円ですか、到底その３,０００万円という赤字には至

らないんですよね。それは行政の見落としもありますし、民間登用した支配人も当然、数字を見れ

るわけですよ、先ほどの肩書でいくとコンサルタントか何かやってたみたいですから。それを、な

ぜ見逃したままになってるのかというのが疑問なんです。行政の見落としも問題ですし、支配人が

民間登用の役割を果たしてないということも、今、そこで証明されているわけですね。それを、潔

く認めて、今後どうするかということを考えなきゃいけないんじゃないですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

支配人が権現荘に就任したのは、平成２１年の４月１日であります。その年度については、先ほ

ど申し上げましたように赤字が１,５００万円ほどです。来てすぐに、全部を改善につながれば理

想的でございますけれども、なかなか難しかった部分があったのかなというふうに思っております。 

それで、今ほど議論になっております３,９００万円の平成２２年度の赤字でありますが、先ほ

ど申し上げましたように、宿泊の本館部分の受け入れをやめて、その部分が大きく、宿泊者の前年

度からの減になったと。人数的には３,５００人ぐらい。それから入浴料を引き下げた分、それら

がぴったり、ちょっと前年度との比較にはなりませんけれども、ざっと計算いたしますと、宿泊の

料金の、当時は１泊２食という形でありました。部屋代についてはおよそ５,０００円程度。それ

らを計算しますと、約２,０００万円弱くらいになって、それと入浴料を合わせると二千二、三百

万円ぐらいの、前年度からの収入の減があったと。支出については、平成２１年度と２２年度とほ

とんど大差ありません。 

したがって、固定的な経費の部分については、本館を閉鎖したんだけれども建物の管理等々も含

めて、固定的な経費は変わらなかったんだけれども、収入が前年度に比べて約二千数百万円ぐらい

落ちた。それが平成２１年度から２２年度に赤字が膨らんだ部分の要因ではないかというふうに思

っております。 

その辺については支配人が、じゃ、それを改善できなかったのかという部分については、結果論

でありますけれども、赤字の改善にはすぐには結びつかなかった。建物の状況もあって、すぐには
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結びつかなかったんだという結果だと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

今、その２,０００万円の売り上げが落ちたと言われましたよね。でも、その２,０００万円分を

受け入れるサービスもしてないわけですよ。原料も用意していないわけですよ、コストもかかって

ないんですよ。２,０００万円の売り上げだとして、２割もうけたって４００万円でしょう。赤字

ってなるとおかしいでしょうということなんです、わかりますか。売り上げがそのまま赤字じゃな

いんですよ。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

平成２２年当時は、細かい損益の費目の分類がないので、細かい分析はいたしかねますけれども、

先ほど申し上げたように、経費的な面では前年度とほぼ変わりがございません。したがって、今お

っしゃられるように、変動経費は落ちるんではないかというのが、一般的なところだと思っており

ますけれども、結果的に平成２１年度と２２年度を比較しますと、経費的な面では落ちてなく、収

入だけ約２,０００万円ほどですか、失礼しました約３,０００万円ぐらい、前年度と比較して落ち

ていると、それが赤字に響いたということであります。 

細かい分析については、前段申し上げましたように、費目別の細かいデータを分析すれば出てく

ると思うんですが、現時点では、ちょっと手元に古いデータがございませんで、その点お答えでき

ないので、申しわけございませんがご容赦いただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

柵口温泉権現荘の特別会計で、今、平成２２年のもう決算も終わったこれを見て、今の答弁です

よ。大丈夫ですか。それで民間登用をして、さらに赤字を切ってきて累積赤字で１億円ですよ。こ

れを指定管理者に移行するんでしょう。何で、こんなに無責任になれるんですか。しかも、支配人

にはちゃんと報酬も払ってますよ。職員もついてますよ。何を管理してきたんですか。たった、平

成２２年の１年のことだけですよ。そんなことを今、言ってたら、ほか全部怪しいじゃないですか。

これ、全部精査して、きちんと議会に報告する必要あると思うんですけど、いかがですかこれ。や

ってくださいよ。合わないんですよ、幾ら見たって。 

○議長（倉又 稔君） 

答弁はどうですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

決算につきましては、毎年度決算の審査もしていただいてまいってきております。 

ここへ来て、今、平成２２年度のこの細かいものを言われると、ちょっとなかなか資料もござい

ませんのであれですけども、じゃ、今後どうするかとなりますと、所管の総務文教常任委員長と相

談をさせてもらって、もう少し決算をさかのぼって精査をすれと言われれば、その辺は委員長さん

と相談をさせてもらいたいと思っています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

確かに議会は決算を認めてきましたよ。でも、きちっと説明していないということじゃないです

か。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

どこまで説明したかはともかくとしまして、それぞれ決算のときは、それぞれ所管の委員会に決

算の審査をしてもらって、その上で承認を頂戴しているという経過もありますので、今回、これを

また元へ戻して、平成２２年・２３年について、もっと精査をせよということになりますと、所管

の総務文教常任委員長と相談をさせてもらって、じゃ、その場で総務文教常任委員会の中で、でき

るかできないかということで、相談をさせてもらいたいと思っています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

委員長と相談するのは勝手なんですが、行政の誠意として、今、市民がこれを、今公開の場です

よ。そんな無責任なことを言っていいんですか。どこだと思ってるんですか、ここを。正式な公の

場所ですよ。その行政が、市民が信頼している行政が、そんなずさんなことをやってますと、今、

目の前で言ったんですよ。精査する必要があるかもないかも、常任委員長に相談する、何を言って

るんですか。きちんとやるしかないでしょう。いかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 
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そういうことになりますと、過去に、じゃ、何十年もさかのぼって決算を全部やり直すというこ

とはどうかということであります。確かにこの問題、今こうなってますけども、それについて、じ

ゃそれに伴って全部、決算をやり直すということになると、大変な仕事量にもなりますし、また審

議時間もかかるということであります。そういったことを踏まえて、今、そういうことで提案をさ

せてもらいたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

私は、通告書のとおり７年間でいいんですよ、７年間。本当は、７年間のことをちゃんと通告し

て調べて、赤字理由は何かと答えなきゃいけないんですよ、本当は。何を偉そうなことを言ってる

んですか、おかしいでしょう。与えられたこともきちんとやらないで、何、開き直ってるんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

確かに通告は頂戴しておりますけども、その決算の細かい中身まで、今この本会議の場で細かい

ところまで説明をせよというのは、ちょっと酷な話ではないかなと思っております。したがいまし

て、赤字の理由につきましては、先ほど市長が答弁したとおり、こうこうこれですよということで、

理由は説明をさせてもらったというところであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

説明が全然なってないから精査をして、後で報告くださいと言ってるだけです。何かおかしいで

しょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

織田副市長。 〔副市長 織田義夫君登壇〕 

○副市長（織田義夫君） 

お答えを申し上げます。 

精査をして、後で報告せよということであれば、報告をさせてもらいたいと思っています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

保坂議員。 

○６番（保坂 悟君） 

もう時間もなくて、非常に残念なんですが、今回のこの権現荘、少なくとも支配人７年間の収支
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のきちんとした精査と、能生事務所長のこれまでの言動、発言、行動、振る舞い全てにわたって、

きちんとどういうふうな指導をされたかも、議会に報告してもらうよう強く要望して、私の一般質

問を終わります。 

以上です。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で保坂議員の質問が終わりました。 

本日はこれにてとどめ延会といたします。 

大変ご苦労さまでした。 

 

〈午後６時１４分 延会〉 
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